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一章　魔ま王おう学校の文化祭







　十一月三日は文化の日である。

　歴史上、人は文化を作り、勇者は文化を守り、魔王は文化を破は壊かいしてきた。

　にもかかわらず、六六五人の魔王候補生とこの俺おれ・勇者候補生の遊ゆ佐さヒロが通う麻ま桜おう中ちゆう学がくでは、今年も律りち儀ぎに文化の日に文化祭を行うらしい。

「はぁぁ～」

　二年こうもり組の委員長、地味が制服を着ているかのような三つ編みメガネの黒くろ姫ひめリリ子こが、放課後の教室に一人残り、机に頬ほおづえをついていた。

　俺はその日、週番だった。週番は通常二人一組だが、もちろん他人のためにならないことしかしない魔王どもが、当番をきちんとこなすわけがない。だから、俺は一人で週番の腕わん章しようをつけ、一人で黒板をふいていた。そして、黒板消しをクリーナーの上に載のせる。

「ブオォ～～～ン！　ブオンッ、ブオンッ、ブオオオオオオ～～～ンッ！」

　スイッチを入れると、クリーナーが大きな音を立ててチョークの粉を吸いこんでいく。

「……マジック・キングス・ザ・ギャザリング」

　ぼそり、と委員長がつぶやいた。その手に黒い革かわ表びよう紙しの本、俺を見つめるその目には殺気。クリーナーの上で黒板消しを前後させていた俺は、思わず動きを止めた。……今のは、召しよう喚かん系魔王である委員長による召しよう喚かん呪じゆ文もんである。

　呪じゆ文もんが終わると同時に、俺の目の前にグルグル回る魔ま方ほう陣じんがドンと姿を現した。魔方陣の中から真しん紅くのファイヤードラゴンが首だけ出だすと、

『ボオオオオオッ！』

　炎ほのおを吐はいて、黒板ふきとクリーナーを一いつ瞬しゆんにして消し炭にしてしまった。

「うわー！　何すんだ委員長、まだ黒板半分しかふいてないのに！」

　委員長の机に駆かけ寄よって、俺は苦情を言った。だが委員長は逆ギレして、怒いかりに顔を真っ赤に染め、ドン、とこぶしで机を殴なぐった。

「何すんだはこちらのセリフですよ、遊佐さん！　わたしが考えごとをしているときにブオンブオンうるさい騒そう音おんをタレ流して、殺されなかっただけラッキーだと思っていただきたいものですね！」

「なんでそんなに怒おこってるんだ、委員長」

「べっ別に怒ってなんかいないんですからねっ！」

「いや、そのデレ方はおかしい」

「とにかく、ドうるさい騒音でわたしの考えごとを邪じや魔ましないでいただけますか？」

「ごめん、そんなに悩なやむほど考えごとをしてるって知らなかったから」

　俺が謝あやまると、委員長は一瞬、びっくりしたように動きを止めた。赤い太ぶちメガネの下の目が、こぼれるほど大きく見開かれる。委員長の目を今までこんなに近くで見たことがなかったから知らなかったけど、意外に目が大きい、まつ毛もけっこう長い。

「困ってるなら、俺が手伝えそうなことなら、良かったら話してくれる？　頭のいい委員長が、そんなに悩むような考えごとって？」

　俺がたずねると、委員長はまだびっくり顔で俺を見つめたまま、目を閉じることも忘れていた。

「びっくりしました。その典型的なセリフ、『この村の人々はみんな悲しそうな顔をしているけれど、何か困っていることがあれば力になりますから教えてくれませんか』って、勇者って本当にふだんからそんなこと言うんですか？　ネタではなく？」

「どういうネタだよ。自分が困ってるときは、助けてほしいだろ？　なら、人が困ってるのを見たときも、助けるのは当たり前じゃないか」

「困ってる人を見たら、『負け犬は惨みじめに死ね！』と罵ば倒とうして踏ふみつけるのが当たり前では？」

「魔王的な当たり前はそうかもしれないけど、勇者的には違ちがうから」

「『魔王的な当たり前は間違ってる、勇者のが正しい』とは言わないんですね」

「そりゃ一年半もこの学校に通ってれば理解するよ、勇者と魔王は違うってことは」

「魔王は勇者と違うとわかっているのに、魔王のわたしに助けの手をさしのべると？」

「そんな大げさな問題じゃないだろ、困ってる人の立場に立って考えましょうって小学校で習っただろ？　それだけだよ」

　すると委員長は、少しためらってから、あきらめたような長いため息をついた。

「……自分の弱みを見せると、魔王はそのアリの一いつ穴けつを突ついてきて、相手を殲せん滅めつするまで執しつ拗ようなる攻こう撃げきをやめないものですが……。しかし、遊佐さんは勇者だから、その心配は無いでしょう。それにわたしは本気で困っているので、相談しましょう。わたしが頭を悩ませていたのは、文化祭の出し物です」

「文化祭の出し物？」

　そういえば、さっき終わりの会のときに、委員長が告知していた。明日のホームルームで議題に出すから、各自何をするか考えてきてください、と。すぐには思いつかなかったので、寮りように戻もどってからゆっくり考えようかな、と俺は思っていたのだが……。
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「他人のためになるようなことなど指一本すら動かしたくない、というクラスメイトたちのこと。会議をスムーズに進めるために意見を出してくれるなど、期待できません！」

　と、委員長は力説した。

「むしろ彼かれらは、『人の嫌いやがることを、すすんでやりましょう』という校則にもとづき、意見が出なくてわたしが困っているのをニヤニヤ見ていてやろう、などと思っている者が大多数です」

「いや、俺が習った『人の嫌がることを、すすんでやりましょう』と解かい釈しやくが違うぞ！」

「それは、遊佐さんの覚えまちがいでは？」

「いやいや、『人の嫌がることを、すすんでやりましょう』とセットで、『自分がされたら嫌なことは、相手にもやらない』『自分が言われて嫌なことは、相手も言われると嫌だから言わない』『相手の気持ちを考えましょう』も習っただろ？　さっきも言ったけど、『困ってる人の立場に立って考えましょう』と同じさ。じゃあ、『嫌がることをすすんでやる』の解釈は、おのずから決まってくるだろ？」

「さて？　『いちいち相手の気持ちを考えて同情していたら覇は道どうの邪魔になるので、無視して迷わずブッ殺す』は習いましたけれど」

「うん、魔王的にはそうだよな、そうだけど」

　一気に疲つかれた。魔王が相手に気配りするような性格なら、そもそも魔王なんて呼ばれていない。自分の都合だけをゴリ押おしする、自己中な性格だからこその魔王なのだ。けれども、それでも俺は勇者だ。勇者は、困ってる人を見捨てはしないものだ。

「ま、とりあえず文化祭のネタ出し、つきあうよ」

　俺は、委員長の前の席に座すわった。委員長は、怪け訝げんそうに俺をにらむ。

「言っておきますが、遊佐さんは最初魔王学校にうっかり入学してしまって絶望していたようすだった……。それが、とちゅうから元気に通いはじめたのは、どうやら麻桜中学六六五名の魔王全員を更こう生せいさせて経験値をかせぎ、ダントツトップの内ない申しん点てんで勇者検定試験に受かろうとたくらんでいるようなフシがありますが……」

　ドキッ。委員長には、やはり俺のその内なる野望を見み抜ぬかれていたか。

「少々親切にされたからって、このわたしは更生などしませんよ」

「いや、ちょっと待て！　更生させようと考えてるのは事実だけど、それとこれとは違うって。勇者が困ってる人を助けるのに、駆け引ひきなんかするわけないだろ？　それをやったら俺はもう、勇者じゃなくなるじゃないか！」

　俺はあわてて説明した。そこの一線は、勇者の誇ほこりにかけて誤解されたくない。

　ここで少し、ギルドの仕組みについて説明しておこう。勇者と魔王は十六歳さいの誕生日に、それぞれ勇者ギルドと魔王ギルドが主しゆ催さいする検定試験を受け、勇者あるいは魔王としてのランクづけをされる。それは検定試験（実技および筆記）の成績だけでなく、中学時代の内申点も絡からんでくる。その内申点を底上げするのが経験値で、勇者は魔王、魔王は勇者をそれぞれ倒たおし、その死体を魔ま法ほう医に診みせて、死亡診しん断だん書しよをギルドに提出する。あるいは、魔王または勇者をやめますという更生証明書を書かせてギルドに提出する。それによって、ギルドで管理する自分のＩＤに経験値が登録されることになっているのだ。

　この経験値は総合力から割り出されていて、たとえば魔王の視点からすると、強い勇者はもちろん経験値が高い。俺のように両親が勇者の末まつ裔えいのサラブレッド勇者も、潜せん在ざい能力が高いぶん経験値が底上げされる。それで俺は、魔王たちにしょっちゅう経験値をねらわれているわけだ。

　実力もある上に魔王としても強大な力を持つ、魔ま女じよ王リリスの末裔でブラック企き業ぎよう・黒姫コンツェルンの令れい嬢じようというエリートな委員長も、やはり他の生徒と比べればその経験値はかなり高いものになるだろう。でも俺は今、その経験値を目当てに委員長に手をさしのべたわけじゃないのだ。

「交こう換かん条件無しで協力する、ってことですか？」

　委員長は、虫ケラを見るような侮ぶ蔑べつとあざけりをふくんだ目で俺を見て、口もとにニヤリと笑えみを浮うかべた。

「そんなの、魔王じゃ考えられないことですよ。いかにも勇者らしい、虫むし唾ずが走りそうな甘あまったるいきれいごとですねえ」

「だって勇者だから、それはむしろ褒ほめ言こと葉ばだぞ」

「ま、そういうことでしたら、警けい戒かいするのはやめて素す直なおに協力を頼たのみましょうかね」

　委員長は机の上にノートを開いて、俺に見せた。

「今のところ、これぐらい出し物の種類を考えてるんですが……」

「どれどれ？」

　俺は、ひょいっとノートをのぞきこんだ。何気なく動いたんだが、委員長がそのとき、ちょっと固まった。

「……ちょっと、遊佐さん。勇者のくせに、魔王に近づきすぎじゃありませんか？」

「あ、ごめん。これぐらいでいいかな」

　俺がイスを下げると、委員長はなぜかイスを一歩前に出して、再び俺との距きよ離りを縮めてきた。

「べ、別に下がってくれとは言ってませんから。勇者の誇りにかけて、協力してくれるんでしょう？　それなら、おとなしく協力してくれればいいんですよ」

　近づきすぎと言ったり近づいてきたり、いったい委員長は何をしたいんだ？　俺が距離感をつかみきれなくて戸と惑まどっていると、委員長は机をぐいっと押して、さらに俺にくっつけてきた。さすがに俺は、息苦しさと焦あせりを感じて、委員長を制止した。

「ちょっ、委員長、そんなに近づいたら逆に見えにくい」

「わたしは視力が悪いので、これぐらい近づかないとよく見えないんですよ」

「いや、俺に近づいても意味ないだろ？　っていうか、これで見にくいならむしろ、新しいメガネを買えよ」

　俺がそう言うと、委員長はムッとした顔で俺をにらんだ。

「……相手の気持ちを考えるとか言って、ぜんぜん考えてないですね、うそつき」

「えっ、何が？」

　委員長が何を言ってるのか、俺はさっぱりわからない。すると委員長はイラついた表情で、机の上に身を乗りだして、グイッと俺に接近する。

「何がって、そんなのわたしにだってわかりませんよ！　遊佐さんは勇者だっていうのに、勇者のきれいごとなんて魔王にとって唾だ棄きすべき軽けい蔑べつの対象でしかないのに……」

　そこまで近づかれたら、完全に体が密着して、その下にノートがある状態で、もはやノートが見えない。そして委員長が何を怒ってるのかも、さっぱりわからない。俺が勇者だから、何だっていうんだ？　取りあえず委員長が近すぎて、俺はどうすればいいのか困ってしまう。

　そのとき、俺と委員長の間に銀色の蔓つるのようなものがヒュンッと伸のびてきた。

「うおっ？」

　俺はとっさに上体をそらしてよけた。銀色の蔓の元を目でたどると、校庭がわの窓まど枠わくに、メタリックな銀色の瞳ひとみをした女生徒が座っている。蔓は、彼かの女じよの制服の袖そでから手のかわりに伸びていた。

「わたしの名はペルチェ……忘れ物を取りに戻ってきたら、いったい何を少年に急接近しているのですか、委員長よ？　少年はわたしの経験値ネジとなるべきもの、完全究極機械魔王であるこのペルチェの世界支配の糧かてとなるもの。下等なる有機生命体のぶんざいで、それを横取りするつもりならば……」

　ペルチェはそう言うと、掃そう除じ機きのコードのように蔓をシュルンと縮めた。蔓を自分のほうへ持ってくるのではなく、逆に自分の体を蔓のほうへ移動させたので、瞬しゆん時じにしてペルチェは俺と委員長の間に割って入った……俺と委員長の間ということは、机の上である。ペルチェは机の上にすらっとした足を組んで座り、凍こおりつくような無表情で委員長を見つめた。

「横取りするつもりならば、わたしと戦たたかうことになりますよ、委員長よ……」

「ぐぬ！」

　委員長の眉まゆが、ピクッと吊つり上あがった。

　強力な召喚呪文を使いこなす委員長ですら、戦うことを一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするほどのペルチェとは何者なのか、ここで少し説明を加えよう。

　麻桜中学には委員長のような召喚系魔王をはじめ、肉にく弾だん系魔王、剣けん士し系魔王、知略的魔王、毒系魔王など、さまざまな種類の魔王候補生がいる。その中でもペルチェは特に変わり種で、機械に支配された未来の世界から、この時代をも支配するためにやってきたのだ。

　ペルチェの脳は電子頭脳で、それゆえに冷静沈ちん着ちやくである。全身は液体金属で構成され、自由に形を変えることができる。硬い金属製ではなく液体金属製なので、肌はだは人間と同じように柔やわらかいし、動きもしなやかだ。

　で、魔王の中でもかなり最強の部類に入るペルチェではあるが、もちろん委員長も同じぐらい強い。まともに全力で戦いあったら麻桜島一個ぐらい壊かい滅めつしてしまいかねないので、まだお互たがいに全力で戦ったことはないため、どっちが強いのかは誰だれも知らない。

　とりあえず、委員長にとって、ペルチェの「脅きよう迫はく」あるいは「忠告」は、「挑ちよう発はつ」と捉とらえられたらしい。尖った声で、委員長は言った。

「急接近ですって？　わたしは、文化祭のアイディアを聞いていただけのこと。サビくさい機械の分際で、勝手な勘かん違ちがいでわたしにケンカを売るおつもりならば……」

　委員長は、黒い革表紙の本をぎゅうっと握にぎりしめた。

「上等じゃアアァッ、買こうたろうやないかワレェェェーッ！　機械は機械らしく、ケンカじゃなく缶かんジュースでも売っとるのがお似合いじゃと思い知らせたるわッ！　耳の穴から百二十円チャリンチャリンつっこんで、『お買い上げありがとうございました、行ってらっしゃいませ』って言わせたるわああああああッ！」

　おしゃべり自動販はん売ばい機き、実家の近くで見たことがあるある。当たりつき自じ販はん機きだと、当たったときに「おめでとうございます」とか言ってくれるので、ちょっとなごむ。

　いや、なごむとか言ってる場合じゃない。委員長の頭の上には、すでに黄金の魔方陣がギュルンギュルンと高速回転している。もちろんペルチェも学年トップレベルの強さだから、そんな二人が教室でぶつかったら、また教室が大だい破は壊かいされて明日からの授業に支障を来きたしてしまう。この場を収められるのは俺しかいないし、勇者として俺はやるしかない。

「ありがとうペルチェ！　ペルチェもアイディアを出しにきてくれたんだな！　でも机の上に座るのは行ぎよう儀ぎ悪いから、とりあえず下りよーなっ！」

　俺は無理やり強ごう引いんに場の空気をねじ曲げようと考えて、ペルチェの両手を手に取ると、思いっきり声を張りあげた。一オクターブ高い声で、部分的に声が裏返ってしまうほどのテンションにびっくりしたのか、委員長とペルチェの動きが一瞬止まった。

　その隙すきを逃のがさず、俺はペルチェの手を引いて机から下ろしつつ、さらにまくし立てて、何とか二人を俺のペースに持ち込もうとした。

「ペルチェの完全究極機械魔王の優ゆう秀しゆうな電子頭脳ならきっと、俺たち有機生命体には思いもつかないアイディアを出してくれることだろう！　委員長も、気を散らしてたらアイディアが出てこなくなるぞ。俺もアイディアを出すの手伝うから、みんなで一丸になってがんばろうなっ！　なっっ!!」

　俺は引きつった笑え顔がおを浮かべつつ、次に委員長の両りよう肩かたを手で押さえて座らせた。それから、机から下りたペルチェのためにもう一つ椅い子すを運んできて、

「はい、ペルチェはここ！　机じゃなくてイスに！　座って！」

　と、イスの座面をばんばん叩たたいた。

「り、了りよう解かいしました、少年よ……」

　流れに呑のまれたペルチェが、とまどいながらもまんまと座ってくれたので、俺もあらためて、委員長の前の席に腰こしを下ろした。ペルチェが、今ひとつ状じよう況きようを呑みこめていない状態で、銀色の瞳を俺に向ける。

「それで、少年よ……アイディアとはいったい、何のことですか？」

「文化祭でやること、明日のホームルームで意見が出てこなかったら委員長が困るから、先に意見を少し出しておこうと思って二人で考えてる最中さ」

「勇者なのに、困っている魔王を救うとおっしゃるんですか……？」

「いや、そういう大げさな問題じゃなくて、ふつうにクラスの一員としての義務だし」

　俺がペルチェに答えると、委員長もうなずいた。

「ペルチェさんと白黒つけるのはまた今度ということにして、取りあえず協力していただけると助かります。わたしは、このようなレクリエーション関係の発想は苦手ですから」

「え、でも委員長の実家の黒姫コンツェルンって、いっぱい会社を持ってるんだろ？」

　俺がたずね、ペルチェも淡々と口を開いた。

「そのとおり……この時代の会社ならば、社員運動会やスポーツ大会など、親しん睦ぼくと福利厚こう生せいを兼かねたレクリエーション・イベントを行うはず……すなわち、数々の会社を持つ黒姫コンツェルンならば、レクリエーション関係には詳くわしいはずではないのですか……？」

　すると、委員長はかわいく小首をかしげた。

「福利厚生って何ですかそれ、儲もうかるんですか？」

　黒姫コンツェルンはやはり、相当な超ちよう絶ぜつブラック企業のようである。ペルチェも、無表情ながらも深くうなずいた。

「理解しました……これは、委員長からアイディアを期待はできないということを。しかし、わたしもまたこのようなアイディアを出すことには不向きです。なぜならば、機械に遊びは必要ありません。万が一歯車の留とめ方かたに遊びがあったら、歯車は決まった回転数で回転できなくなり、機械は正常に動かなくなってしまいますから……わたしの名はペルチェ……」

「俺だって、勇者はまじめなのが取とり柄えって教えられてきたから、遊びとか全然わからないさ。だけども、みんなで力を合わせて知ち恵えを持ち寄れば、すごいアイディアが出るかもしれないじゃないか！」

　俺が盛りあげようとしてそう言うと、ペルチェも委員長も白けた視線を向けてきた。

「わたしの名はペルチェ……少年よ、つまり……一人では無理でも皆みなでがんばろう、ということですか……それは、他人を蹴け落おとし自分だけが世界の頂点に立とうという魔王とは、相あい容いれない方向性ですが……」

「ですね。いかにも、パーティ組んで力を合わせて仲良く魔王を倒しましょう的な勇者の発想ですね。魔王的には、思いっきり反へ吐どが出る思考パターンです」

「何だよ、協力しないと、アイディアが出なくて困るのは委員長だぞ？」

　自分のために協力してもらってるのに文句を言うところは、いかにも魔王らしいけど。最後の戦いで負けた魔王がうっかり高いところから落ちかけて、お人よしの勇者が取りあえず手をつかんで助けようとするんだけど、なぜか魔王はその勇者を「至近距離に来たから攻撃のチャンス♪」とばかりに攻撃して、結局落っこちてしまうというパターンをよく見かける。助かってから攻撃再開すればいいのにどうしてだろう、と思ってたけど、つまり魔王は相手の気持ちを考える習慣が無いために、周囲のことが見えてないのかもしれない。

　そうでなければ、勇者が蜂ほう起きするほどの悪政を敷しいたりしないだろうし、勇者が蜂起するほどの不満があればまず意見を聞いて改善の努力をするだろうし、自分を倒しにきた勇者とはまず話し合いの場を持って双そう方ほうの誤解を解こうとするだろうし……うん、たしかにこれじゃ、魔王はできないかもしれない。でも、今の俺たちは協力してアイディアを出さないと、明日のホームルームが困るわけである。

「そうそう、一本の矢では弱くても、三本の矢なら決して折られることはない。協力することは大事だぜ、毛利元就もそう言ってる。ご先祖様にさんざん妨ぼう害がいされたにもかかわらず、中国地方に覇はをとなえた戦国武将の言うことだからな、説得力あるってもんだろ」

　ふと、俺たちに口を挟はさんだ声があった。教室の入り口に、背が高くて長い黒くろ髪かみの女子・織お田だ志し信のぶがいた。第六天魔王と呼ばれた織田信長の末裔の魔王である。その胸にサラシを巻き、身にまとった長い学ランの背中には織田木もつ瓜こうの家か紋もんと「天てん下か布ふ武ぶ」の文字、肩かたには長ドスを背せ負おっている。

「織田、いいかげん学校に長ドスの持ち込みやめろよ。いくら魔王が既き存ぞんのルールに従わないアウトローとか言っても、いちおう校則では、武器・魔法発動アイテム・使い魔ま・召しよう喚かん獣じゆう・ゲーム機・マンガの持ち込みは……」

「長ドスじゃねーっつってんだろ、遊佐ッ！　こいつは先祖代々伝わる名刀『圧へし切きり長は谷せ部べ』だっつってんだろ、いつになったら覚えるつもりだ、このボケカスのホトトギスがッ！　テメーの頭ず蓋がい骨こつもゴリゴリ圧へし切って、役に立たねークサレ脳のう味み噌そを尾お張わり名物の味み噌そ炒いためにしてやろーか！　余った頭蓋骨は、金きん箔ぱく塗ぬって杯さかずきにリサイクルしてやるぜェェーッ！」

　見た目は色白で、絹糸のような長い黒髪で、上品な和風美人になれる素質が十分あるというのに、第六天魔王である織田の言葉づかいは相変わらずである。委員長も、眉をひそめて織田に意見した。

「相変わらず口が下品ですね、織田さん。魔王は常に冷静沈着で丁てい寧ねいっぽい口調のほうが、エリートらしい余よ裕ゆうと隠かくれたドＳっぽさをかもし出せるんですよ。言葉づかいが粗あらくて暴力的なのはただのチンピラ、中ボスにもなれないザコにしか見えませんよ」

　そう言う委員長自身が、激高したときにはめちゃくちゃ口が悪いんだが……それとも、これは自じ戒かいなのか？

　委員長にそんなことを言われて、織田の性格だとますます怒ってバトルになるか、と俺は警戒したんだが、意外にも織田はハッとして口を押おさえた。

「そ、そう言えばペルチェも冷静で言葉づかいは丁寧だし、世界の海を支配する強大な力を持った竜りゆう王おうも丁寧な言葉づかいだった。ひょっとしてアタイ、魔王力弱いのか？」

　織田は焦っている。っていうか、魔王力って何だ？　女子力みたいなもんか？

　悩んでいる織田に、ペルチェがたずねた。

「わたしの名はペルチェ……ところで第六天魔王よ、なぜ放課後なのに教室をウロウロしているのですか……？」

「今日は遊佐が週番で遅おそくなるから、帰り道のひと気が無くなる。つまり他の奴やつに邪魔されずに遊佐の経験値をゲットできるチャンスだから、バトろうと思って待ってたのに全然出てこないから、何やってんのかと思って迎むかえにきたんだよ」

「怖こわいことを当たり前みたいに言うなっ、待まち伏ぶせするのはやめてくれ！」

　俺は思わず叫さけんでしまった。勇者学校を受験したはずが、まちがって魔王学校に通うことになってしまって以来、まわりは俺以外全員魔王で、その六六五人の魔王たちが俺の経験値を狙ねらってしょっちゅうバトってくる。校内と寮りよう内ないはいちおう喧けん嘩か禁止の罰ばつ則そくがあるから助かってるけど、寮までの五百メートルの海沿いの帰路は毎日、誰かが襲おそってくるかマオウイカなどの海の魔ま物ものが襲ってくるかのバトルなのである。慣れっこではあるが、週番で疲れてるときぐらい、バトルは勘かん弁べんしてほしいものだ。

「だってよー、最近運動会とか実力テストで忙いそがしくて、あんまり遊佐とバトってないからよー。久しぶりにバトりたいかなー、って……」

「嫌です断る」

「バトろーぜ遊佐、なー！」

　織田は俺の肩をつかんで、ガクガクゆすってきた。もー、お菓か子し買ってほしくてダダをこねる子供か、こいつは。

「バトらないって！」

　俺は叫んだ。委員長が、そんな織田を冷たい目でにらんで言った。

「抜ぬけ駆がけはよくありませんよ、織田さん。そもそも、遊佐さんの経験値はわたしの物ですが？」

「じゃあテメーから先にバトって、成なり増ますのセイユーの四つ切りパンぐらいのリッチな厚切りにしてやろうか？」

　織田と委員長がにらみあう。だから、圧へし切きり長は谷せ部べは「へしきり（押すようにして斬きる）」であって「あつぎり」じゃないって！　取りあえず、このまま放っておくとややこしいことになりそうなので、俺はあわてて二人を引き離した。

「おいおい、こんな所でケンカするな！　校内でバトルは禁止だぞ、校則違い反はんしたら内申点にひびくぞ？」

「バトルではありませんよ、遊佐さん。バトルとは戦うこと、織田さんごとき、戦いの時間すら与あたえず瞬しゆん殺さつしますので、校則的にはセーフです」

「いや、その解釈はおかしい！」

　俺は叫んだ。織田が怒りに眉をピクピクさせながら、委員長に顔をくっつける。

「言ってくれんじゃねーか、委員長。こっちこそ、バトルになる間もなくサンドイッチ用のパンみたいに薄うす切ぎりにしてやるぜ！」

　今度は薄切りか……と呆れつつ、俺はツッコミを入れた。

「織田はどっちかというと和風なのに、食パンが大好きすぎるだろ」

「和の食パンだってあるんだぜ、トーストしてバター塗ぬってふりかけかけたらウマイから食ってみやがれ！」

「っていうか織田はどっちかというと覇は王おうタイプなのに、マメすぎるだろ」

「和の食パンなど認めません、魔王の食パンには血ち糊のりのように真っ赤なイチゴジャム一択たくです」

　委員長が低い声で言った。意外に甘あま党とうなんだな。

「そして織田さん……社員の命は会社の物、遊佐さんの経験値はわたしの物、これが黒姫コンツェルンの社則です。それを破る者はブッ殺しますが、よろしかったですか？」

　にらみ合う二人の間に、ペルチェが割って入った。

「わたしの名はペルチェ……二人とも何か理解を誤っているようですが、この時代はいずれ機械魔王であるわたしに支配され、史上初の機械帝てい国こくとなるのです。少年はわたしの経験値ネジとなるに最適なる材料、わたしの野望の達成に必要不可欠な部品、下等で前時代的な有機生命体の魔王などに渡わたしはしませんが……？」

　ペルチェは無表情ではあるが、独どく占せん欲よく的なものはあるのだろうか、いきなり俺をぎゅっと抱だきよせた。液体金属製のペルチェは、機械魔王といえど人間のように柔らかい。とくに胸のあたりは、液体金属が詰つまった水みず枕まくらのような感じで、ぽよんぽよんふわんふわんと、頼たよりないぐらいの柔らかさだ。その頼りない柔らかさが、俺の顔を挟みこんでる……って、おい！

「ペペペペペルチェっ、やめろ放せ、息ができない！」

　俺はようやく、自分の顔がペルチェの胸の谷間に埋うまっていることに気づいた。ひんやりとした液体金属の柔らかさに、焦りは増ぞう幅ふくする。勇者として、魔王の胸に顔をうずめているという構図は、あまりにも不道徳すぎる。

「わたしの名はペルチェ……せっかくですから、このままわたしとひとつになり、わたしに吸収されて部ネ品ジとなりましょうか、少年よ……」

　ペルチェの囁ささやきが、耳元を撫なでる。脱出したいのに、液体金属で一見柔らかく思えるペルチェの腕うでは工業機械のように強力で、俺はびくとも動けなかった。

「やめやがれッ、遊佐はアタイの獲え物ものだぜッ、誰にも渡さねええェェェェーッ！」

　短気な織田が瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうして、長ドスを抜き放つと同時にペルチェに斬りつけた。教室で長ドスを抜くのもどうかと思うが、その軌き道どうが確実にペルチェの首をはねるラインで、殺意全開なのもいかがなものかと思う。瞬時にペルチェは全身を液体化させて、長ドスをかわした。俺の全身をペルチェが液体となって流れ落ちて行き、床ゆかに全部落ちると俺から少し離はなれて、再び人間の姿に戻った。

「わたしの名はペルチェ……第六天魔王よ、いきなり斬りつけられては、いつまでも話し合いを始められないではないですか……」

　ペルチェはものすごく冷静な表情だが、一度液体化して少し移動してから元に戻ったため、液体化したときに脱ぬげた制服がそのまま床の上に残っている。つまり、今のペルチェは、教室の中で素すっ裸ぱだか、という非常に不自然な状態になっている。

「うわあああっ、ペルチェ、服着ろ服！」

　俺はあわてて目を覆おおった。ペルチェは液体金属魔王だから、あの胸も、その胸の先についている何かしらの突とつ起き物ぶつも、全すべて粘ねん土どでこねたのと同じ作り物のようなものだと頭では理解しようとしているんだが、でもやっぱり勇者として、これを見てはいけないような気がするのだ。

「少年よ、わたしは別に気にしませんが……肉体の形状にこだわるなど、下等な有機生命の価値観であり……」

「いいから服着ろーっ！」

　ペルチェに飲みこまれかけたときよりむしろ必死になって、俺は叫んだ。




　そんなこんなで、話し合いというものが通用しない魔王三人を相手に、落ちついて席に座って話し合いができる状態になるまでに、俺はおよそ三十分を費やしていた。

　とりあえず、ペルチェは制服を着てくれて、織田は長ドスをしまってくれて、ふと気がつくと、二人のやり取りの間に漁夫の利を狙った委員長が二人の頭上にこっそり魔方陣を出していたのでそれもあわてて消させて、ようやく俺たちは机を囲んで、話し合いをすることができた。

「それで、今回の議題は、文化祭の出し物について案を出すことです。何か意見はありませんか？」

　議長である委員長がノートを開いて、シャーペンを片手に俺たちを見回した。俺は、手を挙げて意見を言った。

「はいっ！　劇はどうかな、文化祭の定番だし」

「劇……ですか？」

　俺はちょっと自信のある意見だったんだが、意外にも委員長の食いつきが悪い。ペルチェと織田のほうを見ると、二人も何だか微び妙みような顔をしていた。

「あれ、劇じゃダメなのか？」

「わたしの名はペルチェ……少年よ、劇とは、主役と脇わき役やくが要いるではありませんか……。誰もが自分が世界を支配するナンバーワンになると思っている魔王が、他人を引き立てる脇役になりたがるとは思えません……少なくともわたしは、下等な有機生命体の脇役になるのは嫌なので、主役ならＯＫです……わたしの名はペルチェ……」

「ずるいぜ！　アタイだって脇役なんか嫌だっつーの、他人の脇わきにおさまるなんて、天下布武をとなえたご先祖様に顔向けできねーぜ！　天下はアタイが統一する、すなわち主役はアタイが張る、これならＯＫだぜ！」

　織田も思いっきり主張する。二人とも魔王だから、ぜったいに引く気配はない。その上、議論を進めて行くべき委員長まで、議論の足を引っぱる。

「わたしだって、劇をするのなら主役以外の役はやりたくありません。小さいころから、ずっとお姉様に『ナンバーワンはわたくし、リリ子ちゃんはわたくしの頼れる腹心の部下にして永遠のナンバーツー、永遠にわたくしの下で白鳥の足のようにぱたぱた頑がん張ばって優ゆう雅がな王者であるわたくしを支えるナンバーツー、二人で仲良く世界を支配しましょうね☆』と言われつづけてきていいかげんムカついているので、たとえヒロインポジであろうが脇役はお断りです！」

「だけど主役は一人だろ？　全員主役なんて無理なんだから……」

　俺は困ってしまったが、ふと、織田が食いついた。

「いや、いいんじゃねーか、それで？　全員主役、なんか人間用の学校だとそんなところあるんじゃねーか？　子供に優ゆう劣れつや順位をつけるのは可か哀わい想そうで教育に良くないから、運動会はみんなで手をつないで仲良くゴール、学芸会では公平に全員桃もも太た郎ろう、みたいなのを聞いたことがあるぜ」

　織田がいかにも名案、みたいに言ったが、みんな仲良く公平にって、それこそ魔王の本質から外れてるんじゃないだろうか。すると、委員長もポンと手を叩いて、

「それはいい考えですね。しかし、ひとつ疑問があるのですが、桃太郎は悪役では？」

　そう言えば、魔王学校ではそうだった。桃太郎は悪の侵しん略りやく者しやで、鬼おにたちはその侵略者と戦う正義サイドとして歴史の時間に教えられ、勇者である俺は桃太郎と同列の極ごく悪あく人にんみたいにささやかれて、ずいぶんへこんだ記き憶おくがある。

「だから、せっかく勇者の遊佐がいるんだから、遊佐だけ桃太郎をして、後は全員正義の味方で主役の鬼をやればいいんじゃねーか」

「なるほど！　それなら全員主役で、公平ですね！」

　いやそれ、こねくり回しすぎて一周回って、ふつうの桃太郎だよな？　そもそも今の俺の状況そのまんまという気もするので、わざわざ劇の上でまで「魔王の島に勇者が一人」状態を演じたくない気もするが……。

　そのときペルチェから、カシャカシャと電子頭脳の演算の音が聞こえてきた。何か考えてるのかな、と視線を向けると、ペルチェも俺のほうに視線を向けて、冷静な声で述べた。

「わたしの名はペルチェ……わたしの史上最高の電子頭脳を用いて今の意見を検証しましたが、その意見には大きな計算ミスがあることが発見されました。すなわち、文化祭において二年こうもり組で劇を演じたとして、誰が見に来ると言うのですか？」

「えっ、他のクラスの奴が見に来るじゃねーか？」

　織田の意見に俺おれも同意だったが、ペルチェはあくまでも冷静に語った。

「わたしの名はペルチェ……その展望は、見通しが甘いとしか言えません、第六天魔ま王おうよ……。なぜならば、麻桜中学は絶海の孤こ島とうにあるので、保護者が来るとか周囲の学校の生徒が来るということはないのです……。そして校内の生徒は、各クラスそれぞれ自分のクラスの出し物で忙しいために、他のクラスの劇を見に行く余裕など存在しません……。わたしのデータベースによれば、文化祭の観客の多くは保護者や他校の生徒、文化祭において当とう該がい学校の生徒はほとんどがホスト役であって、自分の学校の文化祭で遊んで楽しむという生徒は統計的にごく少数……」

「なるほど。かいつまんで言うと、劇をやっても見に来る人がいないということですね」

　委員長が難しい顔で腕うで組ぐみをしている。織田が、感心したようすで言った。

「なるほどなぁー、そこ気づかなかった！　たしかに、観客のいない座席に向かって劇をするために必死にセリフを覚えて予行演習をしてがんばるようなマゾは、魔王学校にはいねーよなぁ。そういうマゾな奴は、すなおに魔王に従って長いものに巻かれておきゃいいのに、あえて自分は権力なんかに媚こびないんです的立場で、どんなに苦しくても必死こいてレベル上げ作業をやってる勇者ぐらいのもんだよな」

「思いっきり失礼だな、織田」

　俺はさすがにツッコミを入れた。そうか、必死にレベル上げをしている勇者は魔王にそんなふうに思われていたわけか、しくしく。

　だが、誰も見に来ない、という意見は鋭するどいところをついていた。たしかに、去年の文化祭では俺のクラスは模も擬ぎ店てんで縁えん日にちをやったんだが、男子校の生徒がドキドキしながら女子校の文化祭に来るとか、女子校の生徒がワクワクしながら男子校の文化祭に来るとかいう、トキメキっぽいものは全くなかった。俺はヨーヨー釣つりのヨーヨーの横に、日がな一日座って店番をしていたんだが、校内や寮内で見たことあるような顔ばかりやってきて、つまらなそうな顔でヨーヨーを釣つって帰って行くだけだった。正直、ものすごく退たい屈くつだった。まわりでスーパーボールすくいや的当ての店番をしていた魔王たちも、つまらないのを通りこして、苦痛の表情をしていた。

　これが、外部から人が来る場合なら、たとえばびっくりするような美形がやってきて、

『今の美人だれだ、あの制服どこのだ？　あんな美人はじめて見た！』

『えー俺見なかった、どんな子だ、どっち行ったっ？』

『○○の姉ちゃんらしいぞ！』

『えー、おい○○、こんどの休み、おまえの家に遊びに行かせろ！』

　的な、少々ベタだがこういう盛り上がりかたをしたり、あるいは、

『××くーん、来ちゃった♪』

『えぇー、××ってよその学校にカノジョいたのか！』

『へへっ、小学校のときつきあってたんだよ。中学校離れちゃったけど、毎晩電話してるしな』

『えへへー××くん久ひさし振ぶり、またかっこよくなってるー』

『くっそー、死ね××！』

　的な、やはりベタだがそういう盛り上がりかたをしたりするであろう。で、

『○○のお姉さん、ぼく弟さんの親友です、校内を案内しましょう』

　とか、

『××のカノジョさん、友達がいたら紹しよう介かいしてください』

『いいよー、じゃあこんどグループデートしよっか♪』

　とか、そういう事態の発展が見込めるのだ。

　だが、この絶海の孤島では何も起こらない。目新しい人は誰も来ないから、何を期待するわけでもない。そういうことなら、たしかに劇ではリスクが高すぎるから、俺は新しい出だし物を考えることにした。

「じゃあ、劇より模擬店が無難じゃないか。食べ物なら、そこそこ需じゆ要ようあると思うんだ」

「けれども、調理用のプロパンガスはどこで調達するんですか？」

　委員長は、今度も気乗りしないようすである。

「委員長のファイヤードラゴンは、黒板消しを消し炭にする以外にも使えるだろ」

「しかし飲食店をやるときは、検便して保健所に提出しないといけないんですよ、遊佐さん。魔王がすなおに検便を提出するとは思えません、面めん倒どうくさがって自分の使い魔のウンチを容器に入れて提出して、大パニックが起こるのは目に見えています」

　すると、織田が手を挙げて言った。

「アタイも検便はめんどくさいから嫌だけど、市し販はんの袋ふくろに入ったお菓子を売るだけなら、検便いらねーだろ？　お菓子が当たる当たりクジをやろーぜ！」

　ああ、当たりクジだとふつうに売るより盛りあがるし、ちょっとした時間に買いに来られるから客足も見込めるし、いい案かもしれない。ペルチェも、無表情のままうなずく。

「わたしの名はペルチェ……当たりクジという単語を初めて聞いたのでデータベースで検けん索さくしたところ、魔王的に言えば宝箱のような物なのですね。理解しました……ということは、ハズレくじにはミミックを使う、という認にん識しきでよろしいでしょうか……？」

「いやいや、全然よろしくないぞ！　お菓子ゲットするためにミミックに食われる危険を冒おかすって、リスクが高すぎる。それじゃ客が来ないだろ！」

　俺が否定すると、織田が口をはさんだ。

「でも、宝箱に見せかけたミミックをダンジョンに配置するのは、舌切りスズメ以来の魔王の伝統の技だぜ？

「大きなつづらはミミックだったのか」

「それにハズレを引いた奴が、目の前で悲鳴を上げながらミミックに食われるのってメチャ面おも白しろいじゃねーか。お菓子を食ってやるつもりでクジを引いて、自分が食われっちまうんだぜ？　なんかもうチョーウケルーみたいな感じじゃねーか？」

「受けてどうする、お客さんに来てほしいなら相手の立場に立って考えろよ！　織田がお客さんだったら、ミミックに食われるリスクを冒してまでお菓子なんか欲ほしくないだろ？　宝箱の中にお菓子しか入ってない上に、ハズレだったらミミックが出てくるようなダンジョンに、勇者が行きたいと思うか？　もっと客が集まる方向で考えろよ」

「なるほど、そいつは目からウロコだぜ！　客にいっぱい来てもらうっていう意味で、文化祭とダンジョン作りは似てるんだな。たしかに、もしアタイがダンジョンを作っても、不人気で勇者なんか誰も来ねーだろうなあ。なんかアタイ、やっぱ魔王力低い気がする」

　だから、その魔王力っていうのは女子力みたいなもんなのか？

「わたしの名はペルチェ……すなわちミミックを仕し掛かけたダンジョンに勇者を引き込むには、宝箱の中にお菓子ではなく、もっとリスクを冒してでも勇者が欲しがりそうな、伝説の武器などを入れておけばいいというわけですね……わたしの名はペルチェ……」

「いや、どうしてもミミックは必ひつ須すなのか？　ミミック無しで、ふつうのハズレクジにして、当たりでお菓子が当たればそれでいい話じゃないのか？」

「わたしの名はペルチェ……ミミックを仕掛けるのは魔王のロマンです、そこは譲ゆずれません……」

「かといって、勇者にあげる良さげな賞品を供出してくれと言ったところで、魔王の性格上みんな嫌いやがりますしね」

「いっそ、ふつうにダンジョンを作ればいいんじゃないか？　教室をダンジョンにして、召しよう喚かん魔ま獣じゆうとかミミックとかをあちこちに配置して。これならお互いに実戦の練習になるから、魔王も勇者も楽しめるだろ」

　俺の父さんも会社のつきあいや接待で、魔王系企業が経営するリゾートダンジョンにクエストに行ったりすると言っていた。ダンジョンに放たれたモンスターをやっつけた分だけ経験値になるのが売りなので、平たく言うと、ものすごく大がかりな金魚すくいみたいなものかもしれない。ただし自分一人で楽しめばいいというものではなく、上司や取引先にさりげなくサポート魔ま法ほうを使ったりして気をつかわないといけないので、父さんは接待クエストがあまり好きではないということだ。大人って、大変だ。

「なるほど、文化祭でダンジョンか。平たく言うとお化け屋や敷しきだな、基本だな」

　織田がすっぱり言い切った。まあ、文化祭でお化け屋敷は基本といえば基本なんだけど、脅おどかす側も脅かされる側も楽しいという、わりと人気のある優良イベントだと思う。

「でもよー、来るのは勇者じゃなくて魔王だぜ？　魔王はダンジョン作りは好きでも、引っかけられる方になるのは嫌だろ？」

　織田の意見に、委員長も同意した。

「そうですね。そもそも魔王はダンジョンの奥おくでどっしり座すわっているタイプですから、ダンジョンをうろちょろ散策するなんていうのは、面倒くさくて苦手ですしね。それに召喚獣などを倒たおしたところで、魔系のモンスターを魔王が倒したところで経験値にはなりませんからね」

「わたしの名はペルチェ……経験値をエサにするならば、それでは運動会のときのように少年を賞品にするしかないということになりますが……」

　三人の視線が、いっせいに俺にそそがれた。俺はドキッとする。

「ちょ、ちょっと待てよ、宝箱の中に詰めこまれるのはごめんだぞっ？」

「心配しなくても、そんなことはしませんよ、遊佐さん。遊佐さんを宝箱に詰めてわたしたちがダンジョンを運営するということは、他のクラスの魔王に遊佐さんの経験値をくれてやるということです。遊佐さんの経験値はわたしのものですから、そういうのはお断りです」

　委員長が言うと、織田が噛かみついた。

「遊佐の経験値はアタイのもんだっつってんだろー！」

「だからケンカするなって！　ダンジョンがダメだったら、他に何かもっといい出し物を考えたらいいだろ？」

　まったく、魔王ってのはすぐに争あらそい合う。そもそも、経験値を奪うばわれる立場の俺の前で経験値がどうのこうのっていう話をするのは、水族館で魚を見ながら刺さし身みの話をするようなもので、失礼じゃないか。

　一番冷静なペルチェが、答えてくれた。

「わたしの名はペルチェ……教室に舞ぶ台たいを作って歌を歌う、はいかがでしょうか。劇よりは小さいユニットでできるので、交代で行えますから、持ち時間以外は他のクラスに遊びに行けますし、準備に手間がかからない分、客が来なくても精神的ダメージは軽くて済むと予測します……」

「それはすごく消極的な意見で、魔王としては承服しかねますが……」

　委員長は、やっぱり不服そうだ。織田も、納なつ得とくのいかない顔をしている。

　そんなこんなで、下校時間になっても結局まともに使えそうな案はひとつも出なかった。




　五時になって、下校の合図であるグリーグのペール・ギュント組曲の「山の魔王の宮きゆう殿でんにて」が鳴った。余談だが「山の魔王の宮殿にて」は下校の曲としてはちょっとにぎやかすぎる気がするのだが、タイトル的に「夕方になったので、魔王のみなさんは早く自分の宮殿に帰りましょう」というメッセージがあってのものらしい。なお、朝は同じペール・ギュント組曲の「朝」が流れるが、こちらはとてもふつうに爽さわやかだ。魔王学校でなくても、朝の放送で流している学校も多いだろう。

「わっ、もう下校時間じゃねーか！　早く帰らないと、寮りようの夕飯を食いっぱぐれるぜ」

　織田があわてて時計を見上げた。ペルチェが、俺の腕をガシッと腕でホールドしてくる。

「わたしの名はペルチェ……それでは今日はここまでにして、帰路につきましょうか、少年よ……」

「ペルチェさん、どうしてどさくさにまぎれて、遊佐さんの腕に抱きついてるんでしょうかね？」

　委員長が腕組みをして、凍こおりつくような笑顔を浮うかべた。

「わたしの名はペルチェ……所有権を主張しているのです、わたしの名はペルチェ……」

「所有権って、遊佐の経験値はアタイのもんだぜ？」

「みなさん、ご冗じよう談だんが上う手まくてわたしお腹なかをかかえて笑ってしまいましたよ」

　笑ってない、委員長の目はぜんぜん笑ってない。こんなところで、学年トップレベルの魔ま力りよくを持った三人が激げき突とつしたら、文化祭前に学校崩ほう壊かいで文化祭中止になりかねない。

「ストップストップ、ストーップ！　ケンカするな、みんなで一いつ緒しよに仲良く帰ろう、なっ？」

　俺は慌てて仲ちゆう裁さいに入ったのだった。




　で、どうなったかというと、俺の左ひだり腕うでに織田、右みぎ腕うでに委員長がくっつき、液体金属のペルチェは触手のように伸ばした腕で俺に巻きつくという、何かものすごく歩きにくい状態で、俺たちは学校を出た。

　秋の日はつるべ落としといわれるだけのことはあり、十一月が近い麻桜島の夕暮れは早い。まだ五時過ぎだというのに、真っ暗だ。

「さて、三人とも離れてくれるか。俺はここから走る、じゃな」

　そう言って一歩前に出ようとしたが、ぐいっ、と後ろに戻もどされてしまった。誰だれ一人ひとりとして、俺を放してくれるつもりが無いようだ。

「ちょっ、放してくれって」

「何でだよ、みんなで一緒に帰ろうっつったのは遊佐だぜ？　それとも、第六天魔王様と暗くら闇やみの中を歩くのは怖いのか？　やーいやーい、臆病者のホトトギスー」

「わたしの名はペルチェ……第六天魔王よ、思い上がるのは停止しなさい。少年が恐おそれているとすれば、それは完全究極機械魔王であるこのペルチェを恐れているに確定しています、わたしの名はペルチェ……」

「いやいや、勇者たるもの、魔王が怖いなんてことはぜったいにない！」

　俺は断言した。

「ただ、寮まで海沿いの道が五百メートルもあるから、その間に俺の経験値目当てに海の魔物が襲ってくるんだよ。俺も危ないけどみんなも巻まき添ぞえになるし、だから放してくれって言ってるんだが」

「海の魔物？　タコやイカが怖くて刺身が食えるかっつーの、もし攻こう撃げきして来たらアタイがイカソーメンにして晩飯に振ふる舞まってやんぜ！」

　織田は豪ごう快かいに笑った。豪快だけど、イカソーメン作るってけっこうマメだな。
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「まあ、それ以前にわたしたちの魔力を前にして攻撃してくるようなアホは、たとえイカタコレベルの脳ミソでもありえないとは思いますがね」

　委員長も自信まんまんである。まあ皆がいいならそれでいいけど……と、俺は諦あきらめて夜道を歩きはじめた。

　そして、校門を出てずいぶんてくてくと歩いて行ったのだが、委員長が言ったとおり、海の魔物たちは今日にかぎって襲ってくる気配がなかった。学年トップレベルの魔王が三人も固まってるので、警けい戒かいして手を出してこないのだろう。イカやタコといえども、それぐらいの知恵はあるもんなんだなあ、と俺は感心した。

「遊佐先せん輩ぱいっ！　見つけたのら～！」

　そして、この状況で襲いかかってくるノラ子の頭は、イカやタコ以下ということなのだろうなあ。

　俺たちが歩く海沿いの真っ暗な道の前に、一年生の女子が現れた。小こ柄がらで華きや奢しやで、見かけだけなら結構かわいい部類に入るだろう。ちなみにノラ子というのは、俺が勝手につけたあだ名である。

　そしてノラ子の隣となりにはもう一人、ツリ目で、頭から二本のツノが生えた一年生の女子がいた。こちらは、俺はトラ子と呼んでいる。

「ったく、遊佐先輩、帰ってくんの遅すぎじゃね？」

「もー、ノラ子ずっと帰りを待ってて疲つかれちゃったのら～。この疲ひ労ろうのポッカリ感を、遊佐先輩の経験値で優やさしく埋めてほしいのら～。というわけでノラ子とバトっていただきますのら、装甲騎竜パンツアー艤装下穿ドラグーン！」

　ノラ子はいきなり制服のスカートをまくり上げた。緑色のクロコダイル調のパンツが一いつ瞬しゆんにして膨ぼう張ちようし、首と尻しつ尾ぽと翼つばさと手足が生えて、巨きよ大だいなグリーンドラゴンの姿になる。

『ドッギャアアアアアン！』

　グリーンドラゴンが俺の前にそそり立ち、鋭い牙きばをむいた。

「ヒャッハァァーッ、遊佐先輩のフレッシュもぎたて初物経験値、ノラ子がいただいちゃいますのらァァ～ン♪」

　俺の両側にいる委員長と織田は、何だか白けたような、よどんだ目をして、グリーンドラゴンの背中の上のハイテンションなノラ子を見ていた。トラ子が、腰こしに手を当ててノラ子をにらむ。

「ちょっとノラ子、いっせーのーででバトル開始しよって約束したのに、ズルいんじゃね？　あんた絶対、マラソン大会でいっしょに走ろうねつって裏切るタイプだよね？」

「ヒャッハー、甘あまいのらトラ子、魔王はみんなそういうものなのら～！」

「ったく、遊佐先輩はせっかくのファースト経験値、こんな性悪ノラ子よりかわいいあたしにあげたいんじゃね？」

　俺の前で、トラ子もスカートをまくり上げた。ファースト経験値も何も、経験値はいっぺん取られてしまったらそれでおしまいなわけなのだが。で、トラ子のスカートの下はトラの毛皮のかぼちゃブルマであった。

「震魔ブルマ！」

　トラ子が叫ぶと、鬼のパンツから牛うし鬼おにが生えてきた。牛鬼は、牛と鬼と竜りゆうを足したような海の魔物だ。

『ガオオン！』

　トラのような咆ほう哮こうとともに、牛鬼も俺たちに襲いかかる。グリーンドラゴンの口の中には、燃え上がる赤い炎ほのおが見える。炎を噴ふく三秒前、という感じだ。

　しかし目の前にグリーンドラゴンと牛鬼、怪かい獣じゆうレベルの巨大モンスターが二頭も咆哮を上げて、しかも炎を吐はかれようとしているというのに、委員長も織田もペルチェも眉まゆ一つ動かすでもなく、つまらなそうな死んだ目をしていた。

「……さすが一年坊ぼう主ずですね。こんなショッパい使い魔で遊佐さんに勝てるつもりでいるとは、かわいらしくってチャンチャラ愉ゆ快かいで仕方がありません」

「つーか、アタイたちがいるっつーのに無視して攻撃とか、先せん輩ぱいへの敬意と畏い怖ふが足りねーよーだな」

「わたしの名はペルチェ……それ以前に、少年の経験値はこのペルチェのものだという認識を、お教えしましょう……」

　スパァンッ、とテニスボールを軽快にスマッシュするかのような音が闇やみに響ひびいた。ペルチェの片かた腕うでが銀色に輝かがやく細長い金属のムチとなり、一いつ閃せんしてグリーンドラゴンの首を斬り落とした。

『ボオオオオオオ！』

　グリーンドラゴンが吠ほえた。首を斬り落とされたグリーンドラゴンの体内の炎が断面から噴き出したため、前方ではなく真上に噴きあげる。方向を失った炎が、グリーンドラゴンの背のノラ子を襲った。

「きゃああああ！　熱いのら～！」

「茶ちや坊ぼう主ず！」

　織田が召しよう喚かん呪じゆ文もんをとなえた。闇にきらめく刀身から、緑色の着物を着た小さなカラクリの茶運び人形が飛びだして、その手の茶ちや碗わんをひっくり返した。

　ジュウウウウウウ！

　すさまじい音と蒸気を上げて、グリーンドラゴンの炎が消えた。つづいて襲いかかる牛鬼に、委員長が魔ま方ほう陣じんを叩たたきつける。

「マジック・キングス・ザ・ギャザリング！　勉強しなおして来ることですね、一年生！」

　ぐるぐる回る魔方陣は、トラ子の牛鬼を吸いこんでしまう。

「きゃあああ！」

　牛鬼が消え、トラ子は地面に落ちた。ノラ子も、火は消えたけれどもグリーンドラゴンはほとんど消し炭になってしまい、シュルシュルと崩くずれて消えた。

　ということで、闇やみ夜よの中で見えないとは言え、二人ともパンツを失ってしまったわけで、

「きゃあああ！　遊佐先輩のエッチなのら～！」

「パンツ取るとかスケベすぎんじゃね、遊佐先輩の変態！」

「おいちょっと待て、何で俺が悪いことになってんだ！」

　非常に不本意な感想を残しながら、ノラ子とトラ子はスカートを押おさえて逃にげて行った。今どきの女子中学生はスカートを短くし過ぎているし、二人とも禁止されている使い魔を校内に持ちこむためパンツに偽ぎ装そうしていたのが仇あだになって、使い魔が倒されるとパンツを失う上に少し動くだけでお尻しりが見えそうになってしまい、たいへん危険である。

「織田さん、どうして火を消したんです？　あのまま全部燃やしておけば、遊佐さんの経験値を狙う魔王が一人減りましたのに」

　ふと、委員長が織田にたずねた。織田はびっくりして、目を丸くする。

「あっ、ほんとだ！　か、勘かん違ちがいすんなよっ、別にあの一年坊主を助けたわけじゃねーからな！」

「えっ、そうなのか。織田が相手の身になって考える良い子になって、更こう生せいは近いかな、とか一瞬期待してしまったのに」

「ざけんな遊佐、誰だれが更生なんかすっかボケ、織田木もつ瓜こうだけに木ボ瓜ケ！」

「わかりにくいダジャレだなあ」

　まあ第六天魔王の織田が、そんな簡単に更生するわけがないのはわかっている。取りあえず、言ってみただけだ。

　この魔王だらけの麻桜中学にまちがって入学して、俺は最初、これでもう勇者検定試験に合格できる目は無くなった、と絶望していた。けれどその後考えを変えて、「ピンチをチャンスと考えて、魔王に囲まれてるんじゃなく、周りの魔王をよりどりみどり更生させたいほうだい」というのを心の支えにしていた。

　卒業までに六六五人の魔王全員を更生させれば、内ない申しん点てんザクザクの勇者検定試験ダントツトップ合格で、最高ランク勇者として認にん定ていされれば、どんな進路でも望みのままだ。国家や世界を動かせるほどのポジションにつくこともできる。それで俺は今まで、この麻桜中学で魔王たちの更生を目ざして張り切ってきた。

　でも、一年半魔王たちに囲まれて彼かれらのことを近くで見てよく知るようになると、俺は最近、少し考えが変わってきていた。

　もちろん、勇者の中の勇者になりたいという幼いころからの志に迷いはない。ただ、たとえば俺と同じクラスの劣れつ等とう生せい魔ま王おう・竜りゆう崎ざきリュウナのように、その気になれば力ずくで更生させられそうな相手でも、俺はそれをしたいと思わないということに気づいたことだ。竜崎は竜王の娘むすめで、自分も魔王として竜りゆう宮ぐうを継つぐ気でいる。劣等生魔王で、学校でも失敗ばかりだけど、でもがんばって魔王を目ざしている。そんな竜崎に、更生してはどうかと口先だけでも言えなくなっている自分に、最近俺は気付いていた。

（勇者が魔王を更生させたり、魔王が勇者を更生させたり、ギルドのこのシステムは正しいんだろうか？　もちろん大昔の血みどろの殺し合いから見れば、ずいぶん近代的に洗練されたシステムだとは思うけれど、そもそも勇者と魔王は戦う必要があるんだろうか？　いや、昔から戦ってきたから、そこの部分はゆずれない状態で、ギルドも苦肉の策で経験値の全てをギルドが管理し、『更生証明書』なんていう、相手の命を奪わなくても経験値が入るシステムを作り上げたんだとは思うけど……）

　それでも、やっぱり勇者には勇者の、魔王には魔王の、夢や理想や信念や志がある。俺はこの麻桜中学に来て、魔王がただ悪逆非道なだけの存在ではないと気づかされた。いや、委員長や織田やペルチェを見ると、ただひたすら悪逆非道っぽい感じもするけれど……それでも、魔王も勇者も同じように心を持っている。俺は最近、その魔王の心を考えるようになりつつあるのかもしれない。

（勇者ギルドの運営は、エリート中のエリート勇者で占しめられている。もし俺がダントツトップで勇者検定試験に合格できれば、勇者ギルドでも主要な部署に入れるだろう。今まで、俺はただ他の勇者たちが成績だけで上位ランクを狙ねらっているのに同調して、受験競争に勝利して高い点数で合格することしか考えてなかったかもしれない。でも勇者の本当の戦いは受験じゃなくて、検定試験に合格したその後なんだ。俺は今までその後のことを考えてなかった、でも今は少し考えるようになってきた。俺はぜったいにトップ合格して勇者ギルドに入る、そしてギルドのありかたを変えたい。長いあいだ本質的には変わることがなかった、勇者と魔王の関係を変えたい……）

　織田や委員長やペルチェに押し合あいへし合いされながら、俺はそんなことを考えて、寮への長い道のりを歩いていった。







二章　魔王と勇者の文化交流、だと？







　麻ま桜おう寮は、学校から見て麻桜島の反対側にある。その距きよ離り、五百メートル。

　不便だから学校の隣に建てれば良さそうなものだが、麻桜中学は全ぜん寮りよう制せいで全校生徒が入れるような大きな建物が必要だったのに、それを作れる大きな平地が学校側に残っていなかったのだ。

　だから俺は、寮までたっぷり十分弱、あれこれ考えながら歩くことになった。こんなに長い時間考えると、さすがに頭を使いすぎたせいか、それともずっと両りよう腕うでと背中に魔王たちがへばりついていて重かったせいか、寮に帰ったときには俺は何だかすごく疲れていた。

　玄げん関かんでホウキを片手に掃はき掃そう除じをしていた寮りよう母ぼさんが、ニッコリ笑って俺たちに言った。

「あら～、お帰りなさい～。四人とも、遅おそかったのね～、もう～夕ごはん始まってるから～、今夜は腕によりをかけてカボチャシチューにしたから～、おいしいから早く行かないと無くなっちゃうかも～、早く食堂に行」

「あ、俺あとで残り物でいいです、取りあえず自分の部屋でゴロンとしてきます」

「きなさ～い」

　あいかわらず寮母さんのセリフは亀かめのようにゆっくりで、言い終わる前に俺は返事してしまった。寮母さんはこんなふうにいつもニコニコおっとり優しいけれど、寮の監かん視しを一人で任されているだけあって怒おこらせると怖こわいので、寮りよう内ないでバトル禁止の規則はそこそこ守られている。おかげで俺は、安心して物を食べられるし夜もぐっすり寝ねられるわけなので、寮母さんにはつねづね、心から感謝しているのだ。

「なんだ遊ゆ佐さ、腹減ってねーのか？」

「カボチャシチュー、絶対に残らないと思いますが、よろしいんですか？」

「わたしの名はペルチェ……むしろカボチャシチューであれば、残す意思は存在しません……特に寮のそれは、トッピングとしてカボチャの種を煎いった緑色のナッツ的なものが散らされているので、なおさらです……わたしの名はペルチェ……」

　三人とも、俺のために残してやると言わないのが魔王らしいけど、いちおう心配してくれてるっぽい感じなので少しは優しいのかもしれない、と俺は思った。




　そういうわけで、俺はカボチャシチューにちょっと心が揺ゆれながらも、ほんとに疲れていたので、さっさと寮の四階にある自分の部屋に戻った。

　階段を上がってるとき、俺はメイド服姿の男子が下りてくるのに遭そう遇ぐうした。

「……あっ、遊佐くん。ひい様を見かけなかった？」

　サラサラした金きん髪ぱつのおかっぱで、下手な女子よりもかわいいこのメイド服の男子の名は、黄よ泉み原はら冥めい土と。毒水蛇ヒユドラの魔王で、その手に毒を持っているため、ふだんは白い手て袋ぶくろをはめている。とある理由で男子が極きよく端たんに少ない二年生において、黄泉原はこうもり組で唯ゆい一いつの、貴重な男子のクラスメイトだ。

　そして黄泉原がひい様と呼ぶのが、竜りゆう王おうの娘・竜りゆう崎ざきリュウナである。黄泉原の父親は竜王の腹心の部下であり、黄泉原自身も竜崎の三人の四天王（数字が合わないのは人が集まらなかったせいなので、あまり気にしないように）の一人なのだ。

　ちなみに黄泉原がメイド服を着ているのは、女装趣しゆ味みがあるとかそういう理由ではない。黄泉原は忠誠心があつく、とても男らしい性格をしているけれども、主人に仕えてその身の回りの世話をするにはふさわしい正装をしなければならないと考えて、その結果選んだのがメイド服だったというわけだ。

「竜崎？　食堂は？」

「いないんだ。さっきまで宿題をしていたのに……」

「まさか、ドジっ娘このひい様のことだから、前みたいに麻桜島に忍しのびこんできた勇者に誘ゆう拐かいされたとかじゃないでしょうね？」

　階段の下からは、四天王の一人で夢魔サキユバスの魔王、三年生の夢ゆめ野のサキさんが上がってきた。燃えるような赤毛をポニーテールにし、目は左がグリーン、右が黄こ金がね色いろのオッドアイだ。黄金色の右目には、人を夢の中に引きずりこんで思うがままに操あやつる魔力が秘ひめられている。だが今、その目は不安に満ちて、うるんでいた。

「あたしの大事なひい様の貞てい操そうに何かあったら、あたしは四天王としてひい様のためにどうすればいいの？　責任を取って、ひい様と結けつ婚こんすればいいのっ？　その際は二人でウエディングドレスを着るっていうの、それともあたしがタキシードっ？」

　サキさんが竜崎を心配する気持ちはすごくよく伝わってきたが、取りあえずいろんな意味で落ちつくべきであろう。

　サキさんは背が高くて、中学生とは思えないモデルのようなナイスバディの持ち主だ。寮の中にいるので私服を着ていたが、サキさんの私服は布をケチりすぎてるのではないかと思うぐらい、布地が少なくて露ろ出しゆつが多い。今日は腹巻みたいに短いタイトスカートの上に、体にぴったりした長なが袖そでＴシャツを着ていた。Ｔシャツの襟えりの開きがやたらに広くて、胸は半分見えてるし、肩かたも関節がむき出しになっている。

　で、サキさんは背が高いのでふだん俺はサキさんの胸をそんなに高いところから見ることは無いのだが、今はサキさんが階段の下のほうにいるため、俺はサキさんの胸を上からのぞきこむ形になった。

　白くて大きな胸が二つ、パンの詰つめ合わせの袋の中に詰め込まれた白パンのように、ぎゅうっと押しつけられてＴシャツの中に詰め込まれている。サキさんが一歩階段を上がるたびに、ミルククリームがたっぷり詰まったクリームパンのようにズシッと重そうな胸が、たぷりん、たぷるん、と左右に揺れる。で、そのふたつの胸が作るごく狭せまいすきまから、闇に包まれたもっと奥のほうがちらちらと見えて、俺はあわてて顔をそむけた。

「どうしたのよ、ヒロ。人の顔を見てそっぽ向くなんて、失礼じゃないの」

　サキさんはムッとしたようすで、俺の近くまでやってくると、俺の顔を両手でつかんでグイッと自分のほうを向かせた。サキさんのつややかな唇くちびるがすぐそばに見えて、俺はドキドキとうろたえてしまう。

「ご、ごめん、そっぽ向くわけじゃないけど……」

「寮からは出てないはずです、サキさん」

　と、黄泉原が口を挟んだ。

「寮母さんに聞きました。邪眼イビル・アイが監視してるけど、不ふ審しん人物が寮に侵しん入にゆうしてもいないし、ひい様が出て行ってもいないって」

　それを聞いたサキさんは、心配そうにため息をついた。

「じゃあ、寮の中のどこかにいるってこと？　ひい様のことだから、一年半も住んでるこの寮の中で迷子になるってことも、十分あり得るけど……」

「ガルムは？」

　俺はたずねた。ガルムというのは竜崎が飼っているチワワだ。痩やせていて目がぎょろぎょろ大きくて、見ているだけで精神攻撃を受けてしまうぐらい顔が怖い。顔が怖いだけで、ただのチワワなんだが。それも竜崎が保健所から貰もらってきたという、魔王のくせにちょっと良いいきさつがあるのだが。その上、犬なのに数合わせで竜崎の四天王に入っているのだが（しかも、犬を入れてもまだ一人足りない）。

　しかし、ただのチワワなのに顔が怖いので、そんじょそこらのモンスターは顔を見るだけでびびって逃とう走そうしてしまうから、ガルムはある意味ドラゴン並に強いと言える。しかもけっこう賢かしこくて、飼い主がぽやぽや天然なのを補完している。

「どこにもいないから、たぶんひい様といっしょだと思うけど……」

　黄泉原がそう答えたので、俺は言った。

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶだろ。ガルムが一緒なら迷子にはならないし、万が一何かトラブルがあったとしても、ガルムが吠えて知らせてくれるはずだ。散歩でもしてるんじゃないかな」

「そ、それもそうね。ガルムが一緒だから、大だい丈じよう夫ぶよね」

　サキさんが、ホッとしたようすで言った。

「うん、寮母さんの邪眼イビル・アイは百個以上あるんだから、その気になって寮の中を捜さがしたらすぐに見つけてくれるよ。でも、もし万一見つからなかったら、俺おれもいっしょに捜すから遠えん慮りよせずに呼んでくれよな」

「あ、うん。ありがとう、遊佐くん」

　黄泉原が言った。男だと判わかっていても、華奢な体つきと清せい楚そな顔立ちで、つつましい態度で礼を言われると、うっかりドキッとしてしまうのが困り物だ。

　俺が自分の部屋へ向かっていると、背後からサキさんと黄泉原がしゃべってる声が少し聞こえてきた。

「ヒロは偉えらいわよねー、相手が魔ま王おうでも相談ごとにちゃんとつきあってくれて」

「そうですね、サキさん。勇者って、全然知らない村の全然知らない人の相談に乗って、三歩歩くだけで即そく死しするレベルのダンジョンに突っ込んでいくような、超ちよう絶ぜつレベルのお人ひと好よしだけのことはあります」

「ヒロは勇者だけど、嫌きらいじゃないわ。あたしとひい様の結けつ婚こん式しきに呼んであげてもかまわないわ」

「サキさん、とりあえずハーブティを淹いれるので落ちついてください……」

　いろいろと引っかかる部分はあるけれど、魔王であるサキさんに褒ほめられると、ちょっと照れくさかった。

　それにしても、竜崎はどこに行ったっていうんだろう？　いつも糸の切れた風船みたいにフワフワした奴やつではあるが、こんな時間にウロウロする理由がさっぱり思い当たらないんだが……。




　寮母さんが監視してくれているから大丈夫だとは思っていても、サキさんにもそう説明したけれども、でも相手はあのぽややん竜崎だけに、やっぱりちょっと心配だ。

　気になりながら、俺は自分の部屋に戻った。俺がほんとは受験して通うはずだった勇者学校の聖セントレジェンド中学の寮は、二人一組の相部屋だが、この麻桜寮は全室個室である。

　全室個室と言うと聞こえがいいが、もと相部屋だったものを、魔王同士を同居させると寮を破は壊かいする勢いでケンカするからという理由で個室に改造したため、部屋はものすごく狭くて、三畳じようぐらいしかない。しかも、しょっちゅう魔王同士のいさかいで破壊されるということで、まるで事務所か何かのような、安やす普ぶ請しんでそっけない内装である。

　それでも俺にとっては、経験値を狙う魔王たちの視線からやっと解放される、自分一人の安住の空間である。俺はさっさと私服兼けんパジャマの毛玉だらけのスウェットスーツに着き替がえると、狭いベッドの敷しきっぱなしの布ふ団とんにスルリと潜もぐりこんだ。

　……が、おかしい。布団の足元に何かがあって、足が途と中ちゆうでつっかえてしまう。布団の中で毛布が丸まってるのかと思って、足でちょっとつついてみると、妙みように柔やわらかかった。しかも、

「ひゃんっ！」

　と、甘えたような悲鳴を上げた。この声、俺はたしかに聞いたことがあるぞ。

「何してるんだ！」

　俺は、思いっきり布団をめくりあげた。すると、敷しき布ぶ団とんの白いシーツがむくっと起きあがり、ベッドの上に立って俺を見下ろした。

「がおー」

　すっごい棒読みで、白いシーツが俺に向かって吠えた。

「何ががおーだ、俺の部屋で何をしてる、どうやって俺の部屋に入ったんだ、竜崎！」

　俺がどなると、白いシーツはびっくりしたように手で口を押おさえた。

「ひゃあ、すごいのだヒロ、この完かん璧ぺきな仮装でよくこなただと見破ったのだ。さすが、こなたが認めたサラブレッド勇者だけのことはあるぞ！」

「褒められても全然うれしくないんだが。で、なんで俺の部屋にいるんだ！　サキさんと黄泉原が、心配して捜してたぞ！　なんで黙だまって出てきたんだ！」

　すると、竜崎は白いシーツをぺろんとめくって、顔を出だした。大きな目と、緑色の長い髪かみ、海の泡あわのように色白で、サンゴの枝よりもきゃしゃな彼かの女じよは、まちがいなく俺のクラスメイトで竜王の娘・竜崎リュウナである。

「まとめて質問されても答えきれないぞ、ヒロ。ハンバーガー屋さんでセットを注文するときでも、一個ずつ注文しなくては店員さんが困ってしまうぞ」

「がるるー」

　竜崎の横には、怖い顔のチワワがいた。竜崎は、ガルムと顔を見合わせる。

「黙って出てきたのは、わけがあるのだ。そして、ヒロの部屋に入れたのはガルムを通気口から入れて、中から開けてもらったのだ」

「がるるー」

　ガルムは首をたてに振ふる。かしこい犬だとは思っていたけど、かしこいとはいえモンスターでも何でもないただの顔の怖いチワワなのに、すごいなガルム！

「黙って出てきたわけ、って何だよ。二人ともすごく心配してたんだから、すぐ部屋に戻って安心させてやれよ！」

「部屋にはちゃんと戻るのだ、でも二人にこなたのことを教えるのはちょっと待ってほしいのだ。こなた、考えがあるのだ」

　竜崎は俺のベッドの上に正座し、シーツをまとめてひざの上に載のせて、真しん剣けんな表情で俺を見つめた。あまりにも真剣な顔をしているので、俺は気け圧おされて、ちょっと後ずさり気味になる。

「か、考えって何なんだ？　とりあえず、俺のベッドから下りろよ」

「だってこの部屋、狭くて他に座るとこないのだ」

「そりゃ竜崎のスーパースイートルームみたいに広くはないけど、そのへんにちっちゃいイスとかあるだろ」

「あれはイスなのか？　ちっちゃすぎて、植うえ木き鉢ばちを上に載っける台かと思ったぞ」

「百円ショップで買ったイスなんだから、文句つけるなよな」

「ヒロ、学校で今日、明日までに文化祭の出し物を考えてくるようにって委員長が言っていただろう？　それでこなた、帰ってからずーっと考えていたのだ」

　竜崎が、じいっと俺を見つめて言った。

「ずっと考えてたって？　魔王なのにあいかわらずまじめだな、竜崎」

「それでこなた、思いついたのだ。お化け屋敷をやってはどうか、と！」
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「お化け屋敷？」

　それはすでに、放課後委員長たちと話し合っていたとき、ボツになった案である。……が、せっかく竜崎ががんばって考えたのに、それに水を差すのはためらわれて、俺は黙っていた。

　竜崎は、鼻息荒あらく俺に近づいて、熱く語る。

「しかし、こなたは重大なことに気づいたのだ。すなわち、モンスターを手下に使う魔王相手にお化け屋敷が怖がってもらえるか否いなか、ということだ。ぶっちゃけ、魔王たちが使ってるモンスターのほうが、そこらのお化けよりずいぶん怖いということはじゅうぶんあり得ると思うのだ」

「たしかに、ガルムにいたっては、そこらのモンスターより怖いしな」

「それでこなた、思いついたのだ。お化け屋敷をやったとして怖がってもらえるかどうか、まずテストしてから、明日その意見を出すかどうか決めようと」

「ほんとにまじめだな、竜崎は」

「それで、こなた白いシーツを頭からかぶって幽ゆう霊れいになって、サキと冥土をサプライズで怖がらせてテストしようと思ったのだ。でも、こなたの寝しん室しつにあるシーツは、どれも高級ブランドの花はな柄がらシーツで、幽霊をやるには少々不向きなのだ」

「たしかに、花柄の幽霊は怖くないなあ。黄泉原やサキさんのシーツは？」

「二人に頼たのんだら、サプライズではなくなるではないか」

「ごもっともだ」

「それで、あと白いシーツを使ってる人って、ヒロしか思いつかなかったのだ。だから、二人には内ない緒しよでヒロの部屋に借りにきたのだ」

「なるほど、そういうことならいいよ、貸してやるから持って行け」

「やったー！　ありがとうだぞ、ヒロ♪」

　竜崎はうれしそうに立ちあがり、再びシーツをかぶる。

「では、二人を脅おどかしに行くまえに予行演習なのだ。がおー、どうだヒロ、こなた怖いか？　怖いか？　がおー」

　白いシーツをかぶって、竜崎はすっごくがんばっている。

「そうだな。これで怖いだろうかと本気で思える、その竜崎の思考が怖い」

「やたー、こなた怖いのだな！　怖いもの知らずの勇者のヒロに怖いって言ってもらえたら、すっごく自信がついたぞ。ということでこなた、サキたちを怖がらせてくるぞ♪　がおー」

　白いシーツが、俺の部屋を出ていった。なんか、ただかわいいだけなので、竜崎がシーツのお化けになるより、素す顔がおのガルムを置いといたほうがずっと怖がってもらえると思うんだが。サキさんと黄泉原が、気をつかって「わあーひい様こわーい」「ブルブルするほど怖いです、ひい様」と、棒読みで言う声までが耳に聞こえてきそうである。

　ところで、白いシーツは前が見えてないのか、足取りがちょっとフラフラしてるな……と思って俺は視界の端はしで見てたんだが、白いシーツはそのまま廊ろう下かの壁かべにブチ当たって、ごいん、とかなり大きな鈍にぶい音が鳴った。

「りゅ、竜崎、大丈夫かっ？」

　俺は焦あせって、廊下に飛びだした。

「フナアアア……だ、だいじょぶ、だいじょぶなのだ……」

　よろよろしながらシーツのお化けは立ちあがり、そのまま再びフラフラと歩きはじめた。俺の部屋は四階で、竜崎のスーパースイートルームは五階にあるため、シーツのお化けは階段のほうに歩いていく。ガルムが心配して、道を教えるようにその足元にくっついてトコトコ歩く。

　いやいや、ちょっと待て！　歩いて行くシーツのお化けの足元に点々と、赤い血のあとが残っている。さっきの「ごいん」で顔面をブチ当てて鼻血を吹いたんだろう、ぜんぜん大丈夫じゃないじゃないか！

「竜崎、おまえ鼻血っ……！」

　俺が竜崎を呼びとめようとした、ちょうどそのとき、食堂から戻ってきた魔王たちが数人、階段を上がってきた。彼らが見たものは、階段の上でフラフラ歩いている、鼻血で真っ赤に染まった白いシーツ。

「ぎゃあああ！　お化けが出たー！」

　いつも巨大な怪かい物ぶつやグロテスクなモンスターを見慣れていると、一周回ってこういうのが怖いと感じるのだろうか。たしかにただの白いシーツではなく、鮮せん血けつっぽい感じがすごい。実際、鮮血なんだが。俺が見ても、ちょっと一瞬ギョッとする。まして怖い顔のチワワがセットなんだから、割といい線いくもんだな……などと、俺は感心してしまった。

「お化け屋や敷しき、委員長たちはああ言ったけど、もしかしたらアリかもな……」

　俺はそう思いながら、自分の部屋にもどった。

　しかし、布団に入っても俺は寝つけなかった。竜崎が俺のベッドのシーツをはがすために、ベッドの中でゴソゴソしていたせいで、布団にすっかり竜崎の香かおりがしみついてしまったのだ。それは竜王の娘にして竜りゆう宮ぐう城じようの後こう継けい者しやである竜崎にぴったりの、地中海を思わせる、ブルーシトラスの香りだった。

　竜崎がまだ布団の中にいるみたいで、俺は落ち着かなかった。さっき足の先で触さわってしまった柔らかい部分が竜崎のどの部分だったのか、それを考えるだけでも目がさえてしまう。

「うう、勇者たる者、邪じや念ねんに心を翻ほん弄ろうされちゃだめだ！　心を、心を無にするんだ、遊佐ヒロ……！」

　自分との戦いは厳しい。いっそ世界を一度完全に滅ほろぼすレベルの強い魔王と戦うほうが、まだマシかもしれない。ということは、俺を自分との戦いへと持って行く竜崎は、やっぱり最強の魔王なのかもしれない……と、俺はそんな理り屈くつばかり頭の中でこねていたのだった。




　そして、翌日……六時間目のホームルームがやってきた。担任の魂ソウルシエル先生は教きよう壇だんのわきのパイプ椅い子すに座すわり、委員長が黒板の前でチョークを片手に立っていた。

「では、文化祭の出し物について意見がある人は手を挙げてください」

　しかし案の定、誰も手を挙げない。

「文化祭とかだるいわー。家族も他の学校の生徒も来ないで内輪だけなら、いつものメンツなんだし、やるだけめんどくさいわー」

　生徒たちは完全にダレていて、最初から議論に参加するつもりも皆かい無む、やはり予想通り盛り上がっていない。委員長が俺のほうをチラッと見たので、俺はきのう話し合って出た案を、どれもイマイチではあるけれども何も意見が無い状態では多数決もできないので、発表しよう……と、手を挙げようとした、そのとき。

「はいはいはい、はいっ！」

　竜崎が、元気いっぱいに手を挙げた。劣等生魔王の竜崎は、ふだん授業中に手を挙げたりできないので、発言できるのが嬉うれしいみたいだ。世界の海を支配する竜王の娘だというのに、何というささやかな幸せをかみしめているのだろう、といじらしさに思わず涙なみだがこぼれてしまう。

「は、はい、竜崎さん」

　竜崎の勢いに、さすがの委員長も少々気け圧おされている。竜崎は、手を挙げたままぴょこんと起立して言った。

「はいっ！　こなた、お化け屋敷がいいと思うのだ。きのうテストしてみたら、ヒロもサキも冥土も廊下で会ったみんなも、怖がってくれたのだ！　とくにサキと冥土なんて、悲鳴を上げて走り回って、こなたが怖がらせすぎたことを反省するほどだったのだ」

　それはたぶん、大事なひい様が鼻血を出してシーツを血まみれにしていたから、大おおあわてで薬箱を取りに行ったとかそんなところだろう。

「ほう？　魔王相手にお化け屋敷は盛り上がらないのではないかという意見がきのう少しあったのですが、ちゃんと怖いんですか……なるほど」

　委員長が感心しながら、チョークで黒板に文字を書く。魂ソウル先生が、いつも頭にかぶっている大きな魔ま女じよ帽ぼう子しが落ちないように首の角度を不自然に気づかいながら、うなずいた。

「実証試験をしてみるとはなかなかやりますね、竜崎さん。なるほど、魔王でもちゃんとお化け屋敷を怖がれるのならば、お化け屋敷作りはダンジョン作りの実習にもなりますし、良い出し物かもしれませんね」

　生徒たちも、面めん倒どうくさそうにグダグダしながら言った。

「そんじゃ、お化け屋敷でいいんじゃないー？　ガルム置いとけばみんな怖がるだろうから、あたしたちサボれるしー」

「うん、ガルムは怖いよねー」

「ガルムに任せとけばいいよねー、じゃあそれで決定ー」

「えっ、多数決は」

　委員長の目が点になる。するとみんな適当に手を挙げて、

「お化け屋敷がいい人ー。はいー、多数決でお化け屋敷に決まりましたー。ダラダラ話し合いとかめんどくさいんでもう帰っていいですかー？」

　みんなダレダレである。さすがの委員長も、ため息をついていた。まあ魔王が話し合いを好む性格だったら、世界は闇に包まれたりしていないし、勇者も武器と装備を整えて冒ぼう険けんの旅に出る必要はない。魔王がどこかの国の王様のところに行って、

『余は魔王じゃ、この国を今日から支配しようと思うが、よろしかったでしょうか？』

　なんて、事前確かく認にんを取るなんて、聞いたこともない。

『わたしは王様ですが、いきなり支配されるのは困ります。行政インフラをいきなり変えることになったら、民衆が混乱します』

『では、行政システムは経験のある現状にお任せということで、軍事関係を余に委い託たくするという形ではどうじゃ？　すなわち余の闇の軍勢がこの国の軍事・警察組織をつかさどり、軍事国家の体てい裁さいを成せば、行政システムはそのままで余がこの国を支配できるというわけじゃ』

『実質的に二本柱で行くということですね、魔王様。それは良いアイディアかと』

『あいや、国王閣下、魔王閣下、少々待たれい！』

『どうしました、将軍？』

『それは、現在の軍関係者を全面解かい雇こするということになる。この国のため命を賭として戦ってきたのに、いきなりクビで路頭に迷えとおっしゃるか？』

『（イラッ）その命を賭して戦った兵隊が余に敗北するという不ふ手て際ぎわを犯おかしたから、今このような話し合いの場が持たれているのじゃ。役に立たない軍隊なのじゃから、解散で良かろう』

『われら軍人は公務員だ、それを好き勝手にクビにするのは違い憲けん行こう為いだ！』

『（イライラッ）ならばその憲法のほうを改正しろ、国王』

『憲法改正には国民議会の召しよう集しゆうと同意が必要です、魔王様。まず国民議会召集の手続きを開始しまして……』

　話し合いを持つとこういうことになるから、魔王の世界支配なんて全然進まない。

『（イライラどっかーん！）あーもーいーのじゃ、ややこしいからもう国王も軍隊も国民も全員皆みな殺ごろしにしてやるわーっ！』

　魔王が国土を侵しん略りやくするときに、国力が維い持じできないレベルになるまで必要以上に殺さつ戮りくを繰くり広ひろげるのは、こういういきさつがあるのかもしれない。

　思いっきり脱だつ線せんしてしまったが、そういうわけで魔王たちは話し合いが嫌いなので、あっさりとお化け屋敷に決まってしまった。俺はせっかくきのう、イマイチ決まらなかったとはいえいろいろ案を出したんだから、せめてそれを全部書いてからの多数決にしたかったな……と少し残念だったりもしたけど、

「すごいのだ、こなたの意見が初めて通ったのだ、みんなに多数決で認められたのだ」

　と、竜崎がほっぺを真っ赤にしてめちゃくちゃうれしそうなようすを見ると、これで良かったのかもしれないな、とも思った。

　ただ、このダレダレっぷりでは、みんなお化け屋敷作りや運営に参加するつもりはまるで無いだろう。ほんとに、シーツをかぶった竜崎と素顔のガルムだけのお化け屋敷になりかねないんだが、もちろん俺は協力するけれども、大丈夫だろうか……と、うれしそうな竜崎をがっかりさせたくないという思いもあり、俺の胸の中は心配がグルグルしていたのだった。




　ところが、数日後……土曜の夜、寮りようの俺の部屋に寮母さんがやってきた。

「もしもし～、遊佐くん、今いいですか～？」

「何ですか？」

　寮母さんがじきじきに来るなんて、めったに無いことだ。部屋のゴミ出しのときに分別をまちがえちゃったかな、と心配しながらドアを開けると、寮母さんはあいかわらずのおっとりペースで言った。

「あの～、明日は日曜日なのに悪いけど～。校長先生からお電話があって～、明日お客さんが来るので～、応対をしてほしいそうなので～、きちんと制服を着用の上～、朝十時に～、校長室のほ」

「お客さん？　麻桜島まで、わざわざ？」

「うまで、遅ち刻こくのないように来てください～、ですって～」

「あ、はい、わかりました」

　また寮母さんのかたつむりスピードな話が終わりきる前に、返事をしてしまった。

　それにしても、魔王や勇者はそれぞれギルドを作って、実社会で就職や出世のとき、学がく閥ばつのように優ゆう遇ぐうされている。それが不公平だと文句が出てはいけないので、魔王や勇者の存在は一いつ般ぱん人じんには秘密である。だからこそ、麻桜中学も、勇者養成学校である聖セントレジェンド中学も、絶海の孤こ島とうに人知れず建てられてるのである。

　ということは、麻桜島までわざわざ来る客人というと、魔王以外にありえない。なんで校長先生は、魔王の応対を勇者である俺にやらせるんだ？　校長先生のことだから、俺の経験値をどうこう、なんて心配はもちろんしていない。でも、それでは誰が来るのか、すごく気になる。

「お客さんって、誰ですか？」

　帰ろうとしていた寮母さんを呼びとめてたずねると、寮母さんは困ったようにほっぺたにちょこっと手を当てて、

「それが～わたしも聞いてみたんだけど～、校長先生～、重要機密ですからって～、教えてくれ」

「そうですか」

「なかったのよね～、ごめんね～」

　やっとセリフを全部言い切って、寮母さんはおっとりゆっくり帰って行った。

　重要機密、とはただごとではない。何なんだろう……と悶もん々もんとしながら、俺はその夜、あまりよく寝られなかった。




　そして翌日、さいわい良い天気になった。寮りよう生せいの多くは、朝に出る連れん絡らく船せんに乗って本土へ帰省や買い物や遊びに出てしまった後で、寮の中はしんとしていた。俺が校長室に呼ばれているということも秘密にしていたので、誰だれも俺の登校中にバトろうと待ち構えることもなく、俺は無事に（といっても海の魔ま物ものに日曜日は関係無いので、やはり五百メートルの道のりをダッシュしなければならなかったが）学校にたどりついた。

　学校に着くと、ふだんは日曜は当直の先生以外にはいないのに、今日は先生が全員休日出勤していて、校内は緊きん張ちようした空気に包まれていた。それだけでも、ただならぬ雰ふん囲い気きである。

「おはよう遊佐くん、校長室に行ってね」

　いつも自じ由ゆう奔ほん放ぽうな感じの魂ソウル先生まで緊張した表情でそう言ったので、俺もますます緊張してしまいながら、校長室へ向かった。

　ものものしい重じゆう厚こうな扉とびらを開けて、俺は校長室に入った。校長室の中には、奥おくに校長先生の机があって、校史をおさめた本ほん棚だなと校旗が置いてある。壁には歴代の校長先生の肖しよう像ぞう画がが飾かざられ、部屋の真ん中には応接セットが置いてあった。

　この説明だけだと、ごくふつうの校長室のように聞こえるが、本棚がドラゴンの骨っぽいデザインだったり、応接ソファのクッションが地じ獄ごくの炎ほのおのデザインだったり、壁全体がロダンの「地獄の門」の彫ちよう刻こくみたいなレリーフで覆おおわれていたりと、全体にものすごくおどろおどろしい雰囲気をかもし出している。応接テーブルの上に緑茶が置いていなかったら、校長室ではなく魔王の間にしか見えない。

「やー遊佐くん、日曜日にすみませんでしたね」

　サンタクロースのような豊かな白いひげをたくわえた校長先生が、応接ソファに座ったまま手を上げた。一般人の正装であるスーツではなく、魔ま法ほう使つかい系魔王の正装であるマジックローブとマジックハットを身に着け、マジックワンドを手にしているところを見ると、やはり今日来るのは一般人ではない……魔王で間ま違ちがいないようだ。

「あの、校長先生、お客さんっていったい……」

「それはわたくしの方から説明しますわ、遊佐ヒロ」

　黄金のハープをかき鳴らすような声とともに、生徒会長が校長室に入ってきた。

　生徒会長・黒くろ姫ひめルシフェは三年生で、こうもり組の委員長・黒姫リリ子この姉である。一年生のときから麻桜中学で覇はをとなえ、すでにいた生徒会長を追放して以来三年間、ずっと生徒会長の座に君臨している。副会長も書記も置かずに絶対独裁政治をつらぬいているが、委員長をいつか自分に服従させて副会長にしようともくろんでいるらしい。そして委員長に、猛もう烈れつに憎ぞう悪おされている。

　俺も生徒会長には、委員長が俺の経験値を手に入れて力をつけることを阻そ止しするために海の上で襲しゆう撃げきをかけられたり、運動会を盛りあげるための優勝賞品にされかけたりとロクな目に遭あっていないので、密室で顔を合わせると、たとえ校長先生がいたとしても完全に警けい戒かいしまくってしまい、ズザザッと部屋の奥まで後ずさった。

「そう警戒することはありませんわ、遊佐ヒロ。勇者たるもの、過去のあれこれはサラッとスパッとサバサバと水に流してしまってこそ勇者、わたくしのために力を貸していただきますわよ」

「ものっすごい勝手気ままで得手勝手な言い分だな」

　すさまじく性格が悪いというのに、生徒会長は外見だけは女め神がみと見まがうばかりに美しくて荘そう厳ごんで、神聖なまでの威い厳げんがある。天は二物を与あたえずと言うが、まさしく、外見が極端に美しい分のお釣つりが来て、内面が極端に邪じや悪あくで性格が悪い、というのがこの生徒会長である。本当に外見だけなら、人類の歴史上のどのような美術品も美しい顔立ちと完璧なプロポーション、天の雲よりも白く輝かがやくすきとおった肌はだ、光の粒りゆう子しのように淡あわく輝く黄金の髪……と、思わずその前にひれ伏ふしてしまいそうになるほど美しいのだ。

　その髪には六枚翼つばさの頭飾りサークレツトが飾られ、白い額には第三の目が眠ねむっている。そして生徒会長は、残り二つの開いている目で、なめるように俺を見つめた。

「わたくしは、かわいいリリ子ちゃんのナンバーワンのお姉様であり続けるために、常に世界最高でなければならないのです。遊佐ヒロを優勝賞品とするわたくしの素す晴ばらしいプロデュースのおかげで、運動会は盛りあがりまくりましたわ。しかしさすがのわたくしでも文化祭だけは、去年も一昨年も惨さん憺たんたるものだったのです。わたくしは三年生、これが最後のチャンスです。文化祭までも盛り上げて、わたくしはこの麻桜中学の歴史に名を刻みたいのです！」

「でも、誰もよそから見に来ないんだから、準備や店番するだけ面倒くさいし、誰もやる気が出ないと思うけど……」

「そのとおりですわ。そこでわたくし、他の魔王学校に招待状を出しましたの」

　生徒会長の言葉に、俺は思わず、なるほど、と手を打った。生徒会長は、性格は悪いけれどやっぱり頭がいい。魔王の存在が一般人に秘密だから文化祭に呼べなくても、魔王どうしなら問題ないわけである。

「それで、誰か来るって？」

「いやーそれが、全校お断りの連れん絡らくが来たんですよ」

　校長先生が、まいったまいった、と白ひげをなでた。

「麻桜島は絶海の孤島で、来るには船か使い魔まを使うしかないですからね。というか、学生の使い魔では麻桜島まで飛べる長い航続距きよ離りを持った強力なものは、ほとんどいないでしょう。ということは船一いつ択たくとなるわけですが、魔王は基本的に、魔王城の王間からほとんど動かないぐらい、フットワークが軽くないタチなのです。絶海の孤島であるこの麻桜島まで、ぶっちゃけ中学生によるショボい出し物を見るためだけに、わざわざ遅おそい船に乗ってはるばると魔王が出向いてくるわけがないのです」

　確かに校長先生の言うとおりだ。この麻桜中学に通って理解したのは、そもそも魔王というのはものすごい面倒くさがりの引きこもり気き質しつであるということだ。逆に言えば、魔王を封ふう印いんしても、もともと魔王城の奥の魔王の間の王座に座って、水すい晶しよう玉だまで勇者のようすを見てたまに手下に命令して勇者を攻こう撃げきさせるという、ざっくり言うと一日中座ってゲームをやってるのと同じ引きこもり状態だったのだから、封印されたところで精神的にも肉体的にもダメージはほとんど無い平常運転なのだ。封印を解かれた魔王がいきなり大暴れできるのも、魔王にとっては封印状態が平常状態だからである。

　脱線したが、そういうわけで同じ魔王学校からのお客さんを見込むのは絶望的ということだから、

「それじゃ、やっぱり他校のお客さんは無理だよな。せいぜい親か兄弟、だけどかなり遠くに住んでる人もいるから、連絡船を全員には出せないし、自力で来るとしても一いつ般ぱんの交通機関は使えないわけだし……」

　俺は考えこんでしまった。生徒会長は、うなずいた。

「そのとおりですわ、遊佐ヒロ。だからやっぱり文化祭だけは、さすがのわたくしも諦あきらめるしかないか……と思っていたとき、校長先生に聖セントレジェンド島から、さすがのわたくしでも思いつかなかった意外なる申し出があったのですわ」

「それで、勇者のことなら勇者に任せるのが一番と考えて、遊佐くんを呼んだわけですよー」

　校長先生が言った。聖セントレジェンド島からの、意外なる申し出？　勇者を勇者に任せるって、どういうことだ？

　俺の脳みそが混乱の中から答えを見つけ出す前に、校長室のドアが開いた。入ってきたのは、修道服を着たちっこい女の子。少女というより、むしろ幼女に近い。しかし、幼女は姿に似合わない堂々とした威厳とともに、校長室の入り口で修道服のスカートを両手で軽くつまみながら、一礼した。

「初めまして、校長先生。お久ひさし振ぶりですね、遊佐ヒロ」

「るっ……流る々る土ど教頭先生っ？」

　俺は思わず数歩、ズザザッと後ずさってしまった。

　流々土教頭は聖セントレジェンド中学の教頭先生で、僧そう侶りよ系勇者である。強力な回復魔ま法ほうを使いこなし、その影えい響きようで自分自身の肉体もつねに「老化」から回復し続けているために、実じつ年ねん齢れいはけっこうなバＢ……い、いや、老れ……でもない、妙みよう齢れい、そう、妙齢。女性はいつまでも永遠に「妙齢」だよね、そうだよね。で、その、実年齢は妙齢の女性であるのだが、姿は幼女なのである。

　流々土教頭は、かつて「伝説の魔王」を倒たおした伝説級の勇者である。だが、倒したあとで伝説の魔王への恋こい心ごころに気づいてしまった。その苦しみから逃のがれるために、竜崎を監かん禁きんした。そして、助けにいった俺と戦った。いちおう最後には和解できたんだが、あまりにも激しい戦いだったせいで、俺は流々土教頭の顔を見ると無意識に警戒してしまう。

　けれど、流々土教頭は穏おだやかなほほえみを浮うかべて言った。

「やはりまだ緊張が解けないようですね、遊佐ヒロくん。聖セントレジェンド中学の生徒会長と副会長が麻桜中学と話し合いをいたしたいと言ってきたのですが、生徒だけで来させるわけにはいかないので、わたくしめがついて来たのです。わたくしめが来るとあなたが警戒されるだろうと思って、『彼かれ』も連れてまいりましたが、正解だったようですね」

「『彼』？」

　俺は流々土教頭の後ろに、すらっとした銀ぎん髪ぱつの少年の姿を見つけた。

「お邪じや魔まいたします。聖セントレジェンド中学二年クリスタル組、天てん竺じくフリトです」

　いかにも王城の騎き士し団だん長、といった凛りんと整ったたたずまいの銀髪の男子が一礼した。ものすごくかっこいいこの男子は、俺の親友で、勇者ジークフリートの末まつ裔えいである。

　聖セントレジェンド中学でもトップレベルの優ゆう秀しゆうなフリトだが、さすがに魔王学校の校長室に入るとなると、しかも校内武器持込み禁止の麻桜中学ルールに準じて丸まる腰ごしでとなると、緊張を隠かくせないようだ。しかし、それでも勇ゆう敢かんに敵地に入ってこようとするその心意気は、やっぱりフリトは勇者の中の勇者らしく、かっこいい。

　などと、俺はキラキラした目でフリトを見つめていた。フリトも、ニコッと笑った。

「やあヒロ。ぼくたちには麻桜中学のようすがよくわからないので、勇者でありながら麻桜中学のことをよく知っているきみに、間に入ってもらうことになったんだ。で、ぼくも間に入ることになったわけさ」

「天竺フリトくんは遊佐ヒロくんの、小学校時代からの親友だとお聞きいたしていますから、交こう渉しようの場に彼もいていただければ安心でしょう？」

　流々土教頭がほほえんだ。こんなに頭がキレてソツが無いのに、見た目はフリトの背の半分ぐらいしかないちっこい女の子なのである。

　校長先生が、流々土教頭にソファをすすめながら言った。

「ええと……では、ソファは何人分ご入り用ですかな。教頭先生と、その天竺くんとかいう子と……」

「そして小生、副会長・革かわ口ぐち命みことと、原ぱら須す生徒会長閣下ですな」

　低くこもった声が入口の方からそう言うと、朝の太陽のようなまばゆい光が校長室にさしこんできた。それと同時に、ゴージャスなファンファーレの音楽が流れる。

「きゃっぽ～♪　せぇとかいちょの原ぱら須すアテナどっえ～す♪」

　すごいのが来た。

　まばゆい光と思ったのは、金色にピカピカリンと輝く、ちっさい女の子だった。髪の毛けはどうなってるのかわからないぐらいグリグリに巻かれた縦ロールで、髪や制服は巨きよ大だいなリボンでデコりまくっていて、まんまるの顔に大きな目で、生徒会長というからには最上級生なんだろうが、中学三年生にはとても見えない。むしろ、あの流々土教頭よりもちっさい。頭身がちっちゃすぎて、手足は短く頭でっかちで、そのでっかち頭の上に宝石をちりばめた金色の冠かんむりを載のっけている。冠は鳥かごになっていて、中にカナリヤみたいな銀色の鳥が入っている。しかも生きてる。

　幼児向け魔ま女じよっ娘こアニメの最終形態をはるかに超ちよう越えつした無む茶ちやぶりのデコりっぷりに、俺は呆ぼう然ぜんとした。デコといえば、生徒会長と名乗ったそのちっさい女の子のデコもかなり広々として、デコデコしい。デコが広いわりに脳ミソが詰つまってるようには全然見えない頭なんだが、何が詰まってるんだろう？

　そして、ファンファーレは実は生演奏で、彼女の後ろにいた男子がバイオリンを奏かなでていたのだ。何かすごい登場の仕方である、うちの生徒会長だってここまではしないぞ。

「……ひょっとして、こちらのビックリマンシールみたいな不自然なファッションの頭でっかちが、聖セントレジェンド中学の生徒会長さんですの？」

　たまにぶっ飛ぶけれど通常は冷静沈ちん着ちやくな生徒会長が、さすがに口元をわずかに引きつらせてドン引きしている。その生徒会長に、アテナさんがとてとてっと近づいていくと、両手をグーにしてあごに当て、取れたてのウナギのように腰こしからひざから、体中をくねくねとくねらせた。

「きゃわわ～っ、あなたがまおー中学のせぇとかいちょさんですぅ？　魔ま王おうとは思えないぐらい神こう々ごうしい美人ですぅ～、アテナ感激ですぅ、きゃっぽきゃっぽー♪」

「ピュイー、ピュイー」

　頭の上の鳥とあいまって、二倍うるさい。

「なるほど、一いつ瞬しゆんでお名前を覚えさせていただきましたわ。原ぱら須すのパラはパッパラパーのパラ、と覚えれば良いんですのね？」

「く、黒姫さん、友好的に来校した来らい賓ひんにいきなり敵対的セリフを投げつけるのはいかがなものでしょう？」

　思いっきり拒きよ否ひ反応を示して視線が虚きよ無むになっている生徒会長に対し、校長先生が焦っていさめた。しかしアテナさんは、そんな嫌いや味みすら理解できないレベルのハイテンションさで、

「きゃっぽ～、るっしーったら美人なのにギャグまで面おも白しろいなんて、さいきょーですぅ」

「るっしー？」

「ルシフェたんだから、るっしーですぅ」

　会って十秒の相手にいきなりあだ名をつけるとか、なれなれしいことこの上無い。

「ちなみに、今日のせーふくはお呼ばれなのでオシャレして、ロココ調のマリーアントワネット風にしたですぅ。マリーアントワネットの時代の貴婦人は、髪を盛り盛りにしてデコって、時には軍ぐん艦かんの模型や本物の鳥かごや噴ふん水すいをデコったんですぅ」

「そうしてデコったスッカラカンの軽い頭は、フランス革命当時、さぞかしギロチンで斬きり落としやすかったことでしょうな。民衆の民意を汲くめぬ愚ぐ鈍どんな主君は革命によって処しよ刑けいされるのが世の常、生徒会長閣下もそうならないよう、気をつけたほうが良いでしょうな」

　背後でずっとバイオリンでＢＧＭをひいて、場のムードを盛り上げていた男子が口を開いた。ものすごく地味なたたずまいでメガネをかけた、神経質そうな男子である。この人はアテナさんの一挙手一投足に合わせてバイオリンをひかされているのだろうか、かなり気の毒である。

「自分は副会長の革口命みことです。生徒会長閣下のいきなりの無礼な発言の数々、自分の方から謝罪させていただきましょう」

　謝罪っぽい悲しげなメロディがバイオリンから流れ出す。アテナさんも変わってるけど、この副会長もじゅうぶん変わってると思うぞ。

「きゃうんきゃうんっ、ふくかいちょったら怖こわいですぅ。ふくかいちょは、アテナのためにＢＧＭをひく仕事をがんばってれば、それでいーんですぅ。ちなみにこの鳥たんの名前はニケたんですぅ～、一羽わでも二ヶですぅ～……なんちゃって☆　笑って笑って、ここ笑うとこですぅ～☆」

　ごめんなさい、全然笑えないです。

　俺おれが勇者予備校で習ったのは、パラス・アテナはギリシャの戦いの女神で、それに仕える翼を持った女神がニケ、ニケとは勝利の意味だったように思う。たぶんアテナさんはその末裔だと思うが、何というか軽けい薄はくに過ぎる。革口副会長の厳しい言葉や態度を見ても、こっちが実権を握にぎってる、見た目どおりのお飾り生徒会長なんだろうな、と思った。

「さて、そろそろ寮に帰って良いですかしら？　わたくし、日曜日は一人でゆっくりと世界征せい服ふくの計画を立てたいんですの」

　生徒会長は、もはや怒いかりを隠す努力すら放ほう棄きしている。流々土教頭があたふたして、双そう方ほうの生徒会長をきょろきょろ見回しながら言った。

「お、お待ちください！　黒姫ルシフェさん、わたくしめに免めんじて、もう少し話を聞いてくださいませ」

「小生からも、卑校の鳥頭の生徒会長の下らない軽口で、度たび重かさなる不快を感じられたこと、重ねて謝罪いたします」

　革口副会長はフォローを入れてるように見えて、アテナさんへの嫌味をバシバシ入れて来てる所を見ると、二人はあまりうまくいってないのかもしれない。糞くそまじめそうで優秀そうな革口副会長に対して、アテナさんのあまりと言えばあまりなファンキーさだから、当然であろう。むしろ、どうしてアテナさんみたいな軽薄で無能そのものといったタイプが名門勇者中学である聖セントレジェンド中学で生徒会長を務められているのか、それがすっごい謎なぞである。

　革口副会長の冷ややかな態度を見ても、もしかして革命で引っくり返して、アテナさんを引きずり下ろして自分が会長になるつもりなんじゃないか、という危あやうさを感じた。

「あの、会長も副会長も、そろそろ麻桜中学がわに用件の説明をされては？」

　生徒会長がイライラしているのに気を回して、フリトが二人に話を振ふった。さすが俺の親友のフリト、魔法も使えるし気も遣つかえる完かん璧ぺきな魔ま法ほう剣けん士しである、かっこいい。アテナさんと革口副会長が応接ソファに座っているのに、自分は警護として入り口付近にずっと立っている姿勢も、凛とまっすぐでかっこいい。要するに、フリトはかっこいい。まさに、理想的な勇者と言えるだろう。

　フリトが生徒会の役員になったという話は聞いていないから、麻桜島に襲撃をかけたことがあって地理に詳くわしく、ついでに麻桜中学唯ゆい一いつの勇者である俺の知り合いということで、案内を頼まれたんだろうと思うけど、適任だなと思った。そうでないと、話がいつまでも進まず、最後には生徒会長がブチギレて最強召しよう喚かん魔ま法ほう「黒い万軍ブラツク・サバオス」で攻撃していたかもしれない。

「きゃっぽ～、天竺くんったらまじめですぅ。やっぱ天竺くんに麻桜島の案内係についてきてもらって良かったですぅ、おかげでヘアメークにちょっと時間かかりすぎちゃっても、時間通りたどりつけたしっ☆　アテナ一人だったら、ほーこーおんちのドジっ娘こてへぺろりんだから、初めて行く麻桜島なんかだと絶対迷子になっちゃってたですぅ」

「生徒会長、あまり魔王に対してアホをさらして自分の弱点を明らかにするのは、いかがなものかと思いますな」

　革口副会長、目が怒おこっている。いや、俺も今のは魔王の前で、かなり軽けい率そつな発言だったと思う。でもアテナさんはぽややんとした表情で、両手をあごに当ててブリブリ体をくねらせながら、

「ののののの、苦手なものは苦手だってしょーじきに言えばいいですぅ。アテナ、方向音おん痴ちだからダンジョンマッピングの授業とか、ちょー苦手なんですぅ」

「そんなので、よく名門・聖セントレジェンド中学の生徒会長に選ばれましたわね？」

　いかん、生徒会長の白い額に血管がプクプク浮いて来ている。

「えへへー、それはかわいいから？　かわいいは正義？　てへぺろりんりん♪」

「そのような反へ吐どにも劣おとる正義など、わたくしがブチ壊こわしてさしあげてもよろしいですわよ？」

　生徒会長、めっちゃ怒ってる。その不ふ穏おんな空気を変えようと、革口副会長が咳せき払ばらいをした。

「コホン、生徒会長閣下。生徒による民主的な民主選挙の結果、生徒会長という立場に選ばれたのですから、その選挙結果を愚ぐ弄ろうするような発言は民主主義の冒ぼう涜とくとして控ひかえていただきたいものですな」

「きゃっぽー、ふくかいちょはすぐ英語でしゃべるから困るですぅ。日本語でしゃべってしるぶぷれ？」

「思いっきり日本語ですな」

「皆みなさんっ、早く話を進めなくては日曜日が終しゆう了りよういたしますよ！」

　流々土教頭が、しびれを切らせて叫さけんだ。魔王と勇者が話し合いを試みたとき、流々土教頭ほどのベテラン教師が間に入ってもこれだけモメるんだから、いつも魔王たちを相手にしている俺の気苦労がいかほどのものかと、客観的に痛感してしまう。

「話が進まないので、わたくしめのほうから用件をお伝えいたします。つまり、麻桜中学と聖セントレジェンド中学の文化交流を目的とした交流文化祭を行わないか、という提案を、聖セントレジェンド中学生徒会がいたしているのです」

「交流文化祭……と、おっしゃいましたっ？」

　いつも冷静な生徒会長の声が、さすがに引っくり返った。校長先生は、声すら出せずに口をパクパクしていた。俺も同じだった……だって、それはつまり、勇者学校の生徒たちが魔王学校の文化祭に来る、ということなのだ。

　呆然としている生徒会長と校長先生に、流々土教頭が優やさしく言った。

「黒姫ルシフェさん、それに校長先生。わが中学も麻桜中学同様、外部から客人が来られないため、毎年文化祭が盛り上がらないというのが悩なやみでした。原須アテナさんの提案はあまりにも前ぜん人じん未み到とうでありまして、わたくしめも最初は困こん惑わくいたしました。けれどわたくしめは以前、ある勇者とある魔王に出会ったことで、これからの『新しい時代』をになう勇者は見識を広め、魔王を理解することも大切であるとも思っていました」

　ちらっ、と流々土教頭が俺のほうを見たので、俺は顔が熱くなってしまった。ある勇者とある魔王……俺と竜崎のことを言ってるんだろう。

　流々土教頭が竜崎を監禁していたことは結局、竜崎の父親である竜王さんが間に入り、両校の先生方の間でうやむやに片付いたようである。俺も事件の直後、竜王さんからじきじきに、

『双方のために、騒さわぎにはしない。ギルドにも報告しないし、きみも忘れろ』

　と、電話で厳しく言われていた。その「双方のため」という意味が、少しわかった。

　竜王さんは勇者相手にも商売をしていて、あまり魔王や勇者の線引きをしない自由主義なスタンスである。だから、勇者である俺が竜崎と仲良くするのも、いずれ竜りゆう宮ぐうを継つぐ竜崎の見識を広めるためとして、許してくれている。

　それで流々土教頭のことも、処しよ罰ばつするよりも、魔王を理解してくれた勇者の一人として、勇者と魔王の橋はし渡わたしをしてもらおうと考えたんだろう……「新しい時代」の勇者と魔王の関係を作るために必要な人材として。

「そういうわけで、わたくしめもこの提案に賛同いたしまして、校長先生にお電話さしあげたのです。今までのギルドのあり方からすると、かなり斬ざん新しんな試みだと思いますが、それゆえにやってみる価値があると思うのです。さいわいにして、魔王学校に勇者遊佐ヒロくんがいる……今このタイミングが、その難しい試みを成功させる絶好の機会だと思うのです」

　名指しされて、俺は照れくさかった。俺が魔王学校にいるのは、そんな大げさなことじゃなくて、単に受験のときの間違いでしかなかったんだが……でも、その間違いのおかげで何か今までになかった新しいことが俺にできるなら、この魔王学校に通ったことも決して無意味じゃなかったんだと思う。

「ぷんすかぷん！　きょーとーせんせばっかしゃべって、ずるいですぅ。アテナもしゃべりたいですぅ」

　アテナさんが、ぷんすかしながらうったえた。流々土教頭と並んでいると、幼よう稚ち園えん生の妹をなだめる小学生のお姉さんみたいで、あのちっこい流々土教頭が相対的に大人っぽく見えてしまうのだから、どんだけアテナさんはちっさいのかと驚おどろいてしまう。

「こーりゅーぶんかさいを最初に提案したのは、アテナのお手て柄がらですぅ。るっしーんとこの学校が他のまおー中学に招待状を送ったって聞いたから、そっかーウチの学校も盛り上がらない理由はヨソからお客が来ないからだって気づいたですぅ。んで、るっしーんとこが断られまくったって聞いたから、そんじゃウチの学校が行ってあげたら、るっしーんとこ盛り上がるし、お返しにウチの学校の文化祭にも来てもらったらウチも盛り上がるし、つまりこれっていわゆるひとつのＷウＩイＮン―ＷウＩイＮンってやつですぅ？」

「今……わたくしたちも聖セントレジェンド島へ行く、とおっしゃいまして？」

　生徒会長は怪け訝げんそうな顔をしている。思いっきり警戒している。だって今まで完全なる警けい備び網もうを敷しいて、お互たがいに侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしてきた二つの島が、魔王と勇者が、お互いの島へ行って交流するなんて、あまりにも変化が凄すさまじすぎて理解できない。

「ういうい、そのとおりですぅ。麻桜中学の文化祭は、文化の日でしょ？　そんで聖セントレジェンド中学の文化祭は、勤労感謝の日ですぅ」

「つまり文化の日は聖セントレジェンド中学の生徒が麻桜中学の文化祭にゲストとして参加し、勤労感謝の日はその逆というわけですな」

　革口副会長が補足した。それを聞いた校長先生はびっくりしすぎておろおろ、真っ青になっていた。

「ちょっ……そ、それって、勇者が大量に麻桜中学に来るということですよね？　しかし、それはお互いに危険すぎるのではありませんか？」

　すると、アテナさんはコロコロと笑った。

「危険って、勇者が麻桜島に来るのが危険だって言うですぅ？　だいじょぶですぅ、たしかに天竺くんがこっそり麻桜島に襲撃をかけたりしたこともあるけど、勇者ギルドも魔王ギルドも学校内での戦いは認めてない以上、みんなルールはきちんと守るですぅ」

「そ、そうですか……。しかしいちおう、聖セントレジェンド中学の先生がたにも来ていただいて監かん視ししていただけると……」

　校長先生も、この前例の無い提案にかなり困りながらチラッと流々土教頭のほうを見ると、流々土教頭はにっこりほほえんでうなずいた。

「もちろんです、わたくしめだけでなく数人の教師を同行させましょう。ご安心なさってくださって大だい丈じよう夫ぶです」

「それなら安心ですかな……いやでも、やっぱり危険です。勇者は行ぎよう儀ぎがいいかもしれないが、魔王は行儀は良くないのです。経験値ほしさに、抜ぬけ駆がけして勇者を攻撃するに決まってるのです」

　校長先生は必死に訴うつたえたが、アテナさんは軽くコロコロと笑って言った。

「まーその点はうちの生徒に、一人にならないとか周知徹てつ底ていさせるので、たぶんだいじょーぶですぅ」

「たぶん、って適当すぎだろ！」

　さすがに俺もこのアテナさんのいい加減さが不安になって、口をはさんだ。

「魔王学校の生徒って、当たり前だけど全員魔王なんですよ？　相手を理解するのは大事だけど、相手の危険さを認めるってのも、相手を理解することでしょ？　俺はここに一年半通ってるけど、ルール無視して経験値狙ねらって攻撃してくる奴やつばっかりなんだから、特に一年生でまだ弱い勇者なんて、よっぽどちゃんと見張ってないと一発で餌え食じきになりますよ。流々土教頭先生たちが監視してくれるって言っても、生徒会でももっとちゃんと計画を詰めてからでないと！　俺は交流文化祭が成功してほしいから、だからよけいにちゃんと気をつけて事故が無いようにしてほしいんです！」

「自分も何度も生徒会長にそう進言したんですがな。あまりにも危険すぎます、とな」

　革口副会長が、バイオリンをひきながらため息をついた。しかしアテナさんは、あくまでも軽い。

「そんな難しいこと考えたって、つまんないし、頭イタタになっちゃうですぅ～。盛り上がったら楽しいなー、でいいじゃないですぅ？」

「楽しいなーって、それだけで生徒に危険を冒おかさせていいのかっ？」

「それだけ……って、せぇとかいちょの立場としては、これは重大なことですぅ。他にお客が来ないと盛り上がらないし、一般人を呼ぶわけにいかないし、ほかの勇者学校は遠いし、勇者は世界中歩き回って魔王の城を探すぐらいフットワークは軽いですけど、それでも遠いみたいで誰も来てくれないですぅ。そのとき、麻桜中学も困ってるみたいって噂うわさを聞いて思いついたですぅ、比ひ較かく的てき近いとこに、勇者の存在を隠さなくても大丈夫な人たちいたじゃん、って。そうして毎年毎年盛り上がらない文化祭を盛り上げた伝説のせぇとかいちょとして、アテナの名は聖セントレジェンド中学の校史に燦さん然ぜんと輝く栄光として残るですぅ。それこそ、勇者の本ほん懐かいというものですぅ」

「ふむ……伝説の生徒会長、歴史にその名を燦然と刻む……」

　生徒会長が、いつの間にか真しん剣けんな表情で考えこんでいる。自分とアテナさんの立ち位置があまりに似ているので、今の説明を自分のことのように感じたようだ。

「確かに、危険を恐おそれていては歴史に名を刻む偉い業ぎようは達成できず、平へい凡ぼんなそこら一般のザコ魔王と同列で終わってしまいますわね。この交流文化祭、かなり有意義なものになりそうですわ」

「そ、そうですか。黒姫さんがそう言うなら、やってみてもいいかもしれませんな」

　校長先生も、やっと承しよう諾だくした。俺はまだ心配ではあったけど、魔王と勇者の交流というのは俺が将来ギルドに就職して手をつけたいことでもあるから、興味もものすごくあった。

　アテナさんの能天気なようすを見ると、ふつうに頭の中がお花畑ポヤポヤの「みんなおともだち♪」状態で交流したいと思っているようだし、流々土教頭もかつて魔王を愛した経験があり、今は魔王の理解者である。そしてこちらは、何かあっても生徒会長の黒い万軍ブラツク・サバオスさえあれば、勇者が何百人かかっても太た刀ち打うちできない。つまり、少なくとも麻桜中学のほうはこの交流文化祭に危険は無いし、勇者たちへの攻撃も、生徒会長を敵に回すことになると思ったら、怖くて誰も手出だしできないだろう。

「……わかりました。じゃあ、俺もできることがあれば協力しますよ」

　俺が答えると、アテナさんはソファに座すわったままポンポン飛びはねた。

「きゃっぽーい、遊佐きゅんが協力してくれたら百勇者力どっえーす♪　アテナ、もうこれでほーこーおんちもこわくないですぅ」

「話がまとまって宜よろしかったです。では、細かい日程や双方の参加者のルールなどを詰めていきましょう」

　流々土教頭が、ホッと胸をなでおろしてから、大きなカレンダーの紙を取りだして机の上に広げた。




　細かいことを決めてるうちに、とちゅうで昼になった。けれども食事をする暇ひまもなく、議論は白熱して続けられ、だいたいのことが決まって一息ついた時には、もう時間は夕方になっていた。

「ふっひゃあ～、つっかれたですぅー。でも有意義な話し合いだったですぅ」

　うーん、とアテナさんがのびをした。俺は隣となりで座ってただけだったけど、かなりヘトヘトだった。まして、護衛としてドアのところにずっと立ちっぱなしのフリトはさぞかし疲つかれただろう、と思って視線を向けるとフリトは全然姿勢を崩くずさずに立っていたので、さすがフリトかっこいい、と俺は思った。

　そうして、聖セントレジェンド中学の一行は校長室を去った。校門を出てしばらく歩いたところにある船着場に、連絡船を停てい泊はくさせているらしい。連絡船には留守番の勇者が何人もいるということで、麻桜島に勇者が上陸して万一のことがあった場合に備えていたようだ。

　俺は、船着場までフリトたちを案内して見送る仕事を買って出た。

「久しぶりなのに全然話せなかったな、ヒロ。もっとも今回は私的な用事で来たわけじゃないから、仕方がないけれどな」

　船着場へ歩きながら、フリトが言った。アテナさんと革口副会長は、俺たちの後ろからついてきていた。革口副会長はバイオリンで、行進曲をひいている。歩いてるときもＢＧＭが要いるのか、アテナさんは。

「そうだなフリト、でも文化祭で会えるだろ。俺のクラスはお化け屋や敷しきをするから、来てくれよな。竜崎が、すっごく気合を入れて楽しみにしてるから」

「竜王の娘か。あいかわらず仲がいいんだな」

「べべべべべべ別にななななななな仲がいいとかそんなっ！」

「うろたえすぎだろう、ヒロ」

　フリトの目が冷ややかだ。うう、あらゆる事に動じない沈着冷静な勇者を目指しているのに、竜崎のことになると俺は思いっきり取り乱してしまうのはなぜだろう。

「まあ、でも気持ちはわかる。ぼくも彼かの女じよときみを見ていると、魔王というものを少し考え直すようになった」

　フリトが、少しばかり苦く笑しようした。

「考え直すって、どういう意味だ？」

「古い勇者と魔王の関係を、ってことさ。だから、交流文化祭は面白い試みだと思う」

　フリトは、そこだけ小さな声で早口に言った。後ろからついてきているアテナさんと革口副会長に気をつかったようだ。

　でも、俺の耳にははっきりと聞こえた。そして俺は嬉うれしかった……俺が最近考えている、勇者と魔王のこと、敵対する以外に何か新しい関係があるのではないかということ。フリトも、俺と同じことを考えてるのかもしれない。最初は竜崎の経験値を狙ねらってたのに、竜崎と何度か話して、焼きもちまで焼かれて、そのたびにフリトの竜崎への態度が、魔王と勇者という一線は越こえないまでも、柔やわらかくなっているような気がするのだ。

「竜崎のせいか。竜崎って、不思議な奴だよな。フリトもそう思うのか、そっかそっか」

　自分のことではないのに妙みように誇ほこらしくて、俺は言った。フリトは呆あきれた目で俺を見て、

「何をホクホクとノロケてるんだ、きみは」

「べべべ別にノロケてないし！」

　俺は喉のどから血が出そうな高音で必死に否定した。

　後ろからついてきていたアテナさんが、鈴すずを転がすような声で俺に話しかけてきた。

「遊佐きゅんは、魔王のことが好きなんですぅ？」

「だだだだから別に好きとか嫌きらいとかそのっ、クラスメイトですし！」

　俺がどなると、アテナさんはくすくす笑った。

「遊佐きゅんは勇者検定試験に合格したら、希望する就職先とかあるですぅ？」

「しゅ、就職先、ですか」

　魔王たちとは絶対にすることのない会話だったので、俺はドキドキしてしまった。勇者中学に行ってたら、当然友達とするであろう会話である。何だか自分も聖セントレジェンド中学の生徒になったような気がして、俺は胸を高鳴らせながら答えた。

「俺は、勇者ギルドに就職したいんです」

「勇者ギルド？　意外だ、ヒロのことだから、魔王学校でのバトル経験を生かして実戦系に行くと思ってた。……ああ、勇者ギルドの下部組織の治安維い持じ部隊なら、実戦はあるかな」

　フリトの言葉に、俺は首を横に振る。

「いや、実戦じゃなくて、運営的な仕事。魔王学校での経験を生かして、勇者ギルドの今までのあり方を変えてみたいなって……」

「なるほど！　確かにきみらしい考えだ、それにきみだからこそできる仕事だ」

　フリトがそう言ってくれたので、俺は自分の進路にあらためて自信を持った。そして、アテナさんも言った。

「素晴らしいですぅ、遊佐きゅん。アテナも勇者ギルドとか魔王ギルドとか、そういう古い仕組みってどうかなと思っているですぅ。古い物はガンガン壊しちゃって、新しくすべきだと超思うですぅ」

「アテナさんも、ですか」

「ういうい、アテナも、勇者ギルドや魔王ギルドは、古い考え方を改めて変わらなければいけない時期に来ていると思うですぅ。でも、思ってるだけでは何も変わらないですぅ。だからこそアテナは、『新しい時代』をこの手で作り上げる第一歩として、交流文化祭をしようと思ったですぅ」

　俺は意外で、うれしかった。古いギルドを変えることや、魔王と勇者の新しい時代のこと……勇者学校の生徒会長といえばガチガチの魔ま王おう嫌ぎらいだとばかり思っていたけれど、ものすごく自由でやわらかい考えができる人なんだな、と思った。軽くて、あまり難しく考えてるだけかもしれないけど。

「勇者が魔王と慣れあうなど、いかがなものかと思いますがな」

　革口副会長はまだ不服みたいだけれど、アテナさんはきっぱりと首を横に振って、

「そう言わずに、ふくかいちょも交流文化祭を応おう援えんしてほしいですぅ。それと遊佐きゅんも、交流文化祭の成功のために、麻桜中学の内部のことをよく知ってる遊佐きゅんが打ち合わせに協力してくれると助かるですぅ。天竺きゅんをちょこちょこメッセンジャーとして送るので、よろしくお願いするですぅ」

　アテナさんの笑え顔がおがかわいい。そして、副会長に反対されても魔王学校との親しん睦ぼくを深めようとする意志の強さが、頼たのもしい。

「わかりました、俺にできることなら何でも手伝います！」

　俺は力いっぱいそう答えた。フリトも、うれしそうにほほえんでいた。




　そして翌日、月曜日。

　朝礼のとき、校長先生が交流文化祭について話した。案の定、生徒たちは、ハチの巣が落ちたときのハチみたいにあわてふためいて、ザワザワと大おお騒さわぎしはじめた。

　朝礼の列で、俺の前に並んでいる黄泉原も、青ざめていた。

「聖セントレジェンド中学の生徒が文化祭に来る？　麻桜島に勇者が七七七人も、そのうえ先生まで来るって？　大丈夫なのか？　大事なひい様にもしものことがあったら！」

　竜崎はちっこくて列の一番前にいるので、その後ろの委員長と話していた。

「ふえええ、委員長、こなた怖いのだ」

「いえ別に勇者ごとき何かあったら瞬しゆん殺さつですけど、お姉様のために文化祭を盛り上げるというのが気に入りませんね」

　後ろのほうの長身組も、不服そうだ。

「わたしの名はペルチェ……せっかく勇者が来るのに倒して経験値ネジにするのは禁止というのは、お預けみたいでモヤモヤします……もっとも少年ほど極ごく上じようの経験値ネジは無いでしょうけれど……わたしの名はペルチェ……」

「スケバン張らせてもらってるアタイとしては、敵対勢力である勇者なんかに、アタイの島シマにやすやすと足を踏ふみ入いれさせるわけにはいかねーぜっ！　戦国武将が領地を守るためにどんだけ必死こいて戦ったと思ってんだ、生徒会のホトトギス野や郎ろう！」

　織お田だも予想通りの大反発である。

　ほかの生徒もほとんど全員が、交流文化祭について大反対していた。でもその中で、

「フリト様に会えるッ？」

　黄色い声を上げたのは、全身紫むらさき色いろの魔ま蟲むし巫ふう蠱こ先せん輩ぱいだった。紫色のくせに黄色い声、考えてみると補色だな。二年生の列まで聞こえてくるぐらいの大声で、よっぽど嬉しいようだ。魔蟲先輩は一時フリトのストーカーをしていたぐらいだから、勇者が麻桜島に来るのは願ったり叶かなったりなんだろう。

「すてきッ、交流文化祭最高ッ！　生徒会長、よく申し出を受けてくれたわッ！　決めたッ、うちのクラスは模も擬ぎ店てんで喫きつ茶さ店てんをやって、あこがれのフリト様にイモリの黒焼き入りの媚び薬やく茶を飲んでもらうのッ！」

　フリトがそんな罠わなにみすみすハマるとは思えないが。

「ワシは反対じゃ！」

　同じ三年生の列で地面を踏み鳴ならしながら大声を上げたのは、岩いわ見み重じゆう太た郎ろう先せん輩ぱいだ。全身を白い毛におおわれた狒ひ々ひの魔王で、身長は二メートルほどもある。学ランを着ているのだが、とにかく毛が長すぎて、学ランだか何なんだかよく判わからない。以前はもう少し狒々らしい形をしていたような気がするが、運動会では毛が伸のびすぎて完全に戦う巨大モップと化していた。この夏、岩見先輩は熱ねつ中ちゆう症しようを起こして、俺が毛を刈かってやったことがあるので、そろそろ散さん髪ぱつすればいいのに……と他人ごとながら思ってしまう。

「ワシは今まで番長として、この島シマに侵しん入にゆうしてこようとする聖セントレジェンド島からの攻こう撃げきを何度も止めてきたんじゃ！　敵をふところに入れるようなマネをして無事にすむはずがないぞ、『トロイの木馬』の話を世界史で習わんかったんかッ！」

「何よッ、デカい図ずう体たいして臆おく病びよう者ものねッ、それでも番長ッ？」

　魔蟲先輩と岩見先輩がにらみ合った。岩見先輩は武ぶ闘とう派はだと思っていたから、この意見はけっこう意外だった。岩見先輩のことだから、てっきり、

『勇者なんぞ、どんどん来りゃいい！　ウチの生徒に手を出しかけてる奴がいたら、ワシがブッつぶすだけのことじゃ！』

　ぐらいの勢いだと思っていたが。トロイの木馬の昔話を引き合いに出したように、少しでも敵をふところに入れたら危険だということを、縄なわ張ばりを守りつづけてきた番長だからこそ理解できるのかもしれない。

「奴らと戦ったことがあるから言っとるんじゃ、警けい戒かいすることは臆おく病びようとは言わんのじゃ！」

「保守的すぎるのよ、時代はグローバリゼーション、魔王だってグローバル化しないとッ！　こんな小さい島で閉じこもってるから、視野が狭せまくなっちゃうのよッ！　フリト様みたいな超ちよう絶ぜつかっこいい超絶美形勇者がこの世に存在するってことを、じっさいに見ておかなきゃねッ！」

　魔蟲先輩は熱弁する。なんか、鎖さ国こく時代の開国論みたいだ。

　しかし、その熱弁が魔王たちの心を少しずつ動かしているのを俺は感じた。最初は岩見先輩と同じように完全否定の完全拒否反応を起こしていた生徒たちが、二人のやり取りを聞いているあいだに、だんだん気持ちが揺ゆれてきているのだ。生徒たちは、ひそひそと話しあいはじめた。

「どう思う……？　勇者を麻桜中学に入れるって、魔王城に勇者が乗りこんで来た状態じゃないの？　それって、完全に末期症しよう状じようじゃない？」

「でも、臆病者だと思われるのは嫌いやだし、実際岩見先輩が言ってるのを聞いてると、ヘタレで日ひ和よった臆病者の意見にしか聞こえないのよねー」

　これは、岩見先輩が珍めずらしく慎しん重ちような意見を出したのが、逆にあだになっている。負けずぎらいの魔王たちが、「でも自分は怖くないもんねー♪」的な嘲ちよう笑しようモードに入ったのだ。

「うん、なんか番長ビビってんじゃね？」

「だよな、番長って意外にヘタレだわ。俺は別に、勇者が来たって平気だしな。ウチの島で何かあったら、俺が二秒でブッ殺しますわ！」

「お、俺だって平気だしー。むしろあっちから攻撃してくれたら、ブッ殺して経験値に変えちゃうチャンスだしー」

「お、おう、むしろウェルカムだしー」

　見み栄えの張り合いである。そして、朝礼台の横で交流文化祭の詳しよう細さいの説明のために立って待っていた生徒会長は、とりわけ見栄っ張ぱりであるがゆえに、ひときわバカにした口調で嘲笑した。

「たかが勇者にそこまで怯おびえて警戒するとは情けないことですわね、岩見重太郎。わたくしは、あなたのような臆病者とは違ちがいますわ。たとえ勇者たちが島内で何かしても、わたくし一人で叩たたきつぶす自信があるのです。今回の交流文化祭は、魔王の余よ裕ゆうを見せるためにも良い機会ですわ」

「生徒会長、貴様は勇者を甘あまく見みすぎとる！」

　岩見先輩が、ビシィッと生徒会長を指さした。とはいえ全身真っ白いフワフワした毛玉なので、イマイチ迫はく力りよくに乏とぼしいが。

「歴史の時間に歴代の魔ま王おう帝てい国こくの興亡史を勉強せんかったのか、ほとんどの魔王の敗因は勇者を甘く見たことじゃぞ！　大物ぶって余裕をぶっこき、勇者の村を襲しゆう撃げきしたのに幼い勇者をうっかり取とり逃にがしたり、低級モンスターでチマチマいたぶって遊んでいるうちに、経験値を積まれてしまうんじゃ。そうして倒たおされた魔王は、もはや大物だとも余裕だとも思われはせん。ただのマヌケと笑われるだけじゃぞ！」

　岩見先輩は必死に訴えるのだが、誰だれも耳を貸さなかった。かえって岩見先輩が必死になるほど、余裕が無いように見えてしまったのか、

「番長かっこわりーなー」

「あたしはあんな臆病者じゃないもんねっ♪　勇者カモン♪」

「わたしだって！　勇者なんて千人でも二千人でも、いくら来たってヘッチャラピーだもーん♪　交流文化祭、賛成！」

　生徒たちは、見栄の張り合いで一気に交流文化祭賛成の方向へ流れてしまった。生徒会長がニヤリと笑ったところを見ると、岩見先輩の猛もう反はん発ぱつまで計算のうちだったのかもしれない。やっぱり生徒会長は恐ろしい。全体の賛成ムードに、岩見先輩は、

「ぐぬぬ……」

　とうめいたきり、肩かたを落としてしまった。

　岩見先輩は今まで、一いつ生しよう懸けん命めい麻桜島を守ってきた。それだけに、心配する気持ちもよくわかる。でも勇者が約束を破ったりするはずがないし、あのアテナさんと船着き場に行く途とち中ゆうの話を思い出すと、絶対に大丈夫だと思う。

　勇者ギルドや魔王ギルドの古い考えを自分たちの手で変える第一歩としての、交流文化祭だ、とアテナさんはそう言った。きのうの会合は密約みたいなものだから、その内容を岩見先輩に話して安心させる、というわけにはいかないけれど。

（勇者たちが実際に来て交流文化祭がぶじ成功すれば、岩見先輩も勇者に対する考え方を変えてくれるかもしれない。そのためにも、両者の橋渡しをする俺ががんばらなくちゃ。ぜったいに交流文化祭、成功させてみせる！）

　アテナさんが言った新しい変化、俺もそれを作るんだ、との思いを、俺はあらためて自分の胸に刻みつけたのだった。







三章　ぼくのかんがえたさいきょうだんじょん







　こうして、交流文化祭に向けての準備が始まった。

　勇者が大挙して麻ま桜おう島じまにやってくる、という異例の事態に対していろいろ懸け念ねんをあちこちに残しながらも、交流文化祭という目もく論ろ見み自体はかなり成功だったと思う。今まで、シーツをかぶった竜りゆう崎ざきとガルムしかいなかったこうもり組のお化け屋敷の準備が、急に活気づきはじめたのを見て、俺はそう確信した。

「お化け屋敷というのは、つまりダンジョンです！　ダンジョンで勇者を迎むかえ撃うって、魔ま王おうのすごさを見せてやりましょう！　お姉様のために盛り上げるというのはムカつきますが、むしろせっかく勇者どもが来るのだから、お姉様よりわたしのほうが強くて怖い魔王だと世間に喧けん伝でんして印象づけるチャンスと考えれば！　みんなでアイディアを出して、勇者も泣いてビビる最凶のダンジョンを作り上げましょう！」

　委員長が、まずはりきっている。ペルチェも、無表情ながらも心なしか、ワクワクしているようすだった。

「わたしの名はペルチェ……わたしは完全究極機械魔王、自分一人の存在それだけで完全究極で完結しているので、今までダンジョンを作ったことなどありませんでした。初めての経験……それはわたしの世界支配の助力となるに違いありません。とりあえず、綿密なる計算に基もとづいてトラップを大量に仕し掛かけ、勇者が計算通りに引っかかるところが見てみたいものです……」

「うんうん、こなた、ミミックいっぱい置きたいのだ。勇者は欲張りだから、ミミックの中に本物の宝石を浅く入れておいたら、ぜったい次々ゴキブリホイホイみたいに引っかかるのだ！」

　今まで乗り気ではなかったクラスメイトたちに熱気が出てきて、竜崎もうれしそうだ。黄よ泉み原はらもノリノリで考えている。

「そうですね、勇者なんかにバカにされては魔王の名折れです。ぼくは、あちこちに毒罠ポイズン・トラツプを仕掛けようかな……毒紅茶を淹いれて『ご自由にお飲みください』って書いておいたら、勇者が引っかかるんじゃないでしょうか」

　黄泉原もノリノリだ。

「毒紅茶かー、それいいな。せっかく勇者が来るんだから、アタイが第六天魔王のすっげー怖い魔王だってとこアピールして、天下に名をとどろかせるチャンスなのに……アタイの茶ちや坊ぼう主ずの茶は、別に毒じゃねーしなー」

　織お田だが腕うで組ぐみをして考える。竜崎が言った。

「そだな、志し信のぶのお茶だとふつうにおいしいから、おもてなしになってしまうな」

「うーむ、魔王として、魔王のダンジョンにやってきた勇者に『よくぞここに来た勇者よ、たっぷりともてなしてやろう！』ってのはよく言うセリフだけど、それでふつうに緑茶とお茶ちや菓が子し出てきたら、逆にビックリするよなあ」

「わたしの名はペルチェ……それは逆にブラフとして成立しているのでは……」

「そうだよ、全然危険じゃないものを置いて、逆に相手の警けい戒かい心しんを刺し激げきするっていう心理作戦があるじゃないか」

　ペルチェと黄泉原のことばに、織田はこくこくとうなずいた。

「なーるほど！　心理戦の駆かけ引ひき上手な魔王、ってむしろ一周回ってふつうの魔王より怖こわいか！　よし、アタイふつうにお茶淹れる！」

　みんな勇者の目をすごく意識している。それがやる気を引き出しているのだ。交流文化祭は盛り上がりまくりそうで、俺おれも楽しみだった。とはいえ……毒紅茶とかミミックとか、過去の勇者たちの歴史を読みこんできちんと勉強している今どきの勇者が、そんな古典的な罠に引っかかるとは思えないんだけど。

　勇者として、俺はそんな疑問を抱いだかざるを得なかったのだが、みんなはますます過熱している。

「わたしの名はペルチェ……ではわたしは変形して、ダンジョンのドアになろうかと思し慮りよします……」

「ドアになって、取っ手を握にぎった瞬しゆん間かんに、その手首を食いちぎっちゃうのか？」

　さすが竜崎、おっとりしていても魔王だけあって、ときどき発想が怖い。

「わたしの名はペルチェ……いいえ、竜りゆう王おうの娘むすめよ、少し違います……。直接対決ならそれでもアリですが、魔王にとってダンジョン作りとは粋すいをこらした一種の芸術作品で、オリジナリティーが求められるのではないかと推測するのです……。そうでなければ、本気で勝ちにいくだけのつもりならば、ダンジョンなど二部屋あればじゅうぶんなのです。たとえば、まず入り口の広間に四天王を全員配置してフルボッコ、万一四天王が突とつ破ぱされそうなときは、勇者が四天王に気を取られているうちに奥おくの部屋から魔王が出てきて、後ろから襲おそいかかれば必勝ではありませんか……？」

「それ、ぜんぜんダンジョンじゃないね」

　黄泉原のことばに、ペルチェがうなずく。

「そうです、毒水蛇ヒユドラの四天王よ……これではただの闘技場アリーナであって、ダンジョンではない、ということです……。すなわち、ダンジョンは無む駄だに広くて長くて、行きどまりやトラップによって勇者を遠回りさせながら、体力をじょじょに削けずっていくのが基本なのです……。そこでわたしが考えたのは、ドアを開けてくぐった瞬間に、くるっと半回転するのです。すなわち、ドアをくぐったはずなのにいつの間にか通路を逆走させて、迷子を大発生させるのです……」

「わー、イライラしそうで面おも白しろいのだ！」

「はいっ、勇者の阿あ鼻び叫きよう喚かんが今から聞こえてくるようですね、ひい様！」

　竜崎たちが盛りあがっているが、勇者として俺はどうも腹の中がモヤモヤしてしまい、空気が読めてないかなと迷いつつも、ためらいながら挙手した。

「あ、あのさ……今のみんなの意見、ちょっと感想があるんだけど、言っていいかな」

「はい、何でしょうか、遊ゆ佐ささん？」

　委員長が当ててくれたので、俺は立ちあがって意見を言った。

「みんな、本物の勇者の行動パターンってあまり知らないまま、ダンジョンを考えてると思うんだ。たしかに勇者はダンジョンが好きで、ダンジョンを見れば入らずにはいられない衝しよう動どうに駆られるから、お化け屋敷ダンジョンを作ればお客さんはどんどん入ってくるとは思う。でも、問題は中身だ。たとえば竜崎が言ってたミミックだけど、今どきミミックに引っかかる勇者はめったにいないんだ」

「えっ、そうなのか？　かからないということは、エサが悪いのか？　宝石のかわりに、何を入れればいいのだ？」

　竜崎は竜りゆう宮ぐう城じようの姫ひめだけあって、対勇者トラップの考え方が基本的に魚さか釣なつりテクニックみたいになっている。

「そうじゃなくて、勇者と魔王の長い歴史の中で、今までさんざん魔王がダンジョンにミミックを仕掛けまくってきたから、勇者はすでに対策完かん了りようしてるってことだよ。だからまず子供時代から『そのへんに落ちてる宝箱を拾ってはいけません』って教えられるし、勇者学校では宝箱とミミックを見分ける透とう視し魔ま法ほうを一番に習うんだ。魔ま法ほう系じゃない勇者のためには、『ミヤブリーノＸ』っていう探知機も市し販はんされてる。これは、宝箱は生きてないただの物質で、ミミックは生きたモンスターだという違いに着目して、生命の波動を探知して見破るための機械で、一個一万九千八百円ぐらいで買えるんだ。だから、ミミックを仕掛けても、まず引っかかる勇者はいないと思う」

「ガーン！　そ、そうなのか……？　で、でもたまにミミックに引っかかってる勇者がいるではないか？」

「それはミミックを宝箱と間ま違ちがえてるんじゃなくて、ミミックの経験値が欲ほしくて、わざと開けてるんだと思う。まあ、それが魔王たちが今でも、勇者にはミミックが効く、と誤解している要因なんだけど」

「ならば、こなたが一いつ生しよう懸けん命めい仕し掛かけたミミックを見て、勇者たちは『まだミミックなんか仕掛ける魔王いるのか、かーわいー』とかバカにしたりするのか？」

「うん、今どきこれか、って呆れられるだろうな」

　俺が言うと、竜崎はかなりショックを受けたようすで、両手でほっぺたを押おさえた。

「ガーンガーンガーン！　魔王たるもの、勇者にバカにされるなんてムカつくのだ！　ただし、ヒロに『もう、竜崎っておばかさんだな☆』って言われてデコチューされるのならば可だ。というかむしろデコチューするのだ、ヒロ！」

「論点変わってるだろ！」

　ふと、後ろから誰かに肩に手を置かれた。振ふりかえると、黄泉原が青ざめた顔でニッコリ笑っていた。

「遊佐くん、ひい様にデコチューなんかしたら、くちびるをチクチク縫ぬい合あわさせてもらうからね？」

「俺何もしてないだろ！　ついでに黄泉原、おまえの毒茶作戦も、ぜったい勇者は引っかからないから！」

「えっ、ダンジョンの中をウロウロしてたら、のどがかわくだろ？　何か飲みたい、と思わない？」

　黄泉原は本気で意外そうにたずねたので、俺は言ってやった。

「無い無い。不思議の国のアリスの時代から、そのへんに放置してある食い物や飲み物はロクなことがないって学習してるから、今どきの勇者はマイ水すい筒とう持参だぞ。ふつうの学校だって、昔はお茶とか持ってったらダメでウォータークーラーの水を飲みなさい、だったらしいけど、今は熱中症とかが危ないからマイ水筒持ってきなさい、に変わってるしな」

「でも、たまにダンジョンの奥に回復の泉とかがあるじゃないか。回復の泉に見せかけて、毒水を入れておくとかは？」

「ついでに忘れてるようだが、黄泉原の毒魔法ポイミンは魔王に対しては毒だけど、勇者に対しては回復魔法になるんだが」

「うわああ！　そうだった、ほんとに回復の泉になっちゃう！」

　黄泉原は頭をかかえた。黄泉原は、竜崎の四天王の中では一番頭が良くてブレイン的な立場ではあるけど、主人に似て天然であるのは否いなめない。本気で今まで気づいてなかったとは……。

　たぶん勇者をやっつけるためのダンジョンの奥に、なぜか不自然に回復アイテムや回復の泉なんかが置いてあるのは、魔王の優やさしさとかご都合主義的なものじゃなくて、黄泉原みたいなドジっ子魔王がトラップのつもりで仕掛けたんだろうなあ、と俺は思った。

「わたしの名はペルチェ……では少年よ、わたしの無限くるくる回転ドアのアイディアだけが使える、ということですか？」

「いや、勇者は学校でダンジョンマッピングの授業やるから。位置測定の魔法が使えない勇者でも、方眼紙を使って、こういうふうに自分が歩いてきた道に目印をつけながらマッピングしていくから、ぜったいに気づかれる。無限ループ通路で脱だつ出しゆつできなくなった勇者が干ひからびて死ぬなんて、最後の事例が百年以上前だって習ったぞ」

「むむむ……想像以上に、勇者のダンジョン対策は進んでいるのですね……わたしの名はペルチェ……」

「勇者を少々見くびっていましたが、なかなか手ごわそうですね。これは、勇者をぐぬぬとうならせられるレベルのダンジョンを作るには、かなりの努力が必要そうです」

　委員長が眉まゆをひそめ、ほかのクラスメイトたちも考えこんでしまった。

　ふと、竜崎がポンと手を打って、ぴーんと挙手した。

「あっそーだ、委員長！　こなた、いいこと考えたのだ。せっかくうちのクラスにはヒロがいるのだから、ヒロにダンジョン監かん修しゆうをしてもらったら良いのではないか？」

　ダ……ダンジョン監修？　耳慣れない職種なんだが、何なんだそれは？

「たとえば、ミミックだとばれない宝箱はどんなふうに作ればいいかとか。勇者的には、宝箱なら何色が一番開けたくなるとか、宝石が誘さそうように中からはみ出てる感じがいいとか、それでは白々しくて罠っぽすぎるとか……そういうのを、勇者の視点からヒロに見てもらって、勇者もびっくりのダンジョンを作るのだ」

　ああ、なるほど。竜崎、ふだんは天然でぽやぽやしてるのに、たまに目のつけどころがシャープだ。さすが、世界の海を支配する竜王の娘らしい貫かん禄ろくと器量の大きさが、ときどき見え隠かくれするなあ、と俺は思った。委員長も、感心したようすでうなずいた。

「なるほど、それはいいですね。他のクラスもお化け屋敷やダンジョンはやるでしょうけれど、たぶん出るアイディアは今うちのクラスで出たのと同レベルでしょう。うちは勇者監修で、激ムズダンジョンを作りましょう。ほかのクラスのダンジョンが勇者たちに『すぐクリアできた、へぼいクソダンジョン』と鼻で笑われる中、歯ごたえありまくりの最凶ダンジョンを作ろうではありませんか！　そしてわたしは、その激ムズダンジョンを作ったクラスの委員長として聖セントレジェンド島の勇者たちのあいだで伝説になり、お姉様を超こえるのですッ！」

　何ということだろう。今まで魔王たちに狙われる立場でしかなかった、俺の「勇者」という属性のおかげで、今俺はクラス中に頼たよりにされる存在になってしまったのだった。




　翌日の放課後から、お化け屋敷を作る仕事が始まった。

　ダンジョンの壁かべ自体は、教室の机を積み上げてベニヤ板やカーテンを張って作る。そのあちこちに置くトラップを作る係と、ダンジョンの迷めい路ろを設計する係に分かれていた。俺は大道具係で、ベニヤ板にダンジョンの壁っぽい石いし垣がきの模様を描かいていた。

「遊佐さん、わたし迷路を設計中ですが、勇者的には無限ループと行き止まりのどちらがイラッとしますか？」

　委員長が方眼紙を持って、俺のところにやってきた。

「うーん、無限ループかな。無限ループに気づけばすぐ脱出できるとしても、それまで気づかずに歩いて無限ループと気づいたときの徒労感は半はん端ぱじゃないから、後々まで精神的ダメージを引きずるかも」

「なるほどなるほど」

「校内にどうやって無限ループを作るんだよ」

「わたしの魔ま方ほう陣じんを通路に仕掛けておくんです。魔方陣模様のトンネルをくぐってると思ってたら、ほんとに魔方陣だという」

「あ、なるほど。じゃあ魔方陣が後付けだってバレないように、そのまわりの壁にもニセモノの魔方陣をペンキで描いておいたほうがいいかな」

　俺はベニヤ板の石垣の上に、魔方陣の下書きをチョークで加えた。そうしてせっせと描いているあいだにも、クラスメイトたちが次々に俺のところへやってくる。

「遊佐、スーパーモンスターの経験値と、伝説の武器みたいな形が残る物と、あとパワーアップフード系の物と、勇者ってどれが一番好き？」

「モンスターだったら、あたしの使い魔のアヌビスを出してもいいよ。毎朝散歩させてせっせと世話してレベルを上げて、フリスビーも百発百中で取ってこれるし、ちょっとした四天王レベルになってるんだ。勇者が見るだけでヨダレたらしそうだと思うけどなぁ～」

「あんたの使い魔なんかザコよザコ、アヌビスってしょせん犬でしょ、駄だ犬けんでしょ？　わたしのかわいいケツァルコアトルのほうがぜったい勇者受けいいって、なんか羽とか生えててかっこいいし」

「鳥系ってなんか迫力ないじゃん、勇者が戦いたいって思うのはやっぱ獣けもの系だよね、遊佐ならどっち？」

「迫力なくても、うちの子のほうがかわいいもん！　かわいいほうが好みだよね、ねー遊佐っ！　ねえ聞いてるの遊佐、遊佐遊佐っ！」

　うーむ、絵を描いてるのに遊佐遊佐ユサユサ揺すられて、魔方陣が委員長のまんまる魔方陣ではなく、生徒会長の、ダリの絵の時計のように歪ゆがんでペイズリー柄がらみたいな魔方陣になってしまう。いったい魔王というのは、待つということができないのだろうか。

　とはいえ、今までは魔王たちに狙われるばかりだったのに、何か皆みなで一丸になってこういうの作るのって、やっぱり楽しい。

「すごいな、ヒロはみんなの人気者だな。そんな人気者のヒロがこなたと仲良しだなんて、こなたすっごく自じ慢まんだぞ」

　俺といっしょに壁を塗ぬっていた竜崎は、ほんとに嬉しそうだ。竜崎と心を通わせるように、魔王たちとも一体となって何かをすることはできるのかもしれない。世界支配とそれを阻そ止しする立場、全然違う考えを持っていたとしても。

　……いや、この魔王学校に通って俺が最近気づいたことだが、魔王と勇者は、目指すものは正反対でも、実は似ている気がする。

　勇者は、魔王が支配する世界を救おうと思っている。魔王は、勇者が調和を保つ世界を侵しん略りやくしたいと考えている。そのふたつが入り混じったこの世界には、いろいろな矛む盾じゆんがある。そして戦いが起こる。

　勇者も魔王も、どちらも自分が考える正義を持っている。そして、どちらも相手の正義は受け入れられない。相手の正義を、自分の正義で完全に塗り替かえたい。オセロゲームの表と裏、それが勇者と魔王なのかもしれない。

　どちらかが一歩引けば、戦いは起こらずに済むのだろうか？　けれど、どちらかが一歩引けば、相手が一歩踏みだして、そのまま侵略されてしまうかもしれない。

　だから、渾こん然ぜんとした現在のまま、魔王と勇者は共存している。オセロゲームがどちらかに偏かたよることはないと思う。どちらにも自分の正義があるというのは、言い方を換かえれば、どちらにも相手から見た悪があるということだから。

　竜王さんは、それでいうとかなりグレーゾーンだと思う。黒と白とどちらも選べないから、混こん沌とんとした矛盾をはらんだまま過ごして行く。それが、勇者ギルドと魔王ギルド、両方が存在しながら、お互たがいがつぶし合わない理由なのかもしれない。最古の勇者、メソポタミアのギルガメシュの時代から、五千年にわたって戦いつづけた勇者と魔王の、それが結論なのかもしれない。

　そう考えると、俺がこの魔王学校にいることも、魔王たちとそこそこ仲良くやってることも、そう不思議なことではないのかもしれない。そして、だからこそ勇者ギルドと魔王ギルドのあり方は、変えるべき時期に来てるのかもしれない……アテナさんが言うように。

「遊佐くん、何をボンヤリしてるんだ。角材を押さえるの、手伝って」

　黄泉原にちょっときつめの声で言われて、俺はハッと現実に引き戻もどされた。黄泉原も俺と同じ（というか竜崎のそばでの仕事を選んだのだから、厳密には、竜崎と同じ）、壁を作る係である。

「ご、ごめんごめん、考え事してた」

「みんなのアドバイザーもいいけど、体もきちんと動かしてほしいな。男子が二人しかいなくて、木工要員がいないんだから」

「うん、冥めい土とは木工が上手なのだ。竜りゆう宮ぐうでガルムの犬小屋も作ってくれたのだ」

　竜崎がニコニコして言うと、黄泉原は赤くなった。

「きょ、恐きよう縮しゆくです。ひい様のペンキ塗りも素す晴ばらしかったです、とてもサイケデリックで……ガルムが眠ねむれなくなって、三日でお払はらい箱ばこになるぐらい、芸術的でした」

　どんな色で塗ったんだ、竜崎。お化け屋や敷しきの壁作りを任せることに一いつ瞬しゆんためらいが生じたが、いや、お化け屋敷の壁なんだからむしろそっちのほうがいいのか？

　で、俺たちが角材をギコギコのこぎりで引いている横で、竜崎はペンキのバケツを手に、壁に立てかけたベニヤ板を塗っていた。壁は勇者の視線を完全に隠さないといけないため、かなり高い。それで、

「わーん、塗れないのだー！」

　途中から竜崎は背が足りなくなって、ペンキのバケツを片手に、はけを持ってひっしにつま先立っていた。

「あ、上のほうは俺たちで塗るから……」

　今は角材から手が放せないので、角材を押さえながら俺が竜崎にそう言った横を、他の場所でペンキ塗りをしていた織田がスッと横切った。

「ほらよ」

　織田が竜崎を後ろから抱っこして、高くしてやる。さすが重い長ドスを自由自在に振り回まわせるだけの腕わん力りよくだなあ、と俺は感心した。

「わあー、志信、ありがとうなのだ♪」

　竜崎は、うれしそうに上のほうをペタペタ塗る。すると織田は、竜崎を持ちあげながらぶっきらぼうに、

「べっ別にテメーのためにやったわけじゃねーから！　アタイも紫むらさきを使うから、早くペンキが欲しかっただけだっつーの！」

「ちょ、調子に乗ってごめんなのだ」

「いいからとっとと塗れ！」

「はっ、はいなのだ！」

　竜崎はあわてて、壁を塗りはじめる。しかし、とっとと塗れと言いながら、織田は竜崎を抱き上あげつづけてやっている。第六天魔王なんだから、ペンキ塗りが終わらない奴やつは殺してしまえホトトギスとか言いながら、竜崎がペンキを塗り終わるのを待たずに無理やりペンキを奪うばい取って、自分の受け持ち部分をさっさと塗りはじめることだってできるだろうに。

　織田って、とてつもなく凶きよう暴ぼうで乱暴なのだが、ときどき優しいかなっと思うことがある。でもそう言ったら、

『第六天魔王が優しいとか、愚ぐ弄ろうしてっとブッ殺すぞホトトギス！』

　みたいに怒おこられるから、俺は何も言わなかった。結局織田は、竜崎が塗り終えるまで、五分も抱き上げ続けていた。




　そうこうしながら、着々とお化け屋敷の準備が進んでいった。そして、俺は自分の壁作りの仕事と、みんなのダンジョンアドバイザーとしての仕事とで、どんどん忙いそがしくなっていった。

「遊佐さん、お化け屋敷の中に召しよう喚かんするモンスター、勇者的にどれが怖いか選んでいただけませんか？」

「わたしの名はペルチェ……少年よ、それより先に、わたしが作ったトラップに引っかかってみていただけませんか……勇者がどれぐらいだまされるか、実証試験を行いたいのです……わたしの名はペルチェ……」

「遊ー佐っ！　遊佐遊佐遊ー佐っ！　ベニヤ板で墓場作るんだけど、和風と洋風とどっちが怖い？　勇者的には洋風の墓場って、ゾンビ出てきても当たり前的でつまんねー？」

　委員長もペルチェも織田も、仕事が進むにつれて質問が具体的になってくるので、俺は一日中頭を使わなければならなかった。

「ヒロ！　ヒロヒロヒロヒーロ！」

「竜崎は何なんだ、ガルムはもうじゅうぶん怖いからこれ以上何もしなくてもいいぞ」

「声かけただけなのだ、みんなヒロに用事があったから何だか対たい抗こう意識メラメラになっちゃったのだ」

　竜崎が、悲しそうな顔をした。確かに、毎日忙しくて、前みたいにたまに竜崎といっしょに帰ったり、竜崎の部屋に宿題を見てやりに行くということが無くなっている。

「わかった、竜崎。じゃ、今日はいっしょに帰ろうか？」

「ほんとかっ？　わーい、うれしいぞ、ヒロ♪」

「もちろんぼくも一いつ緒しよだよね、遊佐くん？　大事なひい様と勇者が二人きりで帰ったりしないよね？」

　黄泉原が笑ってない目でにっこり笑いながら、俺と竜崎のあいだに割って入った。お化け屋敷作りで協力して、二人きりしかいない男子として前より仲良くなれた気はするんだが、竜崎を守る四天王として、竜崎のことだけは引けない一線なんだろうなあ、と思った。




　そういったわけで、俺と竜崎と黄泉原はその日、三人で帰っていた。

　竜崎がいれば、海の魔ま物ものは攻撃してこない。で、校内には武器と使い魔の持ち込みが禁止のため、使い魔じゃなくてただのチワワなんだけどまじめな竜崎が校則を守って、授業中は裏山で遊ばせているガルムも、俺たちに合流した。ガルムの顔は精神破壊攻撃メンチサイドレベルの怖さがあるので、ガルムがいれば陸の野の良らモンスターも近づいてこない。俺としては、五百メートルを走って帰らずにすむから、文化祭の準備で疲つかれてるときにありがたいと言えばありがたい。

「あれ、ヒロ。あれは何なのだ？」

　半分ほど歩いたところで、竜崎がすっかり暗くなった空を指さした。そちらに目を向けると、きらめく星の海を越こえて、銀色のペガサスが飛んでくるのが見えた。

「フリト！」

　フリトのペガサスだ。俺が手を振ると、フリトも気づいたようで、俺のほうにペガサスの首を向けた。

「ひい様を誘ゆう拐かいした勇者かっ？　お、降りてくるつもりか！」

　黄泉原がものすごく警戒している。黄泉原の毒手ポイズン・ハンドは勇者には効果が無いから、戦うとしたらパンチぐらいしかない。黄泉原はいちおう、その拳こぶしの毒とスピードを利用したカミソリパンチ攻撃を会え得とくしてはいるが、きゃしゃで小こ柄がらだからパワーとリーチに劣おとる。自分の戦せん闘とう力りよくの低さを理解しながらも、竜崎を守るための作戦を必死に考えているのがわかった。やっぱり黄泉原は、見た目はそこらの女子よりかわいいぐらいだけど、一本芯しんの通った漢おとこらしい性格だなあ、と俺はあらためて思った。

「だいじょぶだぞ、冥土。あの銀ぎん髪ぱつの勇者は最近、ちょっといい人になったのだ。ヒロと仲良しなので、こなたはすっごく嫌きらいだがな」

　竜崎が、黄泉原の警戒を解くようにそう言った。

「うん、交流文化祭の打ち合わせで何か聖セントレジェンド島からの連れん絡らくがあったら、フリトがメッセンジャーになるって決まってるんだ。連れん絡らく事じ項こうを届けに来ただけだと思うから、大だい丈じよう夫ぶさ」

　俺も黄泉原にそう言った。それで黄泉原も、

「……そうなのか？　まあ、交流文化祭までにトラブルを起こしたら聖セントレジェンド島の生徒会のメンツをつぶすことになる。そこまでバカなことはしないだろうから、安心していていいの……かな？」

　と、ためらいつつも、ファイティングポーズを解除した。

　フリトは、俺のほうに降りてくる。すたっ、とペガサスが路上に着地した。銀色に輝かがやくペガサスの上で、フリトの銀色の長ちよう髪はつも輝いている。やっぱフリトはかっこいいなあ、白馬のペガサスとかかっこよすぎるだろ。

「ヒロ、ちょうど良かった。黒くろ姫ひめ生徒会長に連絡があるんだけど、この時間だと生徒会長室と寮りよう、どっちへ行けば……」

　竜崎がさりげなく、俺の腕うでに腕を回してぎゅっと抱きしめ、フリトをにらんだ。それを見て、フリトは苦く笑しようする。

　俺は焦あせった。お、おい竜崎、いきなり何するんだ。フリトも何なんだ、そのやれやれみたいな優しい微ほほ笑えみはっ！

「失礼、竜王の姫ひめ殿でん下かの前で馬に乗ったままでは失礼だったね」

　フリトがペガサスの上から下りようとした。その紳しん士し的てきな態度と優ゆう雅がな物もの腰ごしは、こちらの警戒心を解くに十分なのに、なぜか黄泉原はさっきよりも態度が硬こう化かしていて、敵てき愾がい心しんの塊かたまりみたいにフリトをにらんでいた。ひょっとして、フリトが竜崎にちょっと気をつかったのが、黄泉原レーダーでは「ひい様を狙ねらう不ふ埒らちな輩やから」として引っかかってきたのだろうか。

　フリトがペガサスから下りた瞬間、道沿いのジャングルから白い煙けむりのようなものがドッとあふれてきて、フリトとペガサスに巻きついた。それは、長い白い毛だった。

「うわあああ！」

　フリトとペガサスは、高々と持ち上げられてしまう。

「あっごめんフリト、このへん野良モンスターとかいるから！　ガルム、追おい払ってきてくれ！」

「がるるー！」

　俺のことばと同時に、ガルムがジャングルの中に駆けこもうとした。だが少し行ったところで、ガルムはじりじりっと後ずさってしまう。

「が、がるるー……？」

「どうしたガルム、何がいたんだ？」

　俺がガルムのところに駆け寄よると、ジャングルの中からズシンズシンと、重い足音を立てて何かが出てきた。白い長い毛を持つ……それは番長の、岩いわ見み先せん輩ぱいだった。

「い、岩見先輩？　こんな時間にジャングルの中で何やってるんですか？」

「島シマの見回りをしとったんじゃ、いつもどおり不ふ審しん者しやが近づかんようにな」

「ならフリトとペガサスは放してやってください、生徒会長の用事で来たんです」

「忘れたか遊佐、ワシは聖セントレジェンド島との交流文化祭は反対じゃ！　聖セントレジェンド島からのメッセンジャーならむしろ都合が良いわ、ワシの島シマに入りこんだ勇者がどうなるか、見せしめにボコってやるわ！　秘ひ儀ぎ、猩しよう々じようォォォーッ！」

　岩見先輩は歌か舞ぶ伎きの連れん獅じ子しのように、大きくグルンと首を回した。長い髪かみがムチのようにうねって、フリトたちがグルングルンと振り回される。

「うわあああああーっ！」

「フリトが危ない！　フリトが危ないのに今聞くことじゃないかもしれないけど、気になるから岩見先輩に問いたい！　『しょうじょう』って何だ、表ひよう彰しよう状じようみたいなやつか？　表彰状で、どうしてグルグル振り回すんだ？」

「タワケがッ、賞状ではなく猩々じゃ！　狒ひ々ひと同じく魔ま猿えんの一種で、酒に酔よって赤く染まった長毛の妖よう怪かいじゃ。日本古来の文化・能の演目にあるのを知らんのか？　小学校の芸術鑑かん賞しよう会かいで、能を見に行かんかったかッ！」

「うちの小学校の芸術鑑賞会はオペラだった」

「西洋カブレがッ、日本人ならもっと日本文化に親しまんか！　文化祭の演目にも能や歌舞伎を入れたらどうじゃ、もっともその前に交流文化祭などさせはせんわーッ！」

　岩見先輩はひときわ大きく首を回し、フリトたちを海辺の岩場にたたきつけようと、高く振り上げた。フリトは海の魔物の攻こう撃げきを防ぐために聖せい剣けんバルムンクを持ってきているのに、反はん撃げきしない。責任感の強いフリトは、ここで麻桜中学の生徒を正当防衛とはいえ攻撃したら、交流文化祭が中止になると思って、反撃を控ひかえているんだろう。勇者的な考え方で、まさか相手もそこまでするまい、と思ってるのかもしれない。

　でも、相手は魔王である。反撃しなければ、本気で殺しにくる相手だということは、俺はこの一年半でじゅうぶん学習している。

「やめろ、岩見先輩！　出いでよ、草くさ刈かり機！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードをとなえた。唇くちびるから出た言葉は風になり、風はつむがれて円形の刃はが高速回転する草刈り機となった。鋼線を束ねたような岩見先輩の毛がふつうの剣で切れないことは、すでに経験済みである。

「ヂュギイイイイイイイィィン！」

　草刈り機は岩見先輩の髪を、根元からスパッと切り落とした。フリトとペガサスは、そのまま岩場に落下する。そこを海の魔物たちが攻撃してきたので、あわてて竜崎が叫さけんだ。

「こらーっ、マオウイカもクラーケンも、その二人を食べてはだめなのだ！　それより、せっかく足がたくさんあるのだから、二人に絡からんだ毛を解くのを手伝うのだ！」

　巨きよ大だいな魔物たちが竜崎の言葉には素す直なおに従い、黄泉原も加わって、髪の毛けを必死に解きはじめた。俺も手伝いたかったけれど、目の前に怒いかり心頭に発した岩見先輩がいる状態では、そうもいかない。

「遊佐、どかんかい！　ワシは貴様とはあまり戦いとうないんじゃ、貴様はワシが熱ねつ中ちゆう症しようで死にかけてたところを助けてくれたからのう！」

「俺だってそうだけど、フリトを攻撃するなら戦うしかないでしょうが！　交流文化祭をやってみたら勇者のことを見直すかもしれないし、もう決まったことなんだから、岩見先輩も協力してください！」

「断る、信念は譲ゆずれん！　そこをどけい！」

「俺もどきません、信念は譲れません！」

　フリトたちのほうへ行かないよう、俺は岩見先輩の前で両手を広げて壁を作った。岩見先輩は、ため息をつく。

「やれやれ、仕方ないのう……魔ま王おう稼か業ぎようや勇者稼か業ぎようを続けていれば、こういう『本意ではないが譲ることもできん』という戦いが、一度や二度あるもんじゃ。行くぞ遊佐っ、死ぬ覚かく悟ごはできとるだろうなッ！」

　岩見先輩が拳を振り上げ、突とつ進しんしてくる。見た目は巨大な白い雪玉が転がってくるように見えるけれど、押しつぶされるだけでもダメージがかなりありそうだ。どう戦うか、あの鋼線のような毛と巨きよ体たい、完全装そう甲こうされた重戦車のような岩見先輩をどうやれば倒たおせる？

「釜かま！」

　一度「鎌かま」と間違えて出てきた「釜」で岩見先輩を撃げき退たいできたことを、俺は思いだしてそうとなえた。剣の呪言ソード・ワードはまだ修しゆ行ぎよう中の術なので、精神を集中させないとミスが多発する。以前はちょっと焦ると同音異義語の間違いが頻ひん発ぱつしていたけれど、さすがに俺も数々の戦いを経へて、少々のことでは動どう揺ようしなくなり、ミスも減った。今回も、釜と言えばちゃんと文字どおり、巨大な鉄てつ釜がまが現れて岩見先輩のほうへ飛んで行ったのだが……。

「猩しよう々じようッ！」

　岩見先輩がグルンと頭を回した。長い毛が伸のびて、鉄釜を野球のバットのようにカキーンと打ち返してしまう。

「わっ、釜が通用しない！」

「同じ手を二度食くらうか、ワシとて学習ぐらいするわ、愚おろか者ものが！　貴様も場外ホームランにしてやるぞッ、遊佐ッ！」

　長い髪が大だい蛇じやのように波打って、俺を真正面から打うち据すえる軌き道どうに入った。これはどんな盾たてを出だしても、質量で押し切きられて吹ふっ飛とばされることは避さけられない。やられる、と思ったそのとき、

「黒い万軍ブラツク・サバオス！」

　生徒会長の声が響ひびいた。岩見先輩の前に歪んだ魔方陣が現れてぐにゃぐにゃと回転し、その中からブラックドラゴンにまたがった黒い鎧よろいの騎き士したちが飛び出してきた。

「ぬおおお！」

　岩見先輩はブラックドラゴンたちに取り囲まれて、押しくらまんじゅう状態になる。空からバサバサと降りてきた、ひときわ巨大なブラックドラゴンの背に、生徒会長が立っていた。生徒会長は輝く黄金の髪をなびかせながら、凍いてついた目で岩見先輩を見下ろした。

「聖セントレジェンド島が使者を出したと連絡してきたのに、到とう着ちやくが遅おそいからようすを見にきて正解でしたわ。岩見重じゆう太た郎ろう、あなたは交流文化祭を阻止して、わたくしの輝く生徒会長歴に泥どろを塗る気ですの？」

　どうやら、生徒会長に後の事は任せておけそうだ。俺は急いでその場を離はなれ、岩場にいるフリトのほうへ行った。マオウイカたちが頑がん張ばったのか、フリトもペガサスもすでに髪の毛の縛いましめから脱出していた。幸か不幸か、毛糸玉状態で岩場に落ちたおかげでほとんどケガはしていない。ペガサスが少し足をすりむいていたが、黄泉原が白しろ手て袋ぶくろをはずして紫むらさき色いろに染まった毒手ポイズン・ハンドで撫なでてやると、すぐに傷は治った。

「ありがとう、礼を言うよ」

　魔ま王おう相手でも、フリトは礼れい儀ぎ正ただしく礼を言った。敵愾心を燃やしていた黄泉原が、特に何も言わずにフイッと顔をそむけたところを見ると、まだ心を許しているわけではないけれど、抵てい抗こう感も減ってきたのかな、と思う。こうやって交流文化祭でもっとお互いを理解できれば、岩見先輩にだってわかってもらえるんだろうにな、と俺は思った。

　でも、岩見先輩はあくまでも、生徒会長の意見に反はん抗こうし続けている。

「ワシは危険じゃから危険じゃと言っとるだけじゃ！　生徒会室でふんぞりかえっとるだけで何もせん貴様のようなヘタレでは、前線のことはわかるはずもなかろう！　勇者どもは麻桜島を狙って、これまで何度も領海侵しん犯ぱんをしとるんじゃぞ！」

「岩見重太郎、本気で叩たたけば簡単につぶせるあなたをつぶさなかったのは、わたくしがあなたを恐おそれていたからとでも？　頼たのみもしないのにそこそこの戦闘力でまじめに前線警備をしてくれて、都合の良いコマだから動かしていただけですわよ。あなたはしょせん兵隊、兵隊には戦争はできませんわ。戦争を行うのは将軍、つまりこのわたくし！」

　生徒会長がスッと手を上げると、岩見先輩を押しくらまんじゅう状態にしたまま、ブラックドラゴンたちがバサバサと飛び上がった。

「ぐぬぬ、動けん！」

「交流文化祭が気に入らないのなら、参加されなくてけっこうですわ。終わるまで封ふう印いんされていていただきましょう。島内に封印では、シンパの者が助けにくるかもしれないので、並なみ大たい抵ていの努力では近づくことすらできない人外魔ま境きよう的なところに封印させていただきましょう。魔王らしくてよろしいでしょう？　行け黒い万軍ブラツク・サバオス、世界の果て、何者も這はい上がれぬギンヌンガ・ガップの深しん淵えんにその反逆者を叩きこんでくるのですわ！」

「ぬおおおお！　放さんかッ、勇者なんぞを島に入れて、知らんぞッ、どうなっても知らんぞォォーッ！」

　岩見先輩を連れて、ブラックドラゴンは闇やみ空高く飛び去って行った。

　岩見先輩にはちょっと気の毒だけれど、交流文化祭は成功してほしい。勇者と魔王が歩み寄れるこのチャンスを生かしたい。勇者はもっと魔王のことを知るべきだ。俺おれもこの学校に来て、魔王の見方が変わった……いい意味でも悪い意味でも、だが。魔王は俺の想像以上に悪逆非道だったけど、俺の想像以上に人にん間げん臭くさくて、勇者と同じように（方向性が悪方向ではあるけれども）まっすぐだった。

　だから交流文化祭が成功した後なら、岩見先輩もきっと少し歩み寄ってくれるんじゃないかと思う。そのためにも、今は文化祭の成功に全力を注がなければならない。

「助かりました、黒姫生徒会長」

　ブラックドラゴンが舞まい降おり、地面に降りてきた生徒会長の前にフリトはひざまずいて、その手にキスをした。魔王と勇者、美女と美男でものすごく絵になる。フリトのことがあまり好きではない竜崎までもが、思わず「わあ……」と嘆たん息そくの声を漏もらしたほどに。

　というか竜崎は、フリトが岩場に落ちた時、迷わず素す早ばやく助けに行った。相手が勇者だろうが何だろうが、困っている人はパッと反射的に助けに行ってしまう。育ちが良いせいか性格が良いせいか、ほんとに魔王としては大失格の劣れつ等とう生せい魔ま王おうなんだけど、竜崎のそういうところが俺はすごく好きだ。俺の、魔王に対する凝こり固かたまった見方を変えてくれた最大の功労者だけのことはある。

　生徒会長が、フリトに言った。

「無礼な生徒のせいでご迷めい惑わくをおかけしましたわ、わたくしの考えに賛同していない反逆者は排はい除じよしておくべきでした」

　うわあ、恐きよう怖ふ政治。考えが違ちがう相手と、理解しあえるまで語り合うんじゃないんだ。そう言えば織田信長も、鳴かないホトトギスにいっさいの譲じよう歩ほも話し合いの機会も与あたえずに、殺してしまうんだもんなあ。これが正しい魔王的な考え方、ということなのか。
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「それで天てん竺じくフリト、ご用件は？」

「原須生徒会長から、親書を預かっています」

　そう言ってフリトが制服の内ポケットから大切そうに出したのは、絹の布で包まれた水すい晶しよう玉だまだった。生徒会長が水晶玉を受け取ると、水晶玉の中にアテナさんの顔が映った。

『きゃっぽー、るっしー？　とーちょーされたら嫌いやだから、天竺きゅんに水晶玉持ってってもらったんだけど、無事届いたみたいで良かったですぅ。聖セントレジェンド中学の生徒たちが完全にお客様では申し訳ないから、せっかくだから勇者学校と魔王学校の合同企き画かくはどうかと思って、連絡したですぅ』

　アテナさんが言った。水晶玉に近づきすぎて鼻デカドッグみたいな映りになってるのは、天然か、天然なのか？　生徒会長が、怪け訝げんそうに眉をひそめてたずねた。

「合同企画、とは何ですの？」

『魔王コンテストですぅ』

「そんなの毎年やっていますわ。一番強い者が最強の魔王ということで、バトルロワイヤルを……」

『バトルロワイヤルやってちゃ、コンテストにならないですぅ』

「では、他にどうやって勝敗を決める方法があるとおっしゃいまして？」

『魔王はやはり勇者に狙われていくらですぅ、どんなに強い魔王でも不人気魔王とかいるですぅ。それに、たとえば同じ硬かたい魔王でも、体力も防ぼう御ぎよ力りよくも高い物理的に硬いだけの魔王よりも、どっちも低いけど回復魔ま法ほうを使ってダラダラと戦せん闘とうを引き延ばす魔王のほうが、スペック的には低いはずなのに、手ごわい強敵のように思えるし、思い入れができるですぅ』

「なるほど。ただ数値的な強弱だけでははかれない、勇者から見た魔王の魅み力りよくというものがある、ということなのですわね」

『ういうい、そういうことですぅ。なので、勇者が戦ってみたいと思う魔王を勇者が選ぶ、最強魔王コンテストをしてはいかがですぅ？　勇者はけっこう魔王のタイプの好みってあるですぅ。ジャケ買いみたいなもので、見た目が悪かったらまず戦いたいと思わないし、名実ともザコ魔王の場合は戦う気すらしないですぅ。がんばって塔とうを上って行ったら、がっかり魔王だった……って時の残念感ったらないですぅ。四天王のほうがずっと強いじゃんということもあるし、ここまできて魔王の動機が私し怨えんだったりちっちぇーという系のがっかりもあるですぅ。そんな魔王に当たるのは嫌なので、勇者がほんとに戦ってみたい、悪の華はな咲さく魔王のコンテストをしたいのですぅ』

「つまり、勇者たちが審しん査さ員いんになって魔王を選ぶということですの？」

『ういうい、そうですぅ。だから合同企画なのですぅ』

「面おも白しろそうだな、それ。自分の能力が勇者からどう見られてるか、魔王としても興味ありますね」

　黄泉原が言った。竜崎は、恥はずかしそうに両手の人差し指をつんつん合わせる。

「こ、こなたはヒロからどう見られてるかとか、恥ずかしくて聞きたくないのだ」

「わたくしもあまり興味は持てませんわね、魔王が勇者に品定めされるというのはプライド的にも、いささか面白くありませんわ。その合同企画が盛り上がるかどうか、怪あやしい気もしますけども？」

　生徒会長の言葉に、アテナさんは応えて言った。

『そこは賞品力ですぅ。るっしーだって、盛りあがらない運動会を盛りあげるために遊佐きゅんを賞品にしたと噂うわさに聞いたですぅ』

「じゃあ勇者を十人ぐらい、人ひと身み御ご供くうに差し出してくださるわけですの？」

『ののののの、勇者たるもの、文化祭を盛りあげるていどの目的で、仲間の血を流すことはできないですぅ～。話を盛りあげる目的で仲間が死ぬのは可ですぅ～、とりあえず殺しとけば、可か哀わい想そうな気持ちで涙なみだが流れるのを、感動の涙だと勘かん違ちがいするですぅ～』

　なんか今、すごく生々しいことを聞いたような気がする。

『というわけで、商品に人命を出すことはできないですぅ～。やっぱこういうときは、自腹を切るのがかっこいいですぅ～。アテナも、すっごい大事にしてる宝物を出すですぅ～』

「宝物って、変なぬいぐるみとかじゃございませんでしょうね？」

『たらららったらー♪　アテナのおうちに代々伝わる、戦闘力がすごくアップするラッキーアイテム、イージス・サークレット～！』

　アテナさんが、青いネコ型ロボットの音楽とともに、水晶玉にくっつく勢いで頭飾りサークレツトを突つきだした。って……どう見ても、ネコミミカチューシャなんだが。いや、それ以前に、「イージス」の効力が「戦闘力アップ」？

「これが戦闘力アップアイテム～？」

　生徒会長もさすがに、ものすごく疑わしそうな目をしていた。アテナさんは、思いっきり自慢げに言った。

『ういうい、そのとおりっ、イージス・サークレットはすっごい威い力りよくを持つですぅ。これをつければ魔ま法ほう攻こう撃げきも物理攻撃も、その破は壊かい力りよくが数百倍に跳はね上がるですぅ♪』

　どうも腑ふに落ちない。というのは、イージスというのは、ギリシャ神話の戦いの女神アテナが持つ盾の名だと習っていたからだ。盾なら防ぼう御ぎよアイテムであって、戦闘力アップアイテムじゃないのでは？　それで、俺はフリトにひそひそ尋たずねた。

「盾なのに戦闘力アップ？　防御力アップじゃないのか？」

「いや実はぼくも違い和わ感かんを抱いだきはしたんだが、本人が言ってるんだから間ま違ちがいであるはずはないし、嘘うそをつく理由もないじゃないか」

「確かに、防御力アップでも役に立つもんな」

「それでぼくは考えたんだが、ほら小学校のころ勇者予備校の遠足で行った『伝説の武器展』で、『サロメの盾』ってあっただろ？」

「聖者ヨカナーンの首を奪った魔ま女じよサロメを、押おしつぶして殺したという盾か」

「それに『ペルセウスの盾』」

「見る者をすべて石に変えるというメデューサの首をくっつけて、戦闘力アップしたやつだよな」

「イージス・サークレットも、そういうやつじゃないかと思うんだ。戦闘型防御アイテム、っていうのかさ」

「なるほど！　俺はそこまで考えてなかった、さすがフリトは博識だな、かっこいい！」

　俺もイージス・サークレットが欲ほしくなった。魔王じゃないから、魔王コンテストに出られないから無理だし、あのネコミミはかなり使い手を選ぶ気はするけど。

「あ、あの、それは魔王が使ってもＯＫなんでしょうか？」

　ふと、黄泉原がぴんっと手を挙げて質問した。どうやら黄泉原も、イージス・サークレットに興味を持ったようだ。確かに黄泉原ならネコミミサークレットでも違和感なく着こなせるだろう、それにメイド服が合わさればある意味最強の破壊力であろう。

「たとえば勇者の回復アイテム系はポイミンの魔法がかかってますけれど、これは魔王には猛もう毒どくなんです。勇者が、死にそうな魔王に善意でくれたポイミンクッキーで魔王にとどめをさしてしまった、っていう事故もあるんです。そのイージス・サークレットは、そんな危険はありませんか？」

『その点は大だい丈じよう夫ぶですぅ、そのへんでとっつかまえた野良モンスターでばっちり魔物実験済みですぅ』

　それは安心、だけど逆の意味でひどい。

　魔王も使えると確かく認にんしたとたん、生徒会長も興味をくすぐられたようだった。

「なるほど……。戦闘力数百倍、よろしいですわね。リリ子こちゃんに圧あつ倒とう的てきな差を見せつけて、『おねーさますばらしいですわ！』みたいになるのですわ、クッククク……！」

　生徒会長、ものすっごい悪い顔をして笑っている。こんな悪の塊のような魔王にそんな強力な強化アイテムを与えてしまって大丈夫なんだろうか……と、俺は少し心配になった。

　けれども結局、合同企画「勇者が選ぶナンバーワン魔王コンテスト」は双そう方ほうの生徒会長の合意によって、行われることに決まったのだった。




　翌日、このコンテストの企画とイージス・サークレットの噂は一瞬にして麻桜島全体に広まった。

「勇者が戦ってみたいと思う魔王コンテスト？」

「戦闘力数百倍のアイテム？　ってもう、勉強も修行も必要ないチートアイテムじゃないの！」

「それを手に入れれば、あっさり世界を支配できちゃうわ、フヒヒ」

　こうもり組の魔王たちも、いっせいに悪い顔になっている。

　委員長・ペルチェ・織田の三人もそれぞれ、

「それを手に入れれば、数値的に完かん璧ぺきにお姉様に勝てます！」

「わたしの名はペルチェ……それを手に入れることに成功したならば、この時代を完全究極機械の天下とするに十分すぎるほどの力を得られるでしょう……」

「うっしゃー！　そいつを手に入れりゃ名刀・長は谷せ部べ国くに重しげの切れ味も数百倍、戦にもはや雑ぞう兵ひようは要らねー！　アタイ一人で無む双そう状態で、他の魔王も勇者も蹴け散ちらして天下統一できるってもんだぜー！」

　と、このコンテストにやる気を燃やしまくっていた。魔王たちはすっかり浮うかれてしまって、お化け屋敷作りからも少し気が散っているようである。黄泉原までもが、

「イージス・サークレットを手に入れてひい様にさし上げれば、もはやひい様は劣等生魔王ではなくなるんだ、どうやれば優勝できるだろうか……！」

　と、金づちも動かさずに角材の上に座すわりこんで妄もう想そうしている。

　だが竜崎だけは一人で地道に働き、ぺたぺたと壁かべにペンキを塗りつづけていた。

「竜崎はイージス・サークレット、興味無いのか？」

　そう言えばアテナさんからその話が出たときも、竜崎は何も言わなかった。俺がそう尋ねると、竜崎はペンキを塗りながら言った。

「うん、こなた興味無いのだ」

「どうしてです、ひい様？　イージス・サークレットがあれば、もう劣等生魔王とはサヨナラできるんですよ？」

　黄泉原が意外そうにたずねると、竜崎は首を横に振ふってきっぱりと言った。

「こなた、劣等生魔王ではあるが、ヒロに実力テストのときに勉強をいーっぱい教えてもらったから、算数はバッチリＯＫなのだ」

「いやひい様、中学生のそれは数学です。算数って言ってる時点で心配です」

「でも、掛かけ算ざんは数学じゃなくて算数なのだ。で、０に１００をかけても０であろう？　すなわち、戦闘力０のこなたが威力数百倍の戦闘力アップアイテムをつけたところで、０のままなのだ。すなわち、イージス・サークレットはこなたには必要無いのだ。こなたは自分に無いものを求めたりせず、クラスの仕事をがんばるのだ」

　と、竜崎はお化け屋敷の背景のベニヤ板にペンキを塗ぬる作業をまじめに続けた。黄泉原が胸を押さえて、よろけた。

「さすがひい様……深いお言葉だ。感動して、めまいがしてしまった」

「うん、やっぱ竜崎は世界の海を支配する竜王の娘むすめだけあって、器うつわはでかい気がする」

　だとすると、魔王コンテストに出ればひょっとして優勝する器はあるんじゃないかとも思ったけど、本人に出る気が無いんだし、それに俺も竜崎を勇者たちに値ね踏ぶみされるのは何だか嫌だから、何も言わずにおいといた。

　ふと、俺の横で壁を塗ってた織田がつぶやいた。

「器がでかい……勇者の目から見ると、竜崎みたいな魔王ってポイントが高い、ってことなのか……？　それって……、……」

「えっ、今何て？」

　半分ぐらい聞きき漏らして俺は聞き直したが、織田は、

「な、何でもねーよ」

　と言って、口をつぐんでしまった。……いったい、織田は何を言おうとしてたんだろう？







四章　異変！　豹ひよう変へん？　ミニスカ第六天魔王！







　その日、俺が学校から帰ろうとすると、校門の手前に織お田だが立っていた。織田は、俺の経験値を狙ってバトってくる回数は、たぶん麻ま桜おう中ちゆう学がくで一番多いと思う。

　だからまたそうなのかな、と思ったけど、いやしかし、織田は校門の「手前」にいる。ここまで来たなら、バトル禁止の校則をまぬがれる外側で待ってればいい話じゃないか？

「何か用か、織田？」

　本当に織田が俺に何の用があるのか予想がつかなくて、俺は尋ねた。すると織田は、モジモジしながら言った。

「あ、あのさ……。アタイ、魔王コンテストに優勝したいんだ。イージス・サークレットはもちろん戦闘力アップのためにほしいけど、第六天魔王として天下人を目指すには、ナンバーワンになりたいんだよ。それでいろいろ考えてみたんだけど、勇者がどんな魔王と戦ってみたいと思うのか、魔王のアタイにはよくわかんねーからさ……」

　織田は両手の人差し指を、クルクル回転させている。いつもは好き放題怒ど鳴なりまくっているのに、今はなぜか色白の顔を赤く染めて、ものすごく言いにくそうに口調がボソボソしている。それから、織田は急にハッとして顔を上げ、あわてて叫んだ。

「いやっ、その、別に遊ゆ佐さの好みの魔王になりたいってわけじゃねーからカン違いすんなよなっ！　アタイはただ、勇者の一いつ般ぱん的てきな好みのタイプの魔王はどんなのか聞きたい、って……」

　織田はひたすらもじもじしている。勇者が一般的に好む魔王のタイプ、戦ってみたいタイプ……と聞かれても、人によって好みがあるので、俺は答えに詰つまってしまった。でっかいモンスタータイプが迫はく力りよくあっていいという人もいれば、華きや奢しやな魔ま法ほう使つかいタイプが神秘的でいいという人もいれば、生しよう涯がいのライバル的な高潔なのがいいという人もいれば、唾だ棄きにも値しないぐらいのゲスのほうがモチベーションが上がるという人もいる。

　それで、俺がどう答えるべきか逡しゆん巡じゆんしていたとき、後ろから聞き覚えのあるヌケサクじみた声が聞こえた。

「あっ、遊佐せんぱ～い、見っけたのら～！」

「ずっと捜さがしてたんですけど？　校内ウロウロしすぎじゃね？」

　ノラ子とトラ子だ。二人とも、俺のほうにダッシュしてきている。

「おい、おまえらここは校内だぞ、攻撃を仕し掛かけたら先生に怒られるぞ！」

　もちろん、魔王が校則を守るわけもないので、校内で攻撃されることなど慣れている。吸きゆう血けつ鬼きの先輩に血を吸われかけたことだってある。だからそんなことを言っても二人がその気なら攻撃をやめるはずがないと思いながらも、俺はいちおう制止した。

　だが、ノラ子は俺のそばまで来ると、攻撃することなく足を止めた。

「失礼なのら、攻撃なんかしないのら。攻撃する気なら、ここまで来たら外に出てから襲おそうのらよ」

「そう言われると、確かに。じゃ、何の用なんだ？」

「攻撃は文化祭が終わってからなのら、今日のノラ子は遊佐先せん輩ぱいに質問に来たのら」

　文化祭が終わったら攻撃するのかよ。っていうか、

「質問って？」

　俺が尋ねると、ノラ子とトラ子はそれぞれのスカートのすそを持ち、勢いよく上にめくり上げた。

　二人とも、このあいだ委員長たちにパンツをボロボロにされたので、今日はおニューのパンツである。ノラ子のクロコダイル調のパンツは、緑のグリーンドラゴンから、赤いファイヤードラゴンのパンツに変わっていた。トラ子のパンツは、黄色と黒のいわゆるトラのパンツから、銀色と黒のシマシマ模様のホワイトタイガーパンツに変わっていた。

「じゃじゃーん！　遊佐先輩は、どっちのパンツが好きなのら？」

「どっちも却きやつ下かだ」

　俺は一秒でそう答えた。

「え～、グリーンドラゴンのパンツがダメになったから、奮発してファイヤードラゴンを買ってきたのらよ～？　ファイヤードラゴンなら燃やされて消し炭になることもないし、赤いパンツは巣す鴨がもでも大人気の開運アイテムなのらよ～？」

「ホワイトタイガーだって開運アイテムの白びやつ虎こじゃね、東の窓に置いといたら幸せがやってくるんじゃね？　勇者的には、こういうラッキーアイテムを持ってる魔王って、ゲットしたら自分のパラメーターアップするから、がんばって戦おうかって気になるんじゃね？」

「ラッキーアイテムか何だか知らんが、勇者が魔王の城に行って、魔王の部屋に入ったとたんにスカートめくられてパンツ見せられたら、その瞬しゆん間かんドアを閉めて見なかったことにするわ！」

　俺は思いっきりどなった。すると、ノラ子とトラ子は俺に背を向け、ひそひそと話し合いはじめた。

「ノラ子の作戦がおかしかったんじゃね？　勇者が思わず戦いたくなる魔王ファッションを目指したはずなのに、遊佐先輩全面否定じゃね？」

「おかしいのら、でも勇者がラッキーアイテムとかレアアイテムが好きなのは確かなはずなのら」

「そっか。じゃ、スカートがだめなんじゃね？」

「夏祭りふうに浴衣のすそからチラリなのら？　そ、それ想像すると、すっごいエロいのら」

「そんな恥ずかしいことできるわけないんじゃね？　遊佐先輩、勇者のくせに意外にムッツリスケベなんじゃね？」

「そうなのら、ムッツリスケベなのら～！」

　二人はくるっと俺のほうに向きなおり、声をそろえて、

「「遊佐先輩のムッツリスケベ～」」

「何を勝手に人の趣向を妄想して人格攻撃しとるんだ！」

　俺がどなると、二人は慌てて逃げ去っていった。やれやれ、とため息をついて振りかえると、織田がまだそこにいた。

「あれ……織田、あっ、ごめん、話の途と中ちゆうだったっけ」

「い、いや、いいんだ別に」

　織田は何だか目が泳いでいる。取りあえずさっきの織田の質問である「勇者が戦ってみたいと思う魔王」について答えようと思って口を開いた瞬間、

「ヒーロっ！」

　いきなり俺は背後から、むぎゅっと抱きつかれた。俺の頭の位置に、巨大なふたつの胸……が、ビキニ鎧に包まれている。って、ビキニ鎧？

「サキさん！」

　俺は振りかえった。夢魔サキユバスのサキさんが、裸同然のビキニ鎧で俺に抱きついていた。サキさんは夢の中でしか戦わないから、鎧なんか要らないのになぜ？　しかもそのセンス、テレビの再放送で見た、ものすごく古い時代のアニメみたいに見えるんだが、サキさん的にはイケてるんだろうか？

　織田も、さすがにこのファッションにドン引きしているようすで、サキさんを見ながら固まってしまっていた。俺は叫んだ。

「なっ、なんちゅうカッコでウロウロしてるんですか！」

「もうこうなったら、ひい様に任せておけない！　ボディには自信があるのよ、勇者ってナイスバディにエロ鎧な魔王とか好きでしょっ？」

「まあそういうジャンルもあるけど、ちょっと人を選ぶかと思うんですが」

「人じゃなくて勇者に選ばれればいいんでしょ？　それとも、勇者的にもちょっとイマイチ、ってこと？」

「はあ、今の流行り的には、そういうのはちょっと違うかな、と……」

「じゃ、どんなのがいいか教えて、何でもヒロが言うとおりにするから！　あたしが優勝してひい様にイージス・サークレットをプレゼントするの！　そして感謝するひい様は、あたしをぎゅっと抱きしめて、『ありがとう、サキはいつもこなたのことを一番考えてくれているのだ、こなたサキのことが世界で一番大好きなのだ』ってきゃー、死ねるー！」

　サキさん、もはやカミングアウトどころの騒さわぎではない。これだけあからさまにアピールしていて、当の竜りゆう崎ざきだけがちっとも気づいていないというボンヤリ度合いもすごいが。

「いや、っていうかサキさんって夢魔だから、実際に本気で戦うときの服装ってパジャマですよね？」

「そういうのは置いといて！　どういうエロ鎧と戦いたいか教えて！」

「エロ鎧から離れてください、こんなの目の前にいたらちょっとドン引きします。ふつうでお願いします」

「そっか、ナチュラルエロがいいってことね、それは確かに基本だわ！　ありがとうヒロ、さっそく改造してくる！　優勝したら、ひい様とあたしの結けつ婚こん式しきにはぜったい呼ぶからスピーチお願いね！」
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　いやいや、話がサキさんの脳内で飛躍というか暴走しすぎて、もはや何が何だかわからない。ビキニ鎧でスキップしていくサキさんを見送り、俺は気を取り直して、織田を振りかえった。織田は何だか、ものすごくオロオロと動揺していた。

「ごめん織田、何か全然話できなくて」

「い、いやいいんだ、いいんだ、そうか、ナチュラルエロか、そうか……」

「は？　何言ってるんだ、織田？」

　思わず聞き直したが、織田の答えを待つことはできなかった。

「遊佐！　いやがったなテメー！」

　まーたお客さんである。ロングコートみたいにズルズル長い改造学ランを着ていて、手には手て袋ぶくろ、頭には袋ふくろみたいなマスクをかぶっている。吸血鬼の三年生だ。俺は前に一度、こいつに襲われたことがある。

「先輩、また血と経験値を吸いに来たのか！」

「うるせえ、ちょっと顔貸せや！　いや貸してください！」

「なんでいきなり弱くなってるんですか、先輩」

　俺が尋ねると、吸血鬼の三年生は泣きそうな声でうったえた。

「魔王コンテストに優勝してーんだよ！　もう昼間ずっと袋かぶってるのは嫌なんだ、コンビニにも行けやしねえ！」

「まあ目出し帽みたいなものですから、それでコンビニに行ったら確実に、レジの下から金属バット出されますよね」

「だからイージス・サークレットを手に入れて、状じよう況きようを打破してーんだよ！」

「強化アイテムだから、日光に弱いのが強化されて、月の光でも灰になるとかだったらどうするんですか」

「いや、肌はだが強くなるはず！　乾布摩擦みたいなもんだ！」

「じゃあ乾布摩擦をすればいいじゃありませんか」

「努力してチマチマ経験値を上げるなんてのは、作業ゲー大好きなマゾ勇者だけだぜ！　魔王はチートだからこそ魔王なんだぜ！」

「でも、もしイージス・サークレットが日光に効果なかったらどうするんですか？」

「大丈夫だ、戦せん闘とう力りよくが数百倍になるわけだし、困ったときには逆転の発想をするのがアイディアマンってーもんだぜ」

「何をどう逆転すると？」

「すなわち！　太陽への耐性が強化されなかったら、逆に考えて、超ビッグな戦闘力を駆使して太陽をぶっ壊す！」

　大変だ、そんな宇宙レベルの力を魔王が持てるかどうかわからない、というのはともかくとして、もしこの先せん輩ぱいの手にイージス・サークレットが渡ったら、世界が滅びかねない。

「いやいや、ちょっと待ってください先輩、話し合いましょう、ちょっと落ち着いて話し合いましょう！　織田ごめん、ちょっと先輩に話があるから話は後で……」

　振りかえると、織田は消えていた。さすがに鳴かないホトトギスを瞬しゆん殺さつするタイプの織田は、待ってられなかったのかもしれない。悪いことをしたな……と思いながら、俺は取りあえず太陽が破は壊かいされないよう、吸血鬼の魔王の先輩をしばらくなだめていたのだった。




　そして、翌朝。

　寮りようの食堂に、織田の姿が無かった。きのう、結局あれから織田に会えなくて、話が途中で宙ぶらりんになっている。

「悪いことしたな、学校には来るかな……」

　学校に来たら話の続きを聞こう、と思いながら、俺は今朝の朝ごはんメニューの、鮭ふりかけトーストの目玉焼き載のせを食べた。

　そして、いつものように俺は戦いの朝を迎むかえる。学校まで五百メートル、海の魔ま物ものに襲われないように一気に駆け抜けよう……と、俺が走り出した、そのとき。

「遊佐ッ！」

「だあああ！」

　寮を出る寸前にいきなりタックルをかけられて、俺は仰向けにぶっ倒れた。俺の上に誰だれか馬乗りになっている。誰なんだ、寮りよう母ぼさんの邪眼イビル・アイの監かん視しが行き届いている寮りよう内ないでまさか襲しゆう撃げきなんて？

「遊佐は、竜崎が一番好きな魔王なんだよな？」

　そいつは俺の顔をのぞきこんだ。長い髪かみが俺の顔をなでる。織田だ。織田……なんだけど、服装がおかしい。いや、ふだんの服装がそもそもおかしいのだが、今朝はそのおかしなサラシと学ランと背中の長ドスは無くて、ふつうの女子の制服を着ていた。

　女子の制服は胸のラインに合わせてタックを取っているので、サラシを外すと、豊満な胸のラインがもろに制服の上にあらわれる。俺の上にまたがって、短いスカートからは白い太ももやピンク色のひざこぞう、すらっとした白いすねがむき出しになっている。ふだん長ズボンばかりはいているから脚が日焼けしていなくて、もともと色白なのに、いっそう透きとおるように白い。

　野菜の缶かん詰にホワイトアスパラというのがあって、あれは日に当てるとふつうのグリーンアスパラに育つアスパラに土をかけて育てたものらしい。日に当てずに育てるので、白くてふっくら柔やわらかいアスパラになる。俺の体を押さえつけている織田の太ももは、まさにそのホワイトアスパラのような柔らかさだった。って、俺は長々と何を分析してるんだ？

「な……なんで女子の制服着てるんだ、織田」

「女子が女子の制服着てんのは当たり前だろーが、寮にある洗い替え用のを寮母さんに貸してもらったんだよ」

「じゃなくて、織田はいつも特注の学ランじゃないか」

「でも竜崎はふつうの制服だし、遊佐はそういう魔王が好きなんだろ？」

「い、意味が全然見えてこないんだが……」

「勇者が好きな魔王ってことは、一番戦ってみたい魔王ってこったろ？　つまり遊佐の基準でいくと、竜崎が魔王コンテスト一位ってことだろ？」

「いや、その理り屈くつはおかしい」

「それに、きのうノラ子とトラ子が言ってただろ。それでアタイも、『これか！』と思って、勇者が戦いたくなるパンツについて考えてみたんだよ！」

「落ち着け織田、いろいろ落ち着け、全然『これか！』なことないから」

「見ろ遊佐、このパンツだったらどうだッ！」

　織田はすっくと立ち上がって、堂々とスカートをめくり上げた。すっくと立つすらっと長い脚の形の良さに感心すると同時に、水色の縞パンという狙いすぎのパンツに、俺は頭がクラクラした。

「頼む織田、ほんとに落ちつけ」

「パンツはダメか、そうかやっぱりビキニ鎧よろいか、何だかんだ言っても遊佐はビキニ鎧がいいんだな！」

「違うよ、全然違うよ！　織田、おまえものすごく色んなこと誤解してる。とりあえず、なんでブラウスのボタンを外す体勢に入ってるんだ、脱ぐなーっ！」

　俺は立ちあがって、織田の両手をつかんで止めた。織田は、そんな俺にかみついてくる。

「しゃーねーだろッ、今まで学ランばっかで、ファッションのことはよくわからねーんだからよッ！」

「いや、問題はファッションじゃなくてだな」

「じゃあ、どうすりゃ魔王コンテストで優勝できるのか教えやがれ！　アタイは第六天魔王だ、一番になれねーのは嫌なんだよッ！　アタイは最強の魔王になる、とりあえず竜崎を手本にして、制服は女子のを着てみた。他にどうすりゃいい、どうやったらアタイは一番になれる？　どこを変えたらいい？　勇者の意見を聞きたいんだ、言いやがれ遊佐！」

　興奮した織田が、俺の肩かたをつかんで超高速で揺さぶりはじめた。やばい、脳がシェイクされて、このままではおぼろ豆腐みたいになってしまう。反はん撃げきするにしても、織田はあくまで俺に相談してる立場だから、いきなり攻こう撃げきするのは何か悪い気がするし……早く邪眼イビル・アイが見つけてくれて、寮母さんが来てくれるのを待つしかないか。

　だが、寮母さんより先に、竜崎がやってきた。

「ヒロ、そんなとこで何を暴れてるのだ？　寮母さんに叱られるのだ」

　一いつ緒しよにサキさんと黄よ泉み原はらとガルムもいる。さすがにサキさんは今日はビキニ鎧ではないが、これからみんなで登校するところのようだ。

「りゅ、竜崎……！」

　織田が竜崎を見て固まった。竜崎を「勇者が戦いたい魔ま王おうナンバーワン」だと決めつけてるので、かなり意識してるんだろう。そんなこととは知らない竜崎は、いつもどおり人懐っこい笑え顔がおで、織田にとことこと近づいていった。

「志し信のぶ、今日は女子の制服なのだな、やっぱそのほうがかわいいぞ♪」

「か、かわいい？」

　いつもの織田なら「第六天魔王にかわいいとか失礼だろうが殺すぞホトトギス！」と息つぎも無しに怒鳴り飛ばすのに、今日はただ赤くなって戸と惑まどっているだけだ。ふと、竜崎は腰こしを曲げて、織田のスカートを見た。

「志信、ここホック取れかけてるのだ」

「あ、そういやさっき遊佐にまたがったとき、プチッとか言ってたな」

「スカートで大暴れしちゃだめなのだ、こなた縫ってあげるのだ」

「えっ？　ぬ、縫うって？」

　織田はうろたえている。竜崎はスカートのポケットから、ピンクのちっちゃい裁縫セットを取りだした。裁縫セットを携けい帯たいしている女子が、この日本にまだ生存していたとは！

　そして竜崎は、織田の足元にひざをつくと、半分取れかけてブラブラとぶらさがっていたスカートのホックを、まずは待ち針で仮どめした。

「志信、動いてはだめだぞ、おなかに針がぷっすり刺さってしまうからな」

「竜崎、縫い物とかできるのか。すげーな、女子力たっけーな」

　織田は感心して竜崎の手元を見ていた。黄泉原が、あわてて竜崎に言った。

「ひい様、竜りゆう宮ぐうの姫ひめが地面にひざをつくなど！　お立ちください、ぼくが縫いますから！」

「だって、縫い物を冥めい土とに教えてもらったから、実践してみたいのだ。劣等生魔王のこなたでも、ひとつでもできることが増えるって、ステキなのだ♪」

　竜崎はピンクのかわいい舌を猫みたいにちろっとくちびるのあいだから出だすと、糸の先をぺろんとなめた。それから片目をぎゅむうっと強くつぶって、ぷるぷる震ふるえる手つきで縫ぬい針に糸を通す。

　たしかに動作がぎこちなくて、縫い物を覚え立てという感じで、あまり得意ではなさそうである。でも、あざやかな手つきで縫えてしまうよりもむしろかわいく見えるのはなぜだ？

　竜崎は、もたもたしながら織田のホックを縫いつけていた。不器用な竜崎の縫い物は時間がかかり、暇ひまを持てあました織田は、手持ちぶさたでじーっと竜崎を見ていた。

「……竜崎って、かわいいな。やっぱ、アタイじゃまだまだだ……」

　ぽつり、と織田がつぶやいた。俺おれは驚おどろいた。竜崎がかわいいのは俺も知っているし、それは森羅万象の真理にも等しいと思っている。だが、魔王というのは決して負けを認めないものである。仮に勇者に倒たおされたとしても、

『今は去る。だが人の心に闇やみが巣食うかぎり、わたしは再び復活する。そしてそのとき、貴様らはもう年老いて死んでいる。すなわち、長い目で見ればわたしの勝利なのだ！』

　と、根拠のあやしい屁理屈をこねて、決して自分の負けを認めないのである。すなわち負けを認めたとしても、魔王のプライドにかけて、相手の前でそれを口には決して出さないものである。

　とくに、第六天魔王と呼ばれ戦国の覇は王おうを目ざした織田信長の末まつ裔えいである織田が、こんなにあっさりと竜崎に敗北宣言をするなんて、ありえない。「鳴かぬなら殺してしまえホトトギス」が信条だったはずなのに、「鳴かぬから自分の無力さを深く反省しますトホホギス」になっているじゃないか。

「織田、やっぱり今日はおかしいぞ。何か変な呪いにかかったりしてないか？」

　さすがに俺は心配になって、織田にそう尋ねた。だが織田は俺のことばなんか耳に入らないようすで、竜崎を穴があくほど見つめている。

「竜崎っ！」

　いきなり織田は、ホックをまだ縫っていた竜崎の肩を両手でぎゅむむうっとつかんだ。今日は長ドスを持っていないが、ふだんは重いそれを自由自在に振り回している強靭な握力で、である。

「いたたたた、志信痛い、こなた肩の骨が砕けてしまうぞ！」

　竜崎は涙目になって叫さけんだ。本気でかなり痛いようだ。サキさんと黄泉原も、焦あせって叫んだ。

「そうよやめて、ひい様の肩の骨が砕けちゃうじゃない！」

「そうです、ひい様の肩の骨が砕けます！」

「がるるー！」

　ガルムも吠ほえた。織田は、竜崎に顔を近づけて言った。

「これぐらいで砕ける肩の骨って、どんだけヤワなんだよ！　そうか、女子力をアップするためには、肩の骨がヤワじゃなきゃいけないのか。よし今日から牛乳飲むのやめだ！」

「意味がわからないぞ、志信。それと牛乳はちゃんと飲まないと、こつしょしょしょうしょうにかかってしまうぞ」

「なるほど、滑舌が悪くて舌ったらずなところも女子力ポイントだな！　骨こつ粗そ鬆しよう症しよう、くそっ言えてしまう自分にムカつくぜ！　バスガス爆発！　この釘引き抜ぬきにくい釘！」

「ばすがくはつしてるのはおまえの脳ミソだ、織田。取りあえず放してやれって」

　ぬおお、思いっきり噛んでしまった。俺は織田と竜崎の間に割って入り、二人を引きはなした。涙をうかべた竜崎はホッとしたようすで、俺の後ろに隠かくれた。

「うるせー遊佐ッ、アタイの女子力アップの邪じや魔まをすんじゃねー殺すぞホトトギス！」

「何で急に女子力とかいう話になってんだ？」

「だって、竜崎が勇者が戦いたい魔王ナンバーワンってことだろ？　きのうのパンツとビキニ鎧、そして竜崎、アタイは気づいた！　つまり勇者が選ぶ魔王の基準は『女子力』なんだってな！」

　何の冗じよう談だんかと思ったが、織田の燃えるような目を見ると、どうやら本気のようである。

「竜崎、アタイは魔王コンテストで優勝したい！　だから、女子力アップのアドバイスをしてくれ！」

「織田、今から出ようとしてるのが『魔王』コンテストだってことを忘れてるようだが、ちょっと深呼吸して冷静になってみようか？」

　織田の暴走っぷりが心配になって、俺がそう声をかけると、織田はものすごい目で俺をにらんできた。

「アタイは十分冷静だっつーんだよ、くだらねーこと言ってっと殺すぞオラァ！」

「オラオラ言ってるやつのどこが冷静だ」

「冷静に考えて魔王には女子力が重要じゃねーかよ。なんかテキトーなキャラクターデザインのボスよりも、キラッキラで美しくてファッションもイケてるボスのほうが、強そうに見えるじゃねーか。それに勇者も、その美しい魔王といつか顔を合わせて戦う事を心の支えに、苦難の毎日をすごしてるんじゃねーか！　つまり魔王力を上げなきゃいけねーっつーわけなんだよ！」

　だから魔王力って何なんだ、魔王力って。まあ確かに、いつも織田が着ているような学ランや特攻服姿のラスボスが出てきても、しまらないどころかすごくがっかりではあるが。

　竜崎は、ふと何かを思いついたように、学生カバンの中をごそごそして、一冊のカタログを差し出した。

「あ、そうだ。これ、リューグー・コングロマリットで扱ってる商品の通販雑誌で、母上から『秋コレクションどれか欲しい？』って送ってきたのだ。ラスボスのファッションだと、こういうのがあるのだ」

「魔王のための通販雑誌『マオール』？」

　織田が眉まゆをひそめながら、カタログを開いた。そこにはラスボス風のビキニ鎧とか派手ドレスとかが載っていた。なるほど、サキさんのビキニ鎧もここで買ったのか。何かビニールっぽくて安っぽい感じだったけど、三九八〇円、本当に安い。最近はゴスロリファッションなど、どこで買うんだっていう感じの服もふつうに市し販はんされているので、魔王ファッションの通販も需じゆ要ようがあるんだろう。みんな魔王になったらかっこいい豪ごう華かなファッションに身を包んでいるので、ああいう服とか、豪華な玉座とかはどこで調達するんだろうとずっと謎なぞだったんだが、謎が解けたぞ。

「ほら志信、これとかちょーかわいいのだ。『ラッキーピンクとまがトゲ肩パッドで魔王力アップ☆』」

「まがトゲ？」

「まがまがしいトゲトゲ。魔王の必ひつ須すアイテムだぞ。ピンクのビキニ鎧だけど、トゲトゲがついてるから魔王っぽいふんいきも出てるのだ。これ、ぜったい志信に似合うのだ」

「ちょっ……いや、魔王っぽいかもしれねーけど、これアタイが着るのかよ。恥ずかしいだろ！　テメーで着やがれ！」

「こなた、魔王コンテスト出ないのだ」

　竜崎は、あっさりそう言った。

「それに、つるんぺたんのこなたが着ればたしかに恥ずかしいが、志信みたいなナイスバディが着て恥ずかしいわけなどあろうはずがないのだ」

「いや、でもこの露ろ出しゆつはちょっと……ビキニ鎧、人のを見るのはいいかなと思っても、いざ自分が着ると思うと、これはちょっと抵てい抗こうが……」

「いつものサラシと、露出面積的にはそんな変わらないではないか」

「上半身はそうでも、下半身がだな！」

「水着は平気で着るのに、志信変なのだー」

「気分的な問題だっつーの！」

　織田は真っ赤になってどなった。

「だが、ファッションは重要だと思うのだ。うちの父上はハンサムではあるが、いっつもビジネススーツ姿なので、たまに仕事で会いに来た勇者系企き業ぎようの社長さんなんかが、ものっすごくガッカリしているのだ。なんかこうもっと竜りゆう王おうなんだから、トゲトゲしい感じの鎧を着ていてほしかったなー、みたいな感じなのだ」

「いや、でもビキニ鎧は無理だ。できれば、別の方向性で……」

　織田はあたふたして、ふと、いかにも名案という感じでポンと手を打った。

「そうだ、女子力アップはファッションだけじゃない、料理とかもあるわけだしな」

「織田、頭の中がかなりとっちらかってるみたいだから、落ち着け」

「練習してみよう。お帰りなさい、ごはんにする、パンにする、それともうどん？」

「炭水化物大好きだな」

「るっせー！　炭水化物は力のもとになるんだよッ、文句言ってっとブッタ斬ぎるぞこのホトトギスがァァーッ！」

　織田はいつもの調子で長ドスを抜こうと、左肩に手をやった。だが、今日の織田は女子力アップのため、長ドスを持ってきていない。左肩にいつもあるはずの長ドスの柄つかが無くて、織田の指先が迷った。

「うおっ、そうだ、今日は長は谷せ部べ国くに重しげを部屋に置いてきたんだ！　茶ちや坊ぼう主ずに届けてもらおうか……いやいやガマンガマン、刀を振り回してたら女子力ダウンしちまうもんなっ！」

　何と、短気な織田が我慢を覚えるとは！　ホトトギスが鳴かないことさえ我慢できずに殺してしまうぐらいなのに、どうやら織田は本気で女子力アップしようとがんばってるようだ。おかげで俺は助かったわけだが、自分を抑おさえている織田が不自然すぎて、ちょっと気になりもした。

「よっしゃ竜崎、今日は一日竜崎に密着して、女子力アップがんばるぜ！」

　織田は竜崎の背中をトンと叩たたいて肩を抱くと、いっしょに寮の門から出ていった。

　織田が長ドスを振り回まわさないのは平和でいいんだが、どう考えても女子力と魔王力は違ちがうと思うんだが……。あんまり我慢しすぎると、どこかで反動があるんじゃないかと心配になってしまう。

（まあ、そのうち煮えくり返った頭が冷えたら、思い直すだろ。あの短気な織田が、いつまでも長ドスを振り回さずにいられるわけがないしな）

　俺もそろそろ出発しよう、と寮の門を出かけたとき、ふと、先に歩いて行く竜崎や織田たちの上に、何かセミぐらいの大きさの物が飛んでいるのが見えた。

（もうすっかり秋なのに、虫？）

　よく見ようと目をこらすと、それはジャングルの中に消えてしまった。




　俺は海の魔物に攻撃されないよう、竜崎を追いかけていっしょに学校まで来た。

　そして校門をくぐるなり、そのへんにいた生徒たちが、一斉に俺たちのほうに注目した。

「何っ……あれ、まさかスケバンの織田かっ？」

「人違いじゃ？　ほんとに織田なの？　女装してるんだけど？」

「人違いに決まってる、だって、あんなに織田は美人じゃないだろ」

「そうよ人違いよ、織田先輩はあんなに綺麗じゃないし」

「っていうか……やっぱ織田だぞ、あれ！」

　学校中が、嵐のようなどよめきに包まれた。そのどよめきの中を、織田は恥はずかしそうに頬を染め、ちょっと怒おこったような表情で髪をかき上げながら歩いて行く。

「うるせーな、殺すぞホトトギスども」

「殺さなくてもいいのだ、志信が美人だからみんなびっくりしてるだけなのだ」

　竜崎がニコニコしている。皆みながどよめく理由もよくわかる。織田は寮母さんに洗い替えの制服を借りたと言っていた。織田は背が高いので、一番サイズが大きい制服でもちょっと小さめだったのだろう。いつもサラシで巻いていたのでわからなかったけれど、かなり胸が豊満で、小さめの制服の胸元がパツンパツンになっている。お尻しりもパツパツンで、スカートもかなり短く、白い太ももが思いっきりその素材感を主張している。

「なんかスカートってスースーすんな、やっぱ落ち着かねー。女子力って、落ち着かねーんだな」

　織田はスカートへの違い和わ感かんがなかなかぬぐいきれないみたいで、お尻のところを押さえたり、前のところを押さえたりと忙いそがしい。それで、いつも荒っぽい織田の動きも、どうしてもたどたどしく、しずしずしたものになる。黒くろ髪かみの長ちよう髪はつで色白の織田がスカートをはいてしずしずしていると、確かにすごくしとやかな美女に見える気がした。




　授業中も、クラスメイトが全員、織田の異変が気になるようすでチラチラ見ていた。

　そして昼休み、俺が学食に行こうとすると、織田が立ちふさがった。

「待ちな！　ここは通さねーぜ！」

「俺、昼ごはん食べたいんだけど」

「ここを通るなら、アタイを倒してから……じゃねえ、おっとと、ついいつものクセが」

　織田はアセアセしながら、かわいいランチバッグを前に突つきだした。

「ここを通るなら、アタイの手作り弁当を食ってからにしやがれ！」

「手作り弁当？　どうしたんだ、それ」

　びっくりしすぎて、俺は固まってしまう。織田は俺の肩を引っつかむと、俺の席に戻して座すわらせた。

「女子力アップのために、寮の台所借りて今朝作ったんだよ」

　織田はランチバッグから弁当箱を取りだして、机の上に並べた。

「ゆうべのうちにカーチャンに聞いたんだ、弁当の作り方。弁当のごはんってパサパサするだろ、そこで温泉卵のせてめんつゆかけてひんやり卵かけごはん、うまいから食ってみやがれってんだ」

　ひんやり卵かけごはん、焼いた塩ジャケ、甘漬けの梅干し、ノリ巻き卵焼き、ほうれん草のおひたし、黒ごまを振ふった大学イモ。いいなあ、限りなく素朴な家庭の味。寮のごはんもおいしいけれど、一度に六六六人分を作るので、バイキングやパンなどが多い。こういう純和食って、いいなあ。

「ほほう、卵焼きがさぞかし真っ黒焦げであることを期待して見に来たら、ふつうに黄色い卵でつまらないですね」

　委員長が、俺の後ろからのぞきこんで来た。明らかに織田の女子力アップの邪魔をしにケンカを売りに来ているようで、織田もそれを察してムッとした。でも今日は、その委員長を厚切りにする長ドスを持参していない。それで織田は、かわりに卵焼きをひっつかみ、委員長の口にぎゅむっとネジ込んだ。

「つまらねー卵かどうか、食ってみやがれ！」
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「むぐぅっ？」

　委員長の目が白黒している。これは喉のどがつまるかも、と俺はあわてて水すい筒とうからお茶を入れた。が、委員長はしばらくモグモグしてから、ごくんと飲みこんで、頬を押さえた。

「……ンマ～イ！　これはッ！　認めたくないですが、かなりの美味です！」

「えっ、そんなにおいしいのか？　こなたもこなたも！」

　竜崎がやってきて、卵焼きに手を伸ばした。ぱくんと口に入れて、モグモグする。

「ほんとだ、おいしいのだ！　冥土、冥土も食べてみるのだ！」

　しゅるん、と銀色のツルが伸のびてきて、卵焼きを一つ奪うばっていった。ペルチェである。ペルチェはツルを手の形に戻し、卵焼きを口に放りこんだ。

「わたしの名はペルチェ……わたしに搭載されたスーパーシェフなみの味覚センサーも、美味であると感じ取っています……」

　いつも人の足を引っ張りあってる魔王がこんなにほめるぐらいだから、よほどおいしいのだろう。俺も食べてみたけど、したたるほどに豊かなかつおだしの香かおりと、ノリの香ばしい風味が合わさって、ものすごく深みがあってまろやかで、しかしさっぱりとしつこくないという、平たく言うとすっごくおいしい卵焼きだった。

「うん、すごくおいしい！　高級料亭のような味わい！」

「おいおい、そいつはほめすぎだぜ」

　織田は、照れくさそうに頭をかいた。




　結局、俺たちはみんなで織田の弁当をぺろりと平らげてしまった。

「ごちそうさまなのだ、全部おいしかったのだ」

　ニコニコしている竜崎のほめ言こと葉ばに気を良くして、織田もニコニコしていた。

「そっか。じゃ、食後にお茶はどうだ？」

　織田が出してきたのは、小さな漆塗ぬりの黒い箱だ。岡おか持もちとかいう、ラーメンの出前に使う銀色の箱に形は似ているが、ずいぶん小さい。ついでに、金色で桜の模様が描かれている。中には湯ゆ呑のみや小さな入れ物がたくさん入っていて、茶を入れる折り畳たたみ式の竹のスプーンみたいなのもある。

「こいつは野点のだてっていって、花見の席など外で茶を点たてるための携帯用の茶道具セットさ。昔のピクニックセットみたいなもんだな」

　織田が言った。そんな物があるのか、何だかワビサビでいい感じだ。

　織田がイスの上で正座をして茶を点てている姿は、戦国時代のお姫様のようにしなやかではんなりと、所しよ作さが美しかった。竜崎が、目をキラキラ輝かせている。

「わあー、志信ステキなのだ。抹茶を点てられるなんて、すごく女らしくて女子力強すぎだな！」

「ぼくもコーヒーや紅茶は淹れられるけれど、抹茶は点てられません。織田さんに今度習おうかな」

　黄泉原も、感心してそう言った。

「ふはは、そうかそうか。やっぱ、ファッションで足りない女子力は料理で補完だな。どんどん飲んでいいぞ」

　織田は、ものすごく嬉しそうである。ひとまず良かった……と思っていると、ふと、窓の外に何か気配を感じた。こちらを見られているような気配……ハッと窓のほうを見ると、何か目のようなものが一いつ瞬しゆん見えて、窓まど枠わくの外にサッと消えていった。

　目のようなもの……俺にはふたつ、心当たりがある。一つは寮母さんの邪眼イビル・アイ。もう一つは、聖セントレジェンド島の明あけ智ち光みつ乃のが監視用に使っている使い魔ま「慈じ眼がん」である。

（勇者の使い魔が麻桜島に入れるはずがないから……邪眼イビル・アイかな？　朝、寮の台所を借りたって織田が言ってたから、弁当がどうなったか気になって邪眼イビル・アイでようすを見に来たんだろうか？）

　だとすると、いつも優やさしく（時には怖こわく）寮りよう生せいを見守ってくれている寮母さんらしい。

「偉えらいのだ、志信。そして苦いのだ、お茶。でも志信、女子力バッチリなのだ！」

　竜崎が抹茶を飲みながら、織田をほめた。あまりにも織田がほめられているのが気にさわったのか、卵焼きがおいしかったのが気に入らないのか、委員長がふと、織田の前に小さな箱をひとつ置いた。板チョコだ。織田はうれしそうに、目を輝かせた。

「おっ委員長、気が利くじゃねえか、お茶ちや菓が子しの差し入れか？　抹茶にチョコって、けっこう合うんだよな！」

「いいえ、お茶菓子じゃありません。女子力と言えば、何と言っても『バレンタインのチョコをあげる』が女子力の本番でしょう。わたしのおやつを寄付いたしますから、練習なさってみては？」

「バ、バレンタイン？」

　織田はチョコレートを両手で持って、脂汗をにじませている。

「そうです、バレンタインです。織田さんの女子力でぜひ、見事にチョコを渡わたしてみていただきたいものですね？」

　委員長が挑戦的に煽った。織田はチョコを手に、かなり緊きん張ちようしている。

「チョ、チョコって……なぜだ、なんでこんなにハードルが高いんだ！」

「バレンタインチョコは女子の正念場だから、ハードルが高くて当然なのだ」

　竜崎が、珍めずらしく上から目線で助言している。ペルチェも言った。

「わたしの名はペルチェ……バレンタインデーについて、データベースで検けん索さく完かん了りようしました。両手でチョコを持ち、両足はぴたりとくっつけ、相手の目を一度見てから、ぎゅっと目を閉じてうつむき気味に、『あっあのこのチョコ食べてくださいっ☆』と、表彰状を受け取る時の腕の角度で相手に差しだすのです……わたしの名はペルチェ……」

　何だ、その大昔の少女マンガは。ペルチェのデータベースはかなり古いようである。織田はチョコを両手に持って、プルプル震えながら立ちあがった。

「そ、そうか、魔王コンテスト優勝のためにやってみるぜ。遊佐、テメー相手役やれ」

「な、なんで俺なんだ？　黄泉原にやってもらえよ、相手が美形のほうが盛りあがるだろ？」

　俺は焦って、黄泉原に矛先を向けさせようとした。だが織田は、きっぱり首を横に振る。

「自分よりかわいい男子相手に、盛りあがるわけねーだろッ！　むしろヘコむわ、ボケ！」

「そ、それは言えてるか。ボケは余計だが……」

「ってわけでテメーが相手役をやれ、遊佐！」

　仕方がないので、俺は織田につきあうことにした。やれやれと思いながら、織田の前に立つ。何をするつもりなのかと興味を持って、クラス中の生徒が俺たちのほうを見ていた。

「うう、練習といってもヒロが他の女の子にチョコをもらうとこは見たくないぞ」

　竜崎は両手で顔をおおって、背中を向けてしまった。悪いな、とちょっと胸が痛む。

　織田は、チョコレートを持ってまだもじもじしていた。練習なのに、よっぽど恥ずかしいらしい。色白の顔だけでなく、スカートからのぞく太ももまでも、ピンク色に染まっていた。あまりにも織田が恥じらっているので、俺もつられて、練習だと思えずにドキドキしてしまう。

「あっあの、このチョコ……」

　織田は両手でチョコを俺に差し出した……のだが、俺が手を伸ばし、取るか取らないかというタイミングで、いきなり織田はそれを床ゆかにバシイッと叩きつけた。

「うるぁあーっ！」

「な、何してんだ、織田！」

「そのチョコが欲しけりゃ地面にひざまずいて拾うんだなァァァッ、薄汚いホトトギスがァァァーッ！」

　織田は思いっきり魔王モード全開で叫んだ。竜崎が、びっくりして口をはさんだ。

「しっ、志信、そんなバレンタインチョコの渡しかたって無いぞ！」

「はっ、しまった。つい緊張して、自分を見失っちまったぜ」

　織田は額を押さえた。どうして練習でそこまで緊張するんだ、どれだけチョコを渡し慣れてないんだ、織田。そして、緊張してテンパって素が出たにしても、これはちょっと自分を見失いすぎだろう。

　志信は、コホンと咳せき払ばらいをして、床に落ちたチョコを拾いあげた。

「や、やり直しだ。チョ、チョコ……」

　織田は再び俺にチョコを渡そうとしたのだが、今度は突然、チョコを地面に叩きつけて思いっきり踏みにじった。

「チョコを受け取らねーならブッ殺してやるぜホトトギスがぁぁぁあぁ！」

「志信、落ち着くのだ志信！」

　竜崎が叫んだ。いや、今の織田の発言とかもう、魔王力じゅうぶんすぎるだろう。

「はあはあ……くっ、ど、どうしてもチョコが渡せねえ！」

　織田は額から脂汗をボタボタ落としている。いや、チョコを渡すのってそんなに大変か？　織田は緊張するとテンパる性質なので、意識しすぎてるのかもしれない。俺は織田の気を楽にさせてやろうと思って、フォローした。

「緊張しすぎだ織田、チョコくらいチョコッと渡せばいいだろ」

「笑えねえええええんだよホトトギスがああああああああッ！」

「うわあああっ、狙ねらったんじゃないんだ、うっかりだ！」

　織田に胸ぐらをつかまれて、俺は頭をぐらんぐらん揺ゆすられた。っていうか、なんでチョコを渡すだけで織田はここまで取り乱すんだ、中学二年生にもなって一度ぐらい男子にチョコぐらい渡したことあるだろう、いや、ひょっとして無いのか？

　そんな織田の混乱するようすを見て、委員長はコロコロと高笑いしはじめた。

「おほほほほ！　チョコも渡せないとは、織田さんの女子力など恐れるに足りませんね！　まんまと魔王コンテストのライバルが一人減ったというもの、いっそご辞退なさったらァァァ～ン？」

「委員長、そこは励ましてやれよ！」

　俺もさすがに織田が気の毒になって、委員長に反論した。だが委員長は静かな表情で、

「なぜ？　わたしも参戦するんですからライバルは少ないほうがいい、すなわちちょっと織田さんがいい感じかなと思ったらその場で叩きつぶしてこその完全勝利！　わたしは、勇者が強くなってきたなと思っても、まだまだ大だい丈じよう夫ぶだとか、むしろレベルを上げて手ごたえが出てこないと面おも白しろくないとか、そんな余よ裕ゆうをブッかまして自滅するアホな自己陶酔型の魔王とは違うんです」

「ひどすぎるぞ、委員長！」

　竜崎が反論したが、

「非ひ道どい？　ほめ言葉ですよ、非道でこそ魔王ッ、むしろそんなだから竜崎さんはいつまでも劣れつ等とう生せい魔ま王おうなんですよォォォォーッ！」

「ふえええええん、委員長ひどいのだあああああ」

　舌戦で委員長に勝てるはずもなく、あっさり竜崎は泣かされ、黄泉原がヨシヨシと頭を撫なでて慰めていた。織田も、気丈なので竜崎のように泣きはしなかったものの、

「……くっ」

　と、悔しそうに胸を押さえると、そのまま教室を出ていってしまった。

　いつもの織田ならここで怒いかりの長ドスを抜いて殺してしまえホトトギスの勢いなのだが、反撃もしないとは……。長ドスを今日は持ってきていないにせよ、それならグーで殴るとかパーではたくとか、素手での攻撃力だって織田の長身と腕わん力りよくならけっこうなものだろうに、それもしないとはよほど落ち込んでるんだろうな……と、俺は心配になった。




　授業がもうすぐ始まる時間だったが、やっぱりどう考えても織田が心配だったので、俺は織田を追いかけた。

「ガルム！」

　裏山に向かって呼ぶと、そこで遊びながらいつも竜崎を待っているガルムが飛んできた。

「がるるー？」

「ずっとそこにいただろ、織田を見なかったか？」

「がるるー」

　ガルムはうなずいて、ジャングルの中に走っていった。織田は学校から出てジャングルに入ったらしい。俺はガルムを追いかけた。麻桜島の中心は小高い山になっている。ガルムは、ときどき地面のにおいをかぎながら、まっすぐ山を上がっていった。

　そして俺たちが着いたのは、俺と竜崎が初めてのデートで来た、島のてっぺんのほうにある少し開けた場所だった。眺望が良くて竜崎のお気に入りの場所なのだが、ここでフリトたちの襲撃を受けたというバトルの跡地でもある。そのため周りの木がまだだいぶ折れたり倒れたりしてはいるが、夏の間にまた大量の植物が繁茂したため、バトル直後の焼野原に比べると風景はずいぶん良くなっていた。

　そして、織田はその草原でひざをかかえ、ひざに顔をうずめて座っていた。まさか泣いてるのか、織田が？　俺は声をかけづらくて何度か迷ったが、放ってもおけないので、おそるおそる近づいて声をかけた。まったく、怒り狂って攻撃しまくってくる魔王よりも、泣いてる魔王のほうが近寄りがたいなんて、この学校に来ないかぎり一生気づかなかったことだろう。

「織田、あの……気にするなよ。女子力と魔王力なんて関係ないし、魔王が戦いにきた勇者にいきなりチョコを渡すっていうケースもあんまり無いと思うしさ」

「そんなことじゃねえ！　たかがチョコを渡すぐらいでビビった自分に腹が立ってんだよ！　この魔王のアタイが、たかがチョコでビビってテンパって渡せないなんて、こんなんじゃ天下も取れねーよ！　ご先祖様は桶おけ狭はざ間まの戦いで今いま川がわ義よし元もと率いる十倍の兵力が相手でも怖気づきもせずに、その圧あつ倒とう的てきな兵力を突っ切って攻撃して勝ったし、本ほん能のう寺じの変で明あけ智ち軍に背中を矢で貫かれても薙なぎ刀なたを振るって戦ったってのに……アタイは、チョコぐらいでこんなっ……こんなんじゃ第六天魔王なんて名乗れない、魔王コンテストなんか出たって無理なんだ……」

　織田はかなり弱っているようだ。顔をうずめたまま、上げようとしない。びくとも動かないが、背中を覆う長い黒髪だけがわずかに揺れているので、もしかしてやっぱり泣いているのかな、と心配になった。

　そして、織田が魔王としての自信を失ったということは、冷静に考えると「更こう生せいを持ちかけて経験値をゲットするチャンス」なのかもしれないが、とてもそんな気にはなれない。というか、俺はこの麻桜中学にやってきてから、六六五人の魔王全員の更生を目指していたけれど、何だかんだ言って一人も更生させていない。というか、魔王たちのことを知ってくると、更生させようという気分ではなくなってきた。

　竜崎だって、劣等生魔王にもかかわらず、竜りゆう宮ぐう城じようにいる竜王配下の魔ま物ものたちのため、立派な魔王になろうと頑がん張ばっている。魔王として、夢も信念も持っている。俺が、勇者としての夢と信念を持っているのと全く同じだ、何も違わない。ゆえに、その竜崎に、劣れつ等とう生せいだから更生しろとは言えない。俺はむしろ、竜崎が立派な魔王になるのを応おう援えんするような気持ちになっている。

　それで、俺は六六五人の魔王を更生させるのではなく、勇者ギルドに就職してギルドのありかたのほうを変えるべきだ……という思いに至ったのだ。そこに気づかせてくれただけでも、麻桜中学に通えたことに感謝している。

　だから俺は、織田にも更生を持ちかけるつもりなんて全く無かった。ただ、励ました。

「元気出せよ、織田。誰だれにだって苦手分野はあるさ、何でも得意な完全究極魔王ならペルチェに任せればいいことだし、織田は織田の長所を伸ばすべきだと思うんだ。勇者が魔王と戦うとき、ただパラメーターの数値が大きくて、強くて硬かたいだけの魔王なんてつまらない。同じ長時間戦うとしたら、なかなか体力が下がらなくて長時間かかる魔王よりも、ヒット体力が低いくせに回復魔ま法ほうを使って長期戦に持ち込む業わざ師しの魔王のほうがずっと苦戦した気になるし、思い出にも残るんだよ」

　でも、織田のヘコんだ気持ちは、俺の励ましぐらいでは復活できないようだった。余談だが、今の自分の意見を振り返ってみると、つまり最弱魔王のくせに海に浸かったら無限回復で不死身で、相手をぽかぽかダメージ１ぐらいでものすごく長時間かけて体力を削り、自分はどんなにダメージを受けても永遠に回復するという竜崎は、やっぱりある意味最強の魔王かもしれない、と思った。

　そのとき、頭上からぱたぱたと羽ばたきの音がした。ジャングルには生徒たちが飼いきれなくなって捨てた野の良らモンスターが大量に生息しているので、それかと思って、攻撃してこないだろうな……と警けい戒かいしながら、俺は顔を上げた。

　そこに飛んでいたのは、鳥のような翼つばさが生えた目玉だった。寮りよう母ぼさんの邪眼イビル・アイはコウモリのような翼なので、それとは違う。これは……織田のライバルで聖セントレジェンド中学に通う勇者、明あけ智ち光みつ乃のが使役する慈じ眼がんだ。

　ひょっとして、さっき教室で外から見てたのも、邪眼イビル・アイではなく慈じ眼がんだったのか？

　次の瞬しゆん間かん、空から魔ま力りよくを帯びた小石のようなものが無数に降ってきた。

「魔ま弾だんだ！」

　俺は叫んだ。織田が、そのときはじめて、ハッと顔を上げた。

　明智光乃は本能寺の変で第だい六ろく天てん魔ま王おう・織田信長を成敗した明智光秀の末裔で、銃の名手である。銃の腕うでだけでもかなりのものだが、さらに魔ま法ほう使つかい系勇者に魔力を込めてもらった弾丸「魔弾」を使って破は壊かい力りよくを増していた。

　弾丸は地面にぶつかると、火柱を上げた。どうやら、炎ほのおの魔法を込められた魔弾のようだ。

「来い、茶ちや坊ぼう主ず！」

　織田が叫ぶと、織田の長ドスに宿る精霊である、抹茶色の着物を着た茶運びカラクリ人形がヒュンッと飛んできて、手にした茶ちや碗わんの中身をぶちまけた。炎は茶を浴び、ジュウウウッ、と音を立てて消滅した。

「よくやった、茶坊主！　ついでに寮りように戻もどって、長は谷せ部べ国くに重しげを取ってこい！　この状じよう況きようじゃ、女子力とか言ってらんねーからなっ！」

　茶坊主はコクンとうなずき、寮のほうへピュッと飛んで行った。俺は、ガルムに向かって叫んだ。

「逃げろ、ガルム！　勇者の攻こう撃げきだ！」

「がるるー！」

　ガルムは大急ぎでジャングルの中に逃げる。俺たちの頭上を飛び回る慈じ眼がんから、明智のねちっこい声が聞こえてきた。

『フフフッ、ヘコんでるかと思ったらまだ抵抗する気力は残ってたのねェ、めんどくさいわねェ。とっとと殺されときゃいいのにねェ』

「明智！　テメー何のつもりだ！」

　織田が慈じ眼がんをにらみつける。俺もどなった。

「明智、学校を襲しゆう撃げきすることはギルド規約で禁止されてるのは知ってるだろ！　しかも交流文化祭の前に麻桜島を襲撃するなんて、生徒会の顔にも泥どろを塗ることになるぞ、処しよ罰ばつが重くなるんだぞ！　退学になったらどうするんだ！」

『退学とかそんなこと関係ないわねェ、あたしはただその第六天魔王をブッ倒すことだけが先祖代々の使命みたいなものなんだからねェ。麻桜中学に攻撃をかけることなんざ、気にしちゃいないのよねェ』

　慈じ眼がんが嘲るように笑う。

『ただ、普段は攻撃したくても、麻桜島は対空警備が案外頑丈なのよねェ。あの番長がいて、いつも見張ってるし、あの長い毛で結界張ってるもんだから、島に侵しん入にゆうしようとしても、魔法ステルスとか使ってよっぽどうまくやらないと気づかれちゃうしねェ。だから、交流文化祭の準備で天てん竺じくフリトが麻桜島にちょくちょく来てる関係で、対空警備がゆるくなってるのと番長がいなくなってるおかげで、つまりあたしには織田討伐のビッグチャンス到来ってわけなのよねェ』

　海から、魔弾が飛んできた。どうやら明智は海上の船の上から攻撃しているようだ。ということは、山のてっぺんにいる俺おれたちは明智から丸見えということだ。俺は叫んだ。

「織田、おまえもジャングルに逃げろ！」

「フヌケたこと抜かすな、このホトトギスが！　この第六天魔王の辞書に、逃げるなんて文字はねェんだよォォォォーッ！」

　織田が高く手を上げる、その先に茶坊主が、長ドスをかかえて飛んできていた。茶坊主が長ドスを落とすと、織田はそれをパシッと受け取り、チャキンと鯉口を切って、スラリと抜き放つ。

「来やがれ明智ッ、テメーの魔弾なんざ片っ端ぱしから圧へし切ってやるぜェェェーッ！」

　叫んだ織田の目の前に、魔弾が円状に数十発、同時に飛んできた。

「なっ、何だこりゃ！　一発ずつ撃って来いやボケーッ！」

　織田は長ドスを振るって数発は叩っ斬ったが、残りは全部地面に着弾した。魔弾は地面に落ちると同時に魔法を発動させ、たちまち、俺と織田を囲む直径十数メートルの氷の壁かべとなった。壁の高さも十メートルはあり、頭上はあいてはいるが氷でツルツルすべる壁をよじ登ることはできない。

「壊すしかないか、ハンマー！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードで巨きよ大だいな鉄のハンマーを出だして、氷の壁を殴なぐった。氷の壁はわずかに砕けたが、しかしほとんどびくともしていない。

「アタイがやるッ、溶かせ茶坊主！」

　織田が命じた。茶坊主は茶碗から氷の壁に熱い茶をかけたが、氷が冷たすぎて、溶けるどころか茶のほうが凍って固まり、壁をますます分厚くするだけの結果になってしまった。氷の壁の向こうから、慈じ眼がんが残酷に目を細めて笑う姿が透けて見えた。

『無む駄だな抵抗はやめることねェ、第六天魔王！　織田はいずれにせよ敗まける運命なんだからねェ！　織田信長も本能寺の変で、背中に矢を受けても戦ってたけど、結局この明智鉄砲隊が誇る銃弾を肩かたに受けて、武器が持てなくなって心が折れてあきらめて、最後は絶望に押しつぶされて自害したんだからねェ。あんたがここであたしの銃で殺されるのも、変えることができない運命ってやつなんだから、第六天魔王だとかしゃっちょこばってないで、とっとと心折れてあきらめることねェ！』

　魔弾が高く撃ち上げられ、放物線を描えがいて頭上から氷の壁の中に撃ちこまれてくる。完かん璧ぺきな射出角度で、ほとんど狙いを外さない。ドカドカと容赦なく、雷、突風、氷、水、多種多様な攻こう撃げき魔ま法ほうの魔弾が飛んでくる。

　氷の壁を溶かすおそれのある炎や爆発の魔弾を使えないせいで、一発で致命傷を負うほどの攻撃は受けずに済んでいる。だが、もし魔弾が体に当たってめりこみ、そこで突風が発生したら、風船みたいに体がはじけ飛んでしまうだろう。

「ダイヤモンドの盾たて！」

　そうならないよう、俺は盾で魔弾を防ぼう御ぎよした。が、超硬質鋼のスピンドリル魔弾が飛んできて、盾は粉々に破は壊かいされてしまった。

　織田は長ドスで魔弾を打ち返して打撃練習みたいな状態になっていたが、重い長ドスを振り回し続けていると、さすがの織田の腕力も弱ってくる。しかも、いつもの着なれた学ランではなく、サイズがきちきちで動きが制約された制服なので、動きにくそうだ。いつもならズボンで守られている脚も、今はむき出しである。破裂した魔弾の破片が、織田の白い太ももにいくつも切り傷を作り、赤い血が幾筋もたらたらと脚を伝って流れていた。せっかくの制服も、ボロボロに破れている。

「くそっ、サイドワインダー！」

　俺はミサイルを出して、海上の明智を狙った。本物のサイドワインダーミサイルよりも小さいが、威い力りよくはそこそこある。それに俺が狙いをつけるのではなく、自動誘導で飛んで行ってくれるから、氷の壁の中からでも攻撃できるはずだ。

　しかし、ミサイルは少し飛んだところで、明智に狙撃されて爆発してしまった。何か防御するような物を一いつ緒しよに飛ばせればいいのだが、残念ながら剣の呪言ソード・ワードは一度に一つの物しか発現させられないのだ。

　これは、だめかもしれない、とさすがの俺もあきらめかけた。

「やっぱり、織田は明智にやられる運命……なのか？」

　運命なら、織田がここで負けても仕方が無い。元々魔王力に迷いを感じて心折れていた織田だし、最初からここまでの運命だったのかもしれない。ということは、俺もそれに巻き込まれて、ここまでなのか……と思った。

　氷の壁の中は、大量の魔弾に被弾して、すさまじい突風が吹きまくり、それが小石を巻き上げて、俺たちの体を無数の石つぶてとなって打ちつける。俺も織田も全身アザだらけになり、血は流れ、ひときわ大きな石が俺の頭に当たって意識が一瞬遠のいた。これはもうだめかもしれない、と俺が思った、そのとき。

「しっかりしろ、遊佐！」

　織田が、俺を支えた。血が目に入ってよく見えないが、織田の目にいつもの闘志がよみがえっているように見えた。

「ずいぶん好き放題言ってくれたじゃねーかッ、明智ィ！　さすがに温厚なアタイも、そこまで言われたらさすがにキレるぜ！」

「温厚？」

「アタイは第六天魔王だ、天下布武の天下人だ、天下人なんだからこの天下の誰にも負けるわけがねえ！　運命すらも、魔王に勝つことは許さねーんだよォォォーッ！」

　織田は海に向かって長ドスを投げた。慈じ眼がんが高らかに笑う。

『ピンチに焦あせりまくって脳ミソがブッ壊れたようねェ、ここまで届くわけがないじゃないねェ。おまえが今したことは、武器を捨てて戦いを放ほう棄きしたことにしかならないのよねェ、第六天魔王！』

「圧倒的な戦力に慢心して敗北した桶狭間の今川義元の史実を忘れてんじゃねーよ、驕る平家は久しからずってー諺を噛みしめなッ、クソボケがァァァーッ！」

　織田が投げた長ドスが、どんどん飛距きよ離りを延ばしていく。まるでミサイルのように。まさか、と目をこらすと、茶坊主が長ドスをかかえて飛んでいる。

「なるほど、その手があったか！」

『下らないわねェ、あたしに撃ち落とされるだけってそろそろ学習したらっ？』

　魔弾が飛んでくる。俺は叫さけんだ。

「煙えん幕まく！」

　言葉は風になり、突風となって茶坊主を追いかけ、茶坊主の周りをグルグルと回転しながら、白い雲になる。茶坊主は白い雲に包まれながら、海の彼方かなたへ飛んで行った。

　魔弾が何発も白い雲の中に撃ちこまれたが、的が小さく、撃ちこまれる弾丸はもっと小さいので、全部すり抜けてしまう。

『くっ、クソッ……！　魔弾は着弾しなければ魔力が発動しない、的に当たらなくては意味が無いッ！　よくも見抜いたわねェ、よくもォォッ！』

　海から撃ちこまれる魔弾の数が圧倒的に増えた。焦りまくっているようだ。いっぽう織田の表情は、いつもの第六天魔王らしい、余裕と嗜虐の笑えみに満ちている。

「死にやがれ明智ィィィーッ！　茶坊主ッ、長谷部国重投下ッ！」

『きゃああああーっ、船底に突き立ってッ、水がッ、水がああああーッ！』

　悲鳴と同時に、慈じ眼がんが消えた。

「勝ったぜえええええええぇいよっしゃああああああぁぁあ！」

　織田が思いっきりガッツポーズをする。すっかり平常どおりの第六天魔王である。

　その瞬間、きらっ、と銀色の翼のようなものが海の上に光ったように思った。織田はそれに気づいていなかった。なぜならば、氷の壁を通した景色はゆがんでいてよく見えなかったことと、

「わああ！　制服、ボロボロじゃねーかー！」

　自分の服装のことで、頭が一気にいっぱいになってしまったからだった。織田はほとんど破れて焦げてズダ袋ぶくろのようになった制服を見て、焦りまくっていた。

「どうすんだこれ、どうすんだっ、アタイの体格に合う制服これっきゃ無かったのに、魔王コンテストどうすりゃいいんだ！　学ランじゃ女子力がああああああ！」

「織田は女子力なんか磨かなくたって、じゅうぶん女子力あるって」

　俺がフォローすると、織田は全力で反論してきた。

「んなわけねーだろ、アタイなんかデカいしガサツだし乱暴だし、竜崎と比べたら月とスッポンだろーがよ！」

「だって織田、竜崎がペンキの届かないところ、竜崎を抱だっこして手伝ってやったじゃないか」

「だからそれは、女子のくせに腕力強いから女子力全然ねーってことだろーがッ！」

「なんでだよ。さりげなく気配りして、迷わずその気配りを行動にうつせる、そういう優しさって一番大事だろ。そういう優しさが、一番人に好かれて愛されるところで、つまりほんとの女子力だと思うんだ」

「そ……そーなのか？　アタイ、ファッションもメイクも全然わからねーし、流行もわからねーし、ネイルアートとか全然できないけど、それでも女子力あるのか？」

　織田は赤くなる。

「いや、女子力みがくのにネイルアートをしたって、それは自分がやりたいことやってるだけで、他人のためにやってるわけじゃないだろ。きれいなネイルアートがくずれるからってお茶も淹れてくれない女子より、織田はいつもお茶を淹れてくれるし、そのお茶がすごくおいしいし、俺は織田の女子力は最強レベルだと思うぞ」

　本人を前にしてまともに褒めるのはすごく恥ずかしくて勇気の要いることだったけど、俺は勇者なんだから、ここで勇気を出さなくてどうする、と思って俺はそう言った。

「アタイ、ほんとに女子力あるのか？」

「あるある、だいじょうぶ」

「そ、そっか。よし、なんか自信出てきたぞ」

　織田は嬉しそうに笑った。そこに茶ちや坊ぼう主ずが、長ドスを背せ負おってひいひい言いながら戻ってきた。氷の壁の上で、いったん腰こしを下ろして休んでいる茶坊主に、織田は声をかけた。

「おっ、ちょうどいいとこに！　茶坊主、ロープか何か探して下ろしてくれ！」

「ロープなら俺が出す。ロープ！」

　俺は剣の呪言ソード・ワードでロープを出して、茶坊主を手招きし、ロープの端を持たせた。

「そのへんの木に縛りつけてくれ、いいな」

　茶坊主はこくりとうなずくと、重いロープを引きずりながらふらふらと飛びあがり、近くの木にロープを縛りつけてくれた。俺と織田は、それをよじのぼって無事に氷の壁から脱出することができた。織田はホッとした表情で、長ドスを背負う。

「ふーやれやれ、アイスクライミングには季節が早いぜ。アタイ取りあえず寮に戻って着替えてくっから！　いくら何でもボロボロのカッコじゃ、女子力以前の問題だかんな！」

　織田はそう言い残すと、大急ぎで山を駆け下りていった。俺も着替えた方が良かったけれども、さっき見た銀色の光が気になって、剣の呪言ソード・ワードで足こぎ軽量飛行機を出し、キコキコとペダルを踏みながら、海のほうへ飛んでいった。

　これぐらいの高さがあれば、マオウイカたちに襲われないですむ。ちょっと足が疲つかれるが、大きな物を出すにはそれだけの魔力が必要で、俺にはまだ自力で飛べる飛行機を出せるほどの魔力はない。俺が出すサイドワインダーが縮小サイズなのは、図鑑でしか実物を見てなくて大きさがつかめないというよりも、俺の魔力の限界がそれぐらいだということである。たとえばハシゴ消防車も俺にはまだ出せない。

　それで必死にペダルをこいでいくと、海の上で銀色のペガサスがホバリングしていた。周りにはボートの残骸らしい木切れが浮かび、マオウイカたちの触手がそれをつかんで海の中に引きこんでいた。まさか明智も、と一瞬不安になったが、ペガサスの上をよく見ると、フリトといっしょに明智が乗っていた。ただし明智は、銀色のロープでグルグル巻きにされていた。

「やあヒロ、うちの生徒が迷めい惑わくをかけたね。厳重注意しておくから、交流文化祭の前の大事な時期だ、騒さわぎにしないでくれ」

「もちろんさ。織田だって、自分がケガしまくったのが勇者に負けかけたからだなんて、プライドにかけて言わないだろうさ。そのへんでコケたとでも言うと思う、織田の性格なら」

「フン、ずいぶん第六天魔王の性格をよく知ってるのねェ」

　明智が言った。フリトが、眉まゆをひそめて責めるような口調で明智を厳しく問い詰つめた。

「明智さん、きみのような優等生がなぜこの大事な時期に麻桜中学とトラブルを起こそうとしたんだ？　処分相当であることはわかっていただろう？　そこまでして経験値を狙わなければならないほど、内ない申しん点てんに困っているとも思えないんだが」

　明智は黙だまっている。俺の心にふと、ある考えが浮かんだ。麻桜中学でずっと魔王たちを見続けてきた俺と同じように、ライバルの織田のことをずっと見続けてきた明智も、もしかして……と思ったのだ。

「ひょっとして、処分覚かく悟ごで攻撃した、ってことじゃないのか？」

　すると、明智の耳がピクッと動いた。フリトはそれを見逃のがさなかった。

「図星みたいだね、明智さん。処分覚悟で、経験値を狙ったということなのか？　冷静に考えて、割に合わないだろう？」

「……第六天魔王はこのあたしがライバルと認めてやった稀有な魔王なんだから、これぐらいのことで脱落されちゃ困るのよねェ」

　明智は言いにくそうに、頬を赤くして早口で、吐き捨てるように言った。

　なるほど、対空警備が手薄になったものだから織田のようすを見に来たら、織田が凹んで魔王コンテストを脱落しかけたのを見たので、ゆがんだ友情ゆえに処分覚悟で攻撃してきた……という顛末なのか。フリトは呆れていたが、やがて苦く笑しようした。

「やれやれ、困った人だ」

「笑うんじゃないわよっ！　第六天魔王のためじゃないわ、勇者のあたしが魔王に情けなんぞかけるわけがないでしょーがッ！　ただ、痩せたブタを太らせてから食うように、あたしがブッ倒す魔王はそれにふさわしいレベルに戻って来なきゃ困るってだけ！　甘えくさった臆おく病びよう者ものには、この明智光乃様の魔弾はもったいないからねェ！」

　明智は、真っ赤な顔でプンプン怒おこった。織田はいいライバルを持ったな、と俺は思う。

「明智さん、今回のことは報告しないでおこう。きみがやったことは、魔王への襲撃ではなく、魔王との交流に分類されるべきものだ。つまり、交流文化祭の主旨にしたがった行動なのだから、報告や処罰には値しない。ライバルとはいいものだね、やっぱり勇者がいてこそ魔王は輝かがやくし、魔王がいてこそ勇者は輝くのかもしれないね」

　俺がいつも心の中で思っていたのと同じことをフリトの口からはっきりと聞いて、俺はびっくりした。織田は、明智が攻撃してきてくれなければ、たぶんこんなに早く復活できなかっただろう。フリトの優しい声に、明智はますます反発して真っ赤な顔でそっぽを向いていたが、反論はしなかった。俺は、フリトに言った。

「俺もそう思うよ、フリト。世界には、勇者も魔王も両方必要なんだ」

「ああ。交流文化祭でまた会おう、ヒロ」

　フリトの笑え顔がおがまぶしかった。フリトのためにも、明智と織田のためにも、交流文化祭はぜったいに成功させたい、と俺はあらためてそう思ったのだった。







五章　女子力爆発!?　魔王コンテスト！







　それから数日後、十一月三日、文化の日。いよいよ交流文化祭が始まった！

　いつも生徒が六六六人しかいない校舎に、さらに七七七人＋先生たちが来るのだから、どこもかしこも大混雑している。まさに大盛況の大活況で、生徒会長の目もく論ろ見みどおりの大成功だった。

　こうもり組のお化け屋や敷しきも、勇者が見に来るということでみんなが頑張ったため、すごい力作に仕上がった。ふつうの文化祭の教室を利用しただけのお化け屋敷なのに、無限ループの回廊はあるし、毒の沼もあるし、迷い込んだら出られない結界トラップもあるし、召しよう喚かんモンスターはうろうろしているし、こだわりのミミックもばっちり配備、ただし案の定、勇者は誰も開けてなかったけれど。

「二年こうもり組のお化け屋や敷しき面おも白しろいぞ、もう行ったか？」

「行った行った、毒の沼がヤバかった！　ビニール敷しいた上に水入れただけなのに、すっげー勢いで体力削られんのなアレ！」

「俺一分以内に脱出して、記念品のスーパーボールもらったぞ」

「お化けは見るだけで触さわったり倒たおしたりしたらダメなんだけど、反はん撃げきできない状態でお化けが出てくると怖こわさ倍増よね」

「うんうん、顔の怖いチワワみたいなモンスターがダントツで一番怖かった～」

　大絶賛の噂うわさを聞いて、勇者だけじゃなく、よそのクラスの魔王まで興味を持ってこうもり組のお化け屋敷にやってくる。たぶん、校内一の大人気アトラクションだろう。

　俺が並んで待っている客の整理をしていると、出口から見慣れたちっこい姿……流る々る土ど教頭がよろよろと出てきた。意外、先生なのにお化け屋敷に入ったんだ。しかも意外、たかがお化け屋敷なのに、百戦錬磨の伝説級勇者・流々土教頭が震ふるえている。

「はわわわわ、こ、怖かったです……。わたくしめが今まで攻略したどのダンジョンよりも恐きよう怖ふを感じました、全体的にはどうということはなかったのですが、あの白いシーツの幽ゆう霊れいには度ど胆ぎもを抜かれました、わたくしめ非常に恐怖いたしました……！」

　さらに意外！　竜りゆう崎ざきのあれが怖い人がいたんだ。それも、ホワイトドラゴンのような強力な使い魔まを操あやつる流々土教頭ですら、怖がらせたんだ。これは後で竜崎に教えてやろう、きっと喜ぶにちがいない。

　来客が多くて、切符係をやっていた委員長もホクホクしていた。

「あっ、そろそろ魔王コンテストの時間です。竜崎さんは出場されないんですよね、切符係代わってくださいますか？」

　委員長が時計を見て、あわてて立ち上がった。竜崎が白いシーツをかぶったまま、ぱたぱたとお化け屋敷から出てくる。

「りょーかいしたぞ、委員長。がんばってくるのだぞ」

「きゃああ、お化けがお化け屋敷から出てきましたー！」

　流々土教頭は、大おおあわてで逃げだした。竜崎はびっくりして、目をぱちくりする。

「なんと……すっごくいいお客さんなのだ、こなた自信出ちゃうのだ」

「ひい様がそんなに怖がられているのなら、お化けを続けてください。切符係は、ぼくが代わりましょう」

　竿の先にこんにゃくを吊るして客の顔にぶつける係だった黄よ泉み原はらも、お化け屋敷から出てきた。ガルムはお化け屋敷の目玉なので、中にいたままである。そこにサキさんがやってきて、地団駄をふんだ。

「あれっ、ひい様、もうお化けやってないの？　出遅れた～、真っ暗な中でひい様お化けに脅おどかされて、きゃーこわいってお化けにしがみついてあんなことやこんなことをするチャンスだったのに！」

「サキさん、ひい様はまたお化けの持ち場に戻る予定ですが、お化けに手を触れた人は係の人にもれなくつまみ出されますから、そういうことはしないでください」

　黄泉原の目が凍こおりつくように冷たい。

「ごめんごめん、ついでに何か手伝うわよ」

　サキさんも手伝ってくれるということは、ここにはけっこう人数がそろってるということだ。俺は長ちよう蛇だの列の仕切り係をしていたんだが、織お田だが、克服したとはいえまた委員長とか他の魔王に凹まされるんじゃないかという心配がモヤモヤしていたので、

「あの、サキさん、すみませんけど仕切り係代わってくれますか。俺、魔王コンテスト見に行きたいんです」

　頼むと、サキさんはニコニコと快く了承してくれた。

「いーわよいーわよ、ヒロがひい様以外の魔王に目が行くということは、あたしのチャンスが増えるっていうことですもんね、行ったっさい」

「こなた以外の魔王に……ヒロ……？」

　竜崎がめっちゃ涙なみだ目になって俺の方を見ている。その横ではもはやテンプレどおり、黄泉原が「ひい様を泣かせる奴やつは殺します」的な、射すくめるような目で俺を見ている。

「わたたたたっ、変なこと言わないでくださいサキさん、織田が心配で見に行くだけですからっ！」

「あ、そっか、志し信のぶか」

　しゅるん、と竜崎の涙が引っこんだ。

「志信こないだお弁当のとき落ちこんでたから、こなたも心配なのだ。こなたはお化け屋敷で人を怖がらせるのに忙いそがしいので、見に行って上げてほしいのだ、ヒロ」

　やっぱり竜崎は優やさしい。魔王失格レベルの劣等生魔王だけど、やっぱりその優しさが俺は好きだ。

「了りよう解かい、わかった。終わったらすぐ戻って来るから」

　俺はそう言って、魔王コンテストをやってる中庭のほうへ走っていった。




　中庭は黒山の人だかりとなっていた。

　魔王たちが次々に壇上に上がって、自己紹しよう介かいをしている。人だかりのうち、勇者は前方に集められて、手に札を持っていた。壇上では麻ま桜おう中ちゆう学がくの実行委員が、双眼鏡とカウンターを持って立っている。その魔王が良いと思った勇者が札を上げ、実行委員が双眼鏡でそれをのぞきながらカウンターをカチカチ押おして計測し、結果を貼り出していく方式だ。

　ザワザワとにぎやかな中、そのざわつきにも負けないぐらい大きな音で、美しいバイオリンのメロディが鳴っていた。そのＢＧＭのおかげで、場がよけいに盛りあがっている。壇上でひいているのは案の定、革かわ口ぐち副会長だった。アテナさんは、一番前の列で札を持って、あいかわらずニコニコしながら座すわっていた。

「マジック・キングス・ザ・ギャザリング！」

　委員長が登場して魔ま方ほう陣じんから巨大なドラゴンを出す召しよう喚かん魔ま法ほうを見せると、勇者たちはひときわ大きくどよめいた。完全究極機械魔王のペルチェは自じ慢まんの変形を見せるのかと思ったら、

「わたしの名はペルチェ……愚かなる下等有機生命体に、わたしの完全究極電子頭脳の能力を見せてあげましょう……わたしの名はペルチェ……」

　と、いきなり十ケタどうしの掛かけ算ざんを書いた紙を用意し、皆みなの前で次々に解いていった。別の意味で勇者たちはどよめいたが、いや、生身の人間がやったらすごいけど、計算機でもふつうにできることを電子頭脳がやってるだけなので、冷静に考えたら全然すごくない気がするのだが……。

　ノラ子とトラ子のパンツに関しては、まじめな勇者たちは完全にブーイング状態で、勝負パンツで勝つ気でやってきた二人は大いに落胆して帰っていった。そして、壇上で司会進行をしていた魔王が、エントリーシートを読み上げた。

「では最後のエントリー、二年こうもり組、織田……」

「ちょっとお待ちくださいな、わたくしのサプライズ・エントリーを忘れていますわよ？」

　黄金のハープの絃をかき鳴らすような美しい声とともに現れたのは、生徒会長だった。ほかの魔王と同じ制服姿なのに、ただそこに立っているだけで、黄金の光の粒りゆう子しを周囲百メートルに発散するほどの圧倒的なオーラがある。

　さらに、その六枚翼の頭飾りサークレツトを広げると、黄金の翼が光背のように広がって、その威い厳げんと神々しさを百万倍に増した。生徒会長の性格をじゅうぶん知っている俺ですら、見かけだけは荘そう厳ごんで美しいその姿に、思わずひざまずきかけてしまうほどだった。生徒会長のことをあまりよく知らない勇者たちにとっては、なおさら衝撃だっただろう。

「素す晴ばらしい！　圧倒的に強くて美しい！　圧勝だ！」

「こんな魔王が出てきたら、自分の正義が揺らめいても不思議はない！　美しいは正義、もしやこの邪教の女め神がみこそが正義で、自分が信じてきた神こそ悪ではないかとの迷いに陥りそうな恐ろしさがある！　実際、ぼくは今全身震えている！」

　生徒会長は、勝利を確信したようすでニヤリと口角を上げた。

　さすが生徒会長である。何の魔法も披露することなく、勇者たちの心をわしづかみにした。魔法を披露しなかったところに、勇者相手にそうそう手の内は見せない、という生徒会長のしたたかさが見みえ隠かくれして、その点もさすがである。

　司会者が、あたふたしながら生徒会長にたずねた。

「せ、生徒会長、エントリーをお聞きしてませんでしたが、なぜ……」

「当然、わたくし以外の何者も、最高の魔王として選ばれることは許しておけないからですわ。しかし最初からエントリーを申し出ておくと、わたくしに対してかわいいリリ子こちゃんが、ムダな対策を立てたり妨ぼう害がいして、かわいらしくもわたくしに刃は向かおうとするかもしれませんもの。だから、サプライズにしたのですわ、おほほほほ」

　生徒会長はコロコロと笑っている。待合席に座っていた委員長が、目を三角にしてどなった。

「汚ねえぞワレーッ、テメーが出てくるならワシは勇者に全すべて手の内を見せないとかケチ臭い事考えずに、もっとすごい使い魔王を召喚しとったっちゅーんじゃボケクソがァァァアーッ！」

　いつも冷静で言葉づかいも丁てい寧ねいな委員長だが、興奮すると、ブラック企き業ぎようの地が出てしまう。堂々と不敵に笑う生徒会長に比べて、残念ながら小物感漂ってしまい、今のでさらに生徒会長の点を増やす結果になったのではないかと俺は心配した。そして案の定、生徒会長に対してほとんどの勇者が札を上げ、圧あつ倒とう的てきなリード。これは、織田はプレッシャーだろう……と、俺はドキドキしながら、織田の登場を待った。

　そして、織田が登場した。いつもの学ラン姿なので、勇者たちの反応はイマイチだった。

「何だ、ヤンキー魔王なのか？　小物臭漂うなぁー」

「顔は可愛いけど地味だな、これはダメだな、ダメ」

　ざわつく声に心配になったが、一度打ちひしがれることを知った織田は強い。まったくそんな声に気を払うこともなく、落ち着いて革口副会長に声をかけた。

「おい、そこのあんちゃん。ちょっとその音楽、やめてくれっか？」

　革口副会長は、驚おどろいたようにバイオリンをやめる。織田は舞ぶ台たいの真ん中に立つと、おもむろにマイクを出した……って、マイク？

　すう、と織田は息を吸った。織田の頭上には茶坊主が、ミラーボールを持ってクルクル回っていた。舞台の上がキラキラの光に包まれ、そして。

　織田は、歌いだした。




「アタイの心　本能寺のように燃えて～♪

　あなたとならホトトギス　殺しても～いいＫＡ・ＭＯ・ＮＥ♪

　京の薄味ＮＯＮ・ＮＯ・ＮＯＮ　恋の味付けは尾お張わりの甘辛～♪

　ＤＡＩ！　わんつーさんしーごーろくっ♪　天魔王～♪」




　ひどい。

　なんか色んな意味でひどい。歌詞も曲も歌もダンスも、織田のぶりっこしたドヤ顔もひどい。俺は何もしてないけど、ごめんなさいと言いたいレベル。

　こ、これは、だめかも……と、俺が絶望しかけた、そのとき。

「何とッ！　ボス戦にありきたりの重じゆう厚こうなＢＧＭではなく、キャラソンとともに登場とはッ！　新しいッ、新時代の魔王だ！」

　えっ？　勇者たち、それ、まさか、婉曲な嫌いや味みとかで言ってるよね？

「し、しかもこの単調なのにコード進行のおかしなメロディライン、自作だッ！」

「安っぽいミラーボールがまたいい味出している！　アイドルか、学ランなのに、アイドルなのかっ？」

「こ、これは黒くろ姫ひめルシフェ生徒会長の圧勝だとばかり思っていたが……」

「異質だッ！　ふつうの魔王とは明らかに異質、そしてなんか一周回って怖い！」

　歌い終わると、織田はぺこりと頭を下げた。また勇者たちは、どよめいた。

「頭を下げたッ！　魔王がッ！」
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「のみならず、控えめな演歌歌手のごとく声を出さずに口だけで『ありがとうございます』と言っている！」

「単調なメロディのくせに、五番まであったぞ！　曲を作るより歌詞を作るほうが簡単だからかッ！」

「こ、この後いったいどういう攻撃が来るのかわからん！　むしろ高慢高笑いをかましてくれたほうが、こちらも身構えやすくて気が楽だ！　次の攻撃は、いったい何なのだッッ！」

　ビビりまくっている勇者たちに、織田はバスケットを取りだすと、お菓か子しを投げてばらまき始めた。

「これ、わざわざアタイの歌を聞いてくださった皆さんに、お礼だぜ。アタイの手作りのクッキー、食いやがれ♪」

「うおおお、これが次の攻撃かッ！　魔ま法ほう攻こう撃げきか武器による直接攻撃か、どっちが来るのかとドキドキしていたら、意外、意外すぎるほどに意外ッ！　クッキーをもらったぞ！　これは何という攻撃なのだッ？」

「コンサートの最後に、アイドルがときどき投げてくれるアレだ！　歌とダンスの完成度がへぼいのに、細かいところだけ再現してくるのが何かウザかわいい！」

「クッキーに、ピンクの砂糖で織田木もつ瓜こうの家か紋もんが描かれている！　ちょっぴり線がヨレているところがかわいい！」

「そしてウマい！　バターたっぷりのさくさくフワフワで、上品な甘さがバニラの風味を引き立てる！」

　俺が立ってる近くでフリトが座っていたが、フリトも腕うで組ぐみをしながら、険しい表情で青ざめていた。

「こ、これは怖い！　まったく相手の出方が予想できないっ……！」

　ちなみにせっかくフリトがいるというのに、魔ま蟲むし先せん輩ぱいは早退してしまった。魔蟲先輩にとっては一方通行なストーカー的距離が一番具合が良いらしく、いざ本人が至近距離に入ると緊きん張ちようしまくって頭が沸ふつ騰とうしそうになったとか言って、逃にげてしまったのだ。あいかわらず、こじれてはいるが乙女趣しゆ味みの人である。

　で、脱だつ線せんした話を元に戻そう。俺はフリトが何が怖いのか理解できなくて、たずねた。

「どこが怖いんだ、女子力ＭＡＸじゃないか」

「女子力ＭＡＸな魔ま王おうのどこが怖くないというんだ、ヒロ！　魔王城の奥おくの魔王の間に入ったとき、魔王が『よくぞここまで来たな勇者。貴様が来ることはすでに予想していたわ、この世界から貴様が存在したという歴史もろとも、完膚無きまでに抹殺してくれる！』って言ってくれたら、予想どおりの展開で安心するだろう。ところが、魔王が『そういきり立たずに、せっかく来たのだからまずそのフカフカソファに座りたまえ。貴様が来ることはすでに予想していた、だからこちらに超高級ワインとおいしい料理を用意してある。さあ遠えん慮りよせずに座りたまえ、さあさあ！』と言われてみろ？　しかも親しみやすい笑顔で？」

「……それは、たしかに怖い。相手の出方が予想できなくて、どう出てくるかわからなくて得体が知れないのはもちろんだが……」

「そう、最初から自分が同じ土俵に立ててない感？　いちいち敵意を抱きわざわざ戦うほどの相手だと見なされてない、まるで人間がアリにたわむれに餌をやって、そこを立ち去る時にまったく意識せず罪悪感もないままに、うっかりそれを踏みつぶすような、そんな恐怖……！　レベル１勇者がラスボス魔王に対峙したどころのさわぎじゃない、シリーズ１のレベル１勇者が、人気シリーズになった後のシリーズ10ぐらいのパワーインフレを起こしまくって魔ま法ほうの数が十倍ぐらいに増えてるようなラスボスに対峙したような、そんなケタ違ちがいの大物を相手にしてしまったときの恐怖だ！」

　なるほど、フリトの説明を聞いているうちに、俺もだんだん怖くなってきたのだった。




　そして、結果が発表された。

「三位！　黒姫リリ子、一二五票！」

「ええっ！」

　委員長が思わず声を上げた。もちろんこれは、勇者的には「こんなわたしが入賞して良かった、みなさんの応おう援えんのおかげです、ありがとう！」という謙虚な「ええっ」であるが、つねに世界一をもくろむ魔王的には、三位に決まったということは二位以上ではない……すなわち優勝できなかった、の「ええっ」である。

「ふふん、リリ子ちゃん三位おめでとうございます。控えめな順位が、控えめなリリ子ちゃんっぽくてすてきですわ」

　そう声をかける生徒会長は、確実に優勝しか考えていないようだ。ところが、

「二位！　黒姫ルシフェ、二一三票！」

「はああっ？」

　生徒会長が絶叫して、司会者の胸ぐらをつかみ上げた。

「どうしてわたくしが二位ですの！　どういうことですのっ？」

「そ、それは一位の織田志信がダントツの三五〇票を取ったからです」

　司会者が、激しく揺すぶられながら言った。

「えっ……アタイ、優勝？」

　織田がびっくりして、自分自身を指さした。

「ういうい、あなたがゆーしょーですぅ、おめでとですぅー、はっぴっぴー♪」

　アテナさんからイージス・サークレットを贈呈され、革口副会長がファンファーレをかなでた。感動的な贈呈式である。

　イージス・サークレットを手に入れた織田は、観客席にいる俺おれを見つけると、サークレットを持っている手を大きく振ふった。

「やったー！　見ろほら、遊ゆ佐さのおかげだぜ、ほんとにありがとーなっ！」

　うう、感動的である。真心があれば、勇者と魔王は心を通わせることができる、という考えに、俺はまたひとつ確証を持った。

「お礼と言っちゃなんだが遊佐、テメーはアタイの四天王の、一番えらいやつにしてやるぜ！」

　織田は壇上からすがすがしい、めっちゃいい笑顔で言った。

「えっ、ちょっと全然お礼になってないんだけど？　なんで勇者の俺が、織田の四天王にならなきゃならんのだ？」

「そうですよ、わたしの使い魔を勝手に四天王に任命しないでくださいませんか？」

　委員長が、俺の腕うでに腕をからめてぐいっと引っぱった。

「いや、俺、委員長の使い魔でもないですよ？」

「これは失礼、使い勇者ですね」

「使われてないから！」

「契約したじゃありませんか。小テストのときに、消しゴム半分切って分けてあげた恩を、勇者のくせにもうお忘れで？」

「だから、消しゴム半分で使い魔契約って、明らかに不当な契約だろ」

「そんなことありませんよ、わが黒姫コンツェルンでは労働者のサービス残業とタダ働きは当たり前ですから」

「ほんとブラック企業だな！」

「言ったでしょう、わたしは魔王を使い魔として召喚し、ご先祖様の魔ま女じよ王リリスのような魔王の中の魔王、ラスボスの中のラスボスを目指しているんです。雇用条件が良くて、使い魔がみんなニコニコやりがいを持って働いてるなんて、そんな明るく健全な魔王城、ダンジョン探索にきた勇者的にも萌えないじゃありませんか。洗脳された仲間の勇者が四天王として立ちはだかり、救うためには倒さねばならない、みたいな矛む盾じゆんに苦しみながら戦って後味悪い感じのほうが、何か高尚っぽいじゃないですか」

「そんなママゴトに付きあって、魔王の使い魔になんかなれるか！　更こう生せいしたと見なされて、勇者検定試験を受ける資格が無くなったらどうするんだ！」

「消しゴムで主従契約が不満なら、引き出だしいっぱいついた筆箱ならいかがですか？　サイドの所から、ちっちゃい鉛筆削りまで出てくるんですよ……？」

「いらん！　子分を作ろうとしてる小学生かっ！」

　俺は断固として拒きよ否ひし、委員長の腕を振りはらった。振りはらった勢いで俺は少しよろけ、倒れこんだのは、ペルチェの腕の中だった。

「わたしの名はペルチェ……下等な有機生命体のぶんざいで、イージス・サークレットを手に入れたぐらいで最強の魔王になったとでも思っているのならば、片腹が痛いことです……。たとえイージス・サークレットの助力があろうとも、究極機械魔王のわたしが有機生命体ごときに敗北するなどありえません……わたしの名はペルチェ……」

「そのとおりッ！　たとえあなたがイージス・サークレットを持っていたとしても、わたくしの圧倒的なる戦せん闘とう力りよくに勝てようはずがありませんわっ！」

　いきなり生徒会長の黄金のサークレットが、光り輝く六枚翼つばさを広げる。そして、その第三の目がカッと見開いた。織田は、ハッと生徒会長のほうを見た。

「しかし、全ての頂点に立っていいのはこの黒姫ルシフェだけッ！　そしてイージス・サークレットは、魔王コンテストの優勝の証！　すなわち、それが他人の手にあるということは、わたくしが『二番目』であるという屈辱の証！」

「実際二位だったじゃねーかよ、決まった順位は今更変えられねーだろ！」

　織田が反論すると、生徒会長はその手から歪ゆがんだ巨きよ大だいな魔方陣を出した。

「すでに決まった勝負を、力ずくで変えてこその魔王ですわ！　くじ引きでハズレを引いた時に、金に物を言わせて一等賞の商品を買い取るとか！　選挙で選ばれた大統領が気に入らなかったら、暗殺とか内戦とか！」

「ただのワガママってか、ズルじゃねーかよ！」

「魔王にとって最大のほめ言葉ですわね！　とにかく、イージス・サークレットはわたくしの手の内に無ければならないのです、出いでよ、黒い万軍ブラツク・サバオス！」

「うっせーこのホトトギスッ！　こいつは渡わたさねーぜっ！」

　織田が片手にイージス・サークレットを抱え、もう片手で長ドスを抜いて、完全に戦う構えだ。

　観客の勇者と魔王たちは、魔方陣から飛び出したおびただしいブラックドラゴンの姿に恐れと危険を感じて、クモの子を散らすように逃げだした。だが、そうでない者もいた。

「公正なる勇者の民主主義的な多数決による決定を、独裁的専制主義に基づく一個人の決定によって覆す！　勇者として、そのような不平なる横暴を許すわけにはいかない！　響けっ、わがプロレタリア音楽！　聞けっ、ショスタコーヴィチ交響曲第５番『革命』ッ！」

　革口副会長がバイオリンを激しくかなでた。音は嵐となり、ブラックドラゴンたちをグルグルと巻きこむ。回転するだけでなく、その嵐は上空に行くにつれて細くなり、ドラゴンたちも細くなって、最後にはゾウキン絞り状態になり、ちぎれて霧散した。あのブラックドラゴンをまとめて始末するとは、さすが聖セントレジェンド中学の副会長を務めるだけあって、すさまじい魔ま力りよくである。音を力に変えるのは、俺の剣の呪言ソード・ワードに似てるけど、その威い力りよくは全く違う。俺は圧倒されてしまった。

　そして魔王でも、腕に覚えのある者は逃げずに、生徒会長に戦いを挑んでいた。

「お姉様にイージス・サークレットは渡しませんよ！」

「わたしの名はペルチェ……それを手に入れるのは、完全究極機械であるこのわたしに他なりません……！」

　いやいや、生徒会長の横暴を止めるのかと思ったら、きみたちも強奪する方なのか。ほんとに魔王というやつは、あくどさにブレが無い。

「教頭先生、あのすっごく強いホワイトドラゴンを召喚して下さい！　あれなら、ブラックドラゴンなんかやっつけられるでしょう？」

　俺は、流々土教頭の両りよう肩かたをつかんでガクガクと揺らした。流々土教頭は頭をグラグラさせながら、答えた。

「だだだだだだめです、わたくしめは今現在、使い魔を所有いたしておりません」

「なんでですか！　あの強いホワイトドラゴンは、どうしたんですかっ？」

「そそそそそれは、あなたが、ゆゆゆゆゆ遊佐ヒロくんが、やっつけましたでしょう？」

「うわーん、そうだったー！　っていうか、あれから二か月以上経たってるのに、新しいのを飼わなかったんですかっ？」

「ドドドドドドラゴン・ブリーダーに発注はしてありますが、今はドラゴンの産卵期ではないので、春まで待たねばなりません」

「そのへんの使い魔ショップで買えばいいじゃないですか！」

　俺の意見を聞いて流々土教頭は、俺の手を必死に振りほどいて、まだ揺ゆれている頭を押さえながら反論した。

「でででも、卵から愛情こめて育ててこそ、完全究極の使い魔になるのです。とにかく、わたくしめは今、使い魔を所有いたしておりませんから、戦せん闘とうに参加することはできません。しかし戦士らが戦ってケガをした場合、すぐに治療魔法をかけます。むしろブラックドラゴンの炎ほのおの中に飛びこんでも、火傷するよりも早く治癒させますから、ちょっと熱いのをがまんすれば炎も突っ切って戦えますから、みなさんがんばってください」

　流々土教頭は、緑色に光る魔法杖をかざした。かなり無む茶ちやなこと言ってるな……と思ったが、流々土教頭が呪じゆ文もんを唱えると、周囲五十メートルぐらいの勇者も魔王も、全員が緑色の光に包まれた。

「こ、これは防ぼう御ぎよ力りよくアップの強化呪文！　強化呪文自体は珍しい物ではないけれど、対勇者と対魔王の異なった強化呪文を同時に使い、しかも異常なまでの広範囲をカバーするとは、さすが伝説の魔王を倒しただけのことはある！　これなら、流々土教頭から相当離はなれてもケガを恐れず自由に戦える！」

　俺は、光る自分の手を見ながら思わず叫さけんだ。同じくこの強力な援護に力づけられたフリトが、聖せい剣けんバルムンクを手に立ちあがる。

「ヒロ、ぼくたちも参戦するぞ！　織田志信を援護してイージス・サークレットとともに逃がすんだ、このような不正は勇者として許せない！」

「わかった、天蛇斬アメノハハキリ！」

　俺も、俺の家に代々伝わる古墳時代の鉄剣のレプリカを剣の呪言ソード・ワードで出すと、黒い万軍ブラツク・サバオスの大軍で大混乱状態になっている中へ突っこんでいった。

「織田志信ッ、そのイージス・サークレット、いただきましたわ！」

　頭飾かざりの六枚の翼を大きく広げて飛びながら、ブラックドラゴンと戦っていた織田の背後から、生徒会長が急襲する。

「させるかッ！」

　織田が振りかえりざまに長ドスを振りかぶったが、生徒会長の羽ばたきと同時にすさまじい突風が起こり、吹っ飛ばされてしまった。

「うわああ！」

　織田はブラックドラゴンの胸にブチ当たり、そのまま前足で捕まえられてしまった。その拍子に、イージス・サークレットが織田の手から離れた。そこにあわててトテトテと駆けつけたのは、アテナさんだ。

「ののののの、だめですぅ、るっしー、これは織田さんにあげたんだからほしがっちゃメンメですぅ」

「うるさいですわッ、おどきなさいザコ！」

　生徒会長の額の目がカッと見開き、ビームを放った。ビームはアテナさんの足もとにぶつかり、周りの空気を膨ぼう張ちようさせて大爆発を起こした。

「きゃっぽっぽー！」

　アテナさんもあっさり吹ふっ飛とばされてしまった。最初から戦闘力になるとは期待もしていなかったが、予想以上にあっさりだった。

　俺はイージス・サークレットを取り返そうと思ってはいたが、目の前に何頭もブラックドラゴンがいて、どうしても前に進めなかった。せっかく監かん視しに来たはずの流々土教頭も、ブラックドラゴンが次々とケガ人を大量生産するので治癒魔法で忙しくて、動けなかった。

　そして生徒会長は、悠々とイージス・サークレットを拾いあげた。ブラックドラゴンの前脚に捕まれたまま、織田が身をよじって絶叫する。

「うわあああん、アタイの賞品がああああ！　返しやがれッ、この卑怯者ーッ！」

「黒姫生徒会長、それは魔王コンテストの勝者にだけ与えられる賞品ですよ！」

　革口副会長もどなる。

「ういうい、るっしーは敗北したのだから、勝者である織田さんに返却するですぅ！」

　アテナさんもわめくが、生徒会長は全く聞く気もなく、コロコロと笑った。

「そう言われるとますます返したくなくなりますわねぇ……そもそも、魔王コンテストなど勇者の主観。実戦では戦って勝利した者こそ勝者、明らかにわたくしのほうが戦闘力も魔力も圧倒的に優れているのですから、わたくしが取るのは当然でしょう？」

「それはずるいだろ！」

　俺の叫びなど、生徒会長には完全に無視された。

「ほほほ、さてはわたくしがイージス・サークレットを装備することで、無敵なわたくしがますます無敵になってしまうことが、勇者サイドからしてすごく脅威だということですの？」

　生徒会長は、いつも頭にはめている六枚翼のサークレットを投げ捨てた。

「おーっほほほ、リリ子ちゃん、わたくしはリリ子ちゃんのために世界最強のお姉様にして超ちよう絶ぜつ究極魔王になりますわよォォォーッ！　これでこの世界の全てはわたくしのもの、もちろんその中にはリリ子ちゃんもふくまれるのですわァァァァーッ！　オーッホホホホホホホホ！」

　勝ち誇った高笑いとともに、生徒会長はイージス・サークレットを装着する！

　……だがっ！

「あらららららゃにゃにゃにゃ？」

　セリフ後半のろれつが回らなくなりながら、生徒会長はみるみる小さくなっていく。そして、三歳さいぐらいのちっこい女の子の姿に変わった。頭にはイージス・サークレットのネコ耳がのりうつって、モッフモフのネコ耳が生える。額の第三の目は、イージス・サークレットの本体部分が前にスライドすることによって、隠されてしまった。

「あにゃにゃにゃ？　にゃ？」

　生徒会長のすらっと長い美脚はすでに面影もなく、ぱふぱふした肉球スリッパみたいなのをはいた足になっている。自分のネコ耳に驚いて触れようとするその手も、ふこふこの肉球手て袋ぶくろだ。ぶっちゃけかわいい。

「にゃにゃにゃ？　これはいったい、どうしたことですのにゃ？」

「きゃぽぽぽぽっ、るっしーだまされたですぅ、マヌケですぅ～！」

「にゃうっ、はかりましたにゃね、原ぱら須すアテニャ！」

　生徒会長は目を吊りあげて（ネコだけに）、肉球手袋な手でビシッとアテナさんを指さす。

「美しいわたくしを、このような寸詰まりのケモノの姿に変えたむくいは受けてもらいますにゃよ！　出でにょ追加の援軍、黒い万軍ブラツク・サバオス！」

　ところが、何も起こらない。魔方陣も出てこないし、そよ風すら吹かない。それどころか、今まで戦っていたブラックドラゴンたちも完全に消滅していた。

　状じよう況きようを察した生徒会長の目に絶望が走ったとき、アテナさんは高らかに笑った。

「きゃーっぽぽぽぽぽぽ！　愚かッ！　愚かですぅ～ッッ！　すべてはこの至高の存在・原須アテナの計算どおりなのですぅ～ッ！」

「最初から全て仕組んでいましたにゃね！　副会長にすらバカにされるぽややん天然だと思って、油断しましたにゃ！」

「ののののの、ぽややん天然のアホタレでは、七七七人の勇者の頂点には立てっこないですぅ～！　全ては、アテナが副会長とともに仕組んだ罠わなだったのですぅ！」







[image: ]







「油断させるためでなければ、わたしがアテナさんをアホ呼ばわりするわけがない。全ては策だったのだよ、マヌケな魔王ども！」

「まんまとだましちゃってメンゴですぅ～、てへぺろ☆」

「てへぺろじゃありませんですにゃ！　いったいわたくしをどうしたんですにゃっ？」

「『イージス・サークレット』は戦闘力アップのアイテムなどではないですぅ！　『イージス』とは、ご先祖様であるパラス・アテナが持つ『防ぼう御ぎよの盾たて』！　邪じや悪あくなる魔の力を完全防御する、無敵の盾ですぅ！　すなわち、魔の存在がそれをかぶれば、その存在そのものが防御されてしまう……魔の力の全てを封ふう印いんする、封印アイテムとして作用するのですぅ～！」

「封印！　では、魔王コンテストは……！」

「一個しか無い強力アイテムを、ザコスライム相手に使うバカチンはいないですぅ。今までこの麻桜島を侵しん略りやくしたくても、『黒い万軍ブラツク・サバオス』を使うるっしーがいたせいで、手出しできなかったですぅ。それで、交流文化祭を仕し掛かけたですぅ。ふつうにイージス・サークレットを交流の印としてプレゼントしても、慎しん重ちようなるっしーはぜったいに手に取らないだろうし、自分が優勝してもすぐにはかぶらないかもしれないですぅ。けれどコンテストにすれば、プライドが高くて負けず嫌ぎらいのるっしーはぜったいに参加するだろうし、優勝しようと必死こくだろうし、優勝できなかったら悔しいから優勝者からイージス・サークレットを奪うだろうし、奪うばったものは『もうわたくしの物だから、あーげないっ！』とするはずですぅ～！」

　それを聞いて、委員長は青ざめた。

「た、確かにッ！　幼いころ、幼よう稚ち園えんの帰りのバスに乗るとき、いつも先生が一個ずつあめちゃんをくれていたのです。恐らくバスの中で園児がさわがないようにするための策ですが、その日はたまたま不人気なハッカ味だったのです。お姉様は『高貴なわたくしがそのような歯磨き粉味のあめちゃんなど食せませんわ』と断ったので、先生はわたしに二個くれたのです」

「生徒会長、辛いのが苦手なんだな」

「わたしはハッカ味を食べるのが初めてだったので『どんな味かなー♪　わくわくするなー♪』と喜んでいたら、お姉様がいきなりそれを取りあげて、わたしが『返して！』と言ったら、お姉様がそれを両方口の中に入れてから、べーっとベロの上に出して『ほりゃ返ひまひゅわ』ってやったことがありました」

「それジャイ○ンと同じ作戦だな。『そのアメちょっと貸せ』って言って貸したらベロッとなめてから返されて、『汚いからいらない』って言ったら、『いらないなら、もらってやる』って取られちゃうんだろ、怖こわいな」

「いいえ。『返すからなめなさい、ほら犬のようにいやしくベロベロとおなめなさい。わたくしと間接キッスは不服だとでも？　では直接キッスで熱い姉妹愛のくちづけをかわすのですわッ！』と、グリグリ押しつけてくるんです」

　わあ、予想外の方向に怖い話だった。

「それで『あめちゃん食べたかったよう～』としくしく泣いているわたしの目の前で、お姉様は『あーおいしいあーおいしい』とハッカアメを二個とも食べてしまったのですが、ハッカアメを二個も食べてしまったので口の中がスースーしすぎて、あとで涙目になりながら『先生、お口の中が痛いのでお水がほしいですわ』『おうちに帰るまで待ちなさい』と、家に帰るまでさんざんだったんです。わたしは、ふだん隙すきを見せず反はん撃げきしたくてもできないお姉様があっけなく自爆したのを見て、『ざまーみろ』とほくそえんだものでした……」

　委員長は、懐かしそうに目を閉じて語ったが、ちっともいい話じゃないぞ、それ。

「このように！　お姉様の性格上、イージス・サークレットも、自分がもらったらすぐにはかぶらないかもしれないけれど、他人のものを奪ったらそれが自分のものであるという既成事実的なものを作ろうとして、いきなりかぶっちゃう可能性は無限大！　そして、ふだんは大胆に見えて意外に慎重で用心深く、他人に攻こう撃げきの隙を決して与えないお姉様なのに、その性格の悪さがわざわいしてうっかり罠にハマり自爆する可能性が高い！　誰だれもがお姉様のあの外ヅラの良さにだまされる中、お姉様の本性であるババ色の根性を見抜いた原須アテナ、恐おそろしい勇者ッ！」

「ういうい、妹のあめちゃん取るなんていけない子ちゃんですぅ。そんな悪っちょな魔王ならば、無抵てい抗こうなネコにゃん状態にしたあとでブッ殺しても、何ら良心がとがめることがなくて助かるですぅ！」

　アテナさんが笑う。

「今まで、麻桜島に魔王たちがウヨウヨしていても手出しができなかったですぅ。しかし黒姫生徒会長の黒い万軍ブラツク・サバオスが封印され、今こそ攻撃のとき！」

「お待ちなさい、学校でのケンカはギルド規約違い反はんですよ！」

　流々土教頭が、次々出るケガ人への治癒魔法に追われながら叫んだ。

「そうです、それでぼくも生徒会に処しよ罰ばつされたじゃないですか！」

　フリトが訴うつたえると、アテナさんはコロコロと笑った。

「ういうい、ギルドの取り決めは面倒くさすぎるですぅ。勇者と魔王は、本来戦いあうべきもの。そして勇者は、魔王を殲せん滅めつすべきもの。魔王などこの世界から全て消し去る、それが勇者の本来あるべき天より与えられし使命であり、行動原理のはず！　ところが近世になって、利権だの人権だの共存共栄だの、不純な動機が入り混じり、わけのわからない大量のルールでがんじがらめになったですぅ。たとえば竜りゆう王おうを倒たおしたいと思うと、ギルド新聞でパーティの同行者を募るときにギルド側から『この魔王は倒しちゃダメ』『この魔王も倒しちゃダメ』とはねられ、理由を聞くと『勇者××さんの会社がこの魔王の会社と取引があるから迷めい惑わくかけるな』と注意されるですぅ。それを無視して戦えば、規約違反で処罰されるですぅ」

「勇者と魔王でなくても、近代の文明社会ってのはそういうもんだろ？　戦いが起こるのは、お互たがいの利権がぶつかりあうからだ。正義も悪も、主観に過ぎない。絶対善や絶対悪は存在しない。ただ、勇者と魔王という二つの相反する立場と利権があるだけ……それを殺し合いで奪うのではなく、あるていど相手の権利を認め、戦争ではなく外交手腕によってそれを解決するのが近代社会ってものだろ！」

　俺は反論した。まあたまに、魔王はルール違反のチートをかましたりはするけれど。

「ほほう、遊佐ヒロ、あなた魔王学校に長くいてずいぶん自論を固めたようですぅ。しかし、なぜ戦ってはいけないか答えられるですぅ？　自分にとって悪ならば、叩きつぶせば良いのですぅ。敵に同情する必要などないですぅ」

「敵への同情じゃない、戦争になれば敵だけでなく味方にも犠牲が出るからだよ。相手の利権をうばうために、自分の家族や財産を危険にさらすのはバカらしいと気づいたから、戦争の無い方法でトラブルをおさめる努力をしてきたんだ」

「くだらないですぅ。魔王は絶対悪であり、過去の勇者たちのように叩たたきつぶすべきものですぅ」

「なんでそんなに魔王を目のカタキにするんだよ？　魔王に親しい人を殺されたとか、住んでいた村を滅ぼされたとか、恨みでもあるのか？」

「魔王を目のカタキにする理由？　それは、アテナが勇者だから、ですぅ。個人的な私し怨えんといった、瑣末な動機ではないですぅ。これは、ギルドによって腐りきった勇者の威厳を取り戻し、『新しい時代』を作るための聖戦なのですぅ。したがって、われわれはまず古き支配の象徴であるギルドを倒すために『革命軍』を組織したのですぅ！」

　そのことばに、フリトは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「『革命軍』って何なんですか？　勇者ギルドに反はん抗こうするための革命軍なんて、聞いた事もない！」

「ののののの、知らなかったですぅ？　天てん竺じくきゅんのすぐそばにも、革命勇者がいたのにですぅ？」

「ぼくの……そばに？」

「天竺きゅんと同じ実習班にいた、魔ま法ほう使つかい系勇者の女子ですぅ。春ごろ彼かの女じよが、同じ班の天竺きゅんがなかなか強いので革命勇者にスカウトしてはどうか、と相談を持ちかけてきたですぅ。しかし天竺きゅんは名門家の勇者、ギルドへの反抗をいきなり持ちかけて仲間になるとは思えなかったので、少しずつ誘導して、ようやく『麻桜島を襲しゆう撃げきする』ところまで操れたというのに、あっさり反省しちゃって、天竺きゅんにはがっかりさせられたですぅ」

「フリトが麻桜島を襲おそったのは、おまえが黒幕だったのか！」

「ういうい、遊佐きゅんが阻そ止ししなければ天竺きゅんの襲撃は成功し、その勢いに乗ってわれわれは一斉攻撃をかける予定だったですぅ！　なのに、遊佐きゅんのせいで失敗して、おかげでこの十一月まで……アテナの予定が、半年も遅れてしまったですぅ。このまま卒業してしまったら、もうこれほど大人数を率いて革命を起こすチャンスは無い……と焦らせていただいた礼は、じっくりさせていただくですぅ！」

「なんで麻桜島を襲うんだっ？」

「勇者はまず、近所のモンスターを倒して経験値をかせぐもの！　聖セントレジェンド島はさいわいにも麻桜島に比ひ較かく的てき近く、しかも両方とも絶海の孤こ島とうにあるので何をやってもギルドの目が届きにくいという地の利があるですぅ。勇者は常に、魔王が油断しているすきに、近所でちょこちょこ経験値をかせぎ、魔王が勇者の反旗に気づいたときにはもう勇者が力をつけすぎていて、その後どんなに中ボスを送りこんでももはや手遅れ、むしろ魔王を倒せるレベルまで勇者をパワーアップさせる養分にしかならないというものですぅ。すなわち麻桜島はわれわれにとって、一番最初のレベル上げにふさわしい戦場ですぅ」

「レベル上げ、って……勇者ギルドに反旗をひるがえしたら、どんなに魔王を倒したってレベルは上げられないだろ。魔王を倒した証明書を提出して、ギルドに記録してもらうことでレベルが上がるんだから」

「それもギルドが勝手に決めたシステムですぅ。われわれにとって、もはやギルドから与えられる経験値やレベルなど、問題ではないのですぅ。魔王を倒して証明書を手に入れるかわりに、魔王が持ってる魔法の武器や防具や魔法石などのアイテムを手に入れ、勝手に自分の戦闘力をアップすればいいのですぅ」

「つまり、麻桜島の魔王が持っている魔法アイテムが目当て？　それじゃ、強盗と同じじゃないか！」

「ののののの、強盗ではないですぅ」

　アテナさんが、堂々と言った。

「強盗とは、家に押おしいって金品を奪うことですぅ。われわれがやろうとしているのは、金品と同時に命もいただいて、この世界から魔王を消し去り『新しい世界』を作る浄化の第一歩！　平たく言えば、強ごう殺さつですぅ！」

「もっと悪いわ！」

「勇者ギルドには、勇者検定試験を最高レベルで合格した勇者が集まっています。反乱軍など、蹴散らされて終わりですよ！」

　フリトも叫んだ。しかし、アテナさんは全く動じない。

「きゃぽぽぽぽ、ギルドが運営しやすいよう上手に洗脳されたセリフですぅ。しかし、勇者検定試験で優ゆう秀しゆうな成績を取った者が、実戦でも最強の勇者とは限らないですぅ」

　た、確かに！　勇者検定試験で良い成績を取るには、良い内ない申しん点てんが必要だ。つまり、織田のような、バカみたいに強くて、でもバカだから校内でのバトル禁止とかそういう取り決めをいっさい無視して好き放題バトルを仕掛けてくるような奴やつは、当然校則違反とギルド規約違反で内申点は低くなる。たぶん織田ではギルドの役員になれるだけの成績は無いが、ギルドの役員になるであろう奴らよりもぜったいに強いのは、火を見るよりも明らかだ。

「それに、勇者ギルドの面々は、勇者まわりの武器や防具しか持ってないですぅ。すなわち、魔王から手に入れた武器を有効利用することで、勇者ギルドの奴らが持っていない、詳しよう細さいも知らない武器で戦えるというアドバンテージがあるですぅ……こんなふうに」

　アテナさんは、生徒会長がイージス・サークレットを織田からうばったときに投げ捨てた、六枚翼の黄金のサークレットを拾いあげた。

「ニケ！」

　アテナさんがサークレットを投げあげる。すると、アテナさんの頭の上の鳥カゴがパカッと割れ、中にいた銀色の鳥が翼を開いた。

「ピュイィーッ！」

　ニケと呼ばれた銀色の鳥は体をひねって、鳥の形をした竜たつ巻まきのように空へ飛びあがる。そして、投げ上げられたサークレットの輪をくぐった瞬しゆん間かん、ニケとサークレットはまばゆい光を放ち、光は溶けあって合体した。

「わが革命軍の勇者たちっ、立ち上がるですぅ！　最終戦争アルマゲドンの幕開けですぅぅぅーッ！」

「響けっ、わがプロレタリア音楽！　聞けっ、ショパン『革命』！」

　革口副会長の激しいバイオリンと、怒涛のような嵐が、ニケとともに大地に叩きつけられる。

「キエエエエエエ！」

　キジのような甲高い鳴き声を上げて、光は嵐とともに回転しながら地上に落ちてきた。銀色の小鳥は、クジャクのような巨大な鳥に変身していた。

　クジャクのように見えたのは、翼が八枚もあって、それを全すべて大きく開いていたため、扇のような姿をしていたせいだ。クジャクのような鳥の頭は銀色のままだが、翼はきらめくばかりのすばらしい金色に変わっていた……委員長のサークルの色と同じだ。それらが地面に叩きつけられると、その衝撃波によって周囲の木々が全て吹っ飛んだ。

「おほほ、びっくりしてるようですぅ。この八枚翼の状態をサモトラケ・ニケと呼び、世界最強の神しん鳥ちようですぅ！」

「キエエエエェーン！」

　ニケはつんざくような雄たけびを上げる。そして、麻桜島じゅうに散っていた革命派の勇者たちが、その声を合図に魔王たちを攻撃しはじめた。

「今こそ革命のとき！　死ねっ、薄汚い魔王どもは全て滅びるのだ、『新しい時代』のために！」

　島のあちこちで攻防戦の魔法爆発が起こった。アテナさんも攻撃の手をゆるめない。

「その威力、見せてさしあげるのですぅ。ゆけっ、サモトラケ・ニケ！」

「キエエエーン！」

　サモトラケ・ニケは輝きながら、高速回転をはじめた。合体によって魔力を増したニケは、回転しながらすべてを切り裂く。残っていた魔王たちも、危険を感じて逃げはじめた。

「生徒会長と言えど、勇者ギルドの規約違反をして秩序を乱すならば、勇者として見過ごすわけにはいきません！　行け、極悪キューレ！」

　フリトが無数の戦闘妖精を放出する。

「キエエエエーン！」

　回転するサモトラケ・ニケの周囲の空気が激しく渦を巻き、戦闘妖精は洗濯機の中に放りこまれたハンカチみたいにぐるぐる回ってもみくちゃになり、消えてしまった。

「何てことだ！　高速回転する周囲の空間がねじれ、物質も魔法も全てが方向を曲げられ、飲みこまれてしまう！」

　フリトは呆ぼう然ぜんとする。アテナさんは笑った。

「愚かなりですぅ、天竺きゅん！　魔ま王おうとなれあう勇者など魔王に等しく、殲滅すべきですぅ！」

「そのとおりです、会長！　魔王どもに鉄槌を！　今ここから、勇者による勇者のための勇者の革命が始まるのだッ！　立ち上がれ、勇者よ！　つぶせ、邪悪なる魔王を！　人民を支配し富を独占する者どもを倒し、公平なる勇者による平等なる社会を武力闘争にて勝ち取るのだ！　わたしも援護します、響けっ、わがプロレタリア音楽！　聞けっ、チャイコフスキー『大序曲・１８１２年』！」

　メギョオオン！　革口副会長のバイオリンが、いっそう激しく響く。

「解説しよう！　この曲は侵略皇帝ナポレオン・ボナパルトがロシア遠征をし、ロシアの民衆が見事その野心を打ち砕いた歓喜の曲！　そしてこの曲の特筆すべき点はッ！」

　激しいバイオリンの音とともに、天から砲弾が落ちてきた。ペルチェは両手を銀色のムチのように伸ばして勇者たちを叩きのめしていたが、

「ぬう！　多すぎる、これでは打ち返せません、そしてわたしの名はペルチェっ！」

「特筆すべき点は、砲撃を模したメロディ部分で、楽譜の楽器指定に『大砲キヤノン』と書いてあり、音楽に合わせて本物の大砲がブッ放されること！　正義の砲弾よ、金の亡者のブルジョア魔王どもをフッ飛ばせ！」

　どかーん、どかーん、とあちこちで砲弾が炸裂し、爆音と爆風が巻き起こる。まるで戦争、いやすでにこれは本物の戦争だ！

　だが、このような状況でもフリトは逃げなかった。そして、俺も逃げなかった。

「どのような理由があろうと、武力闘争が正義であるはずがない！　勇者の剣とは、剣の無い世界を作りあげるための礎いしずえでなければならないのだから！　祖霊の魂たましいよ、わが剣に守りの力を！　うなれ、バルムンク！」

「うなれ、天蛇斬アメノハハキリ！」

　フリトが聖なる剣を振りかざし、俺も先祖代々の剣をかまえ、俺たちは砲弾の雨の間を縫って革口副会長に突とつ進しんした。委員長が叫んだ。

「マジック・キングス・ザ・ギャザリング！　使い魔王どもよ行けーッ、相手はしょせん吟遊詩人バード系勇者よォッッ、いったん魔ま法ほうが発動すれば強力でも発動までには時間がかかる！　肉にく弾だん攻こう撃げきでブッつぶしたれエェェェーッ！」

「愚かな！　ブルジョア魔王どもを擁護する勇者なぞ、肥え太った豚にたかる糞くそバエ以下の存在！　革命こそが勇者の大義、愚ぐ鈍どんで自らの行くべき道も知らぬ民衆を気高き革命へ、そして新しい時代の世界へと導くことこそが、勇者の使命なのだ！」

　革口副会長のバイオリンは激しさを増し、砲弾もまた激しさを増す。俺の剣の呪言ソード・ワードは一個以上の物を同時に出せないのに、いったいこいつは何個同時に兵器を出せるんだ？

「違ちがうっ、勇者の大義は人々を戦いから守ること、決して人々を戦わせ傷つけることであるはずがない！　あなたたちがギルドを倒して作ろうとしているのは新しい時代なんかじゃない、勇者と魔王が争あらそい合うものであるというギルドの古い慣習にならってるだけじゃないか。革命どころか、あなたたちこそ古いギルドのありかたに囚われてるんだ！」

「堕ちたな天竺フリト、革命を理解しないばかりか愚ぐ弄ろうするとは、優れた勇者でありながら残念だ」

「堕ちたのではないッ、ぼくはぼくが信じる正義を守る、それはこれまでもこれからも永遠に変わりはしない！」

　フリトが革口副会長の間合いに飛びこんだ。革口副会長が持っているのはバイオリンだけ、強大な破は壊かい力りよくを持つ聖剣バルムンクを防ぐすべなど全く無い。

　相手が丸まる腰ごし同様であることが、フリトに一いつ瞬しゆんのためらいを生んだ。勇者フリトのことだから、もしかしたら自分が攻撃する直前に、革口副会長が観念して投降するかもしれない、と一瞬待ったのか。

　だが投降どころか、革口副会長は口元にゆがんだ笑えみを浮うかべてフリトを見下ろした。

「今、迷ったな。ふたつ覚えておくがいい、天竺フリト。ひとつは、信念をつらぬくには迷わないこと。もうひとつは、プロレタリアの力は音楽や言論で他人を動かすだけではないということだ」

「よく意味がわからないんですが、どういう意味ですか」

「わたしが直接攻撃できないというのは、労働者が経営者に対して反抗できないと思うのと同様、プロレタリア闘争から目をそらすブルジョアの思い込みにすぎないということだ！」

「もっと意味がわからなくなったな」

「こういうことだ。カニ光線！」

　バイオリンを脇にはさみ、両手をカニのようにピースにして額に当てた革口副会長の目から、ビームが放たれた。国語のプロレタリア文学のところで「かにこうせん」って習ったなあ、でもそれ光線じゃなくて「蟹工船」で、カニを取って缶かん詰にする船のことだったんじゃ……などと疑問を抱く間もなく、フリトは瞬しゆん時じに後ずさって直撃はまぬがれたものの、それたビームが足元の地面を直撃する。瞬時に地面が溶けて沸ふつ騰とうし、爆弾のように破裂した。

「うわあ！」

　フリトが吹っ飛ばされた。革口副会長は高笑いしながら、めちゃくちゃにバイオリンをかき鳴らす。

「堕落した豚は滅びよッ！　今ッ！　ここからッ！　プロレタリア勇者のッ革命がッ始まるのッッダアアァァーッ！」

　テンション高すぎリズム良すぎヤバすぎ。革口副会長を倒す前に、フリトはどこへ……と、俺おれは空を目で探す。フリトは数百メートルほども吹っ飛ばされ、最後には高い水しぶきを上げて海に落ちた。海には、勇者をエサにするマオウイカなどの海の魔ま物ものが住んでいて、フリトに襲いかかる。フリトは泳ぎながら必死にバルムンクで触手の攻撃を止めるが、剣が重くて溺れかけている。すぐに助けに行きたい、でも俺はここで生徒会長を止めなければならない。

　そこに、ずっとお化け屋敷に詰つめていたはずの竜崎が、黄泉原たちとともに駆けつけた。あいかわらず、シーツを頭からすっぽりかぶっている。

「あっ、ヒロ、いたのだー♪」

「りゅっ、竜崎っ？　何のん気に、こんな一番戦いの激しい最前線に来てるんだ！」

「こなたも志信が心配になって来てみたのだ、もう魔王コンテストはおしまいなのか？」

「っていうより、世界がおしまいになりかけてるけどな」

「ひい様、ここは危険です、早く海へ逃げましょう！　カメが迎むかえに来ているはずです！」

　黄泉原とサキさんが青ざめ、ガルムも焦あせっている。しかし、竜崎は意外にも、冷静だった。さすが、劣等生魔王とはいえ、このような有事の時には竜王の娘ならではの貫禄が見える。

「いや、ヒロがここにいるのなら、こなたも逃げない。逃げないが、あの銀色の髪かみの勇者を助けに行ってくるぞ。劣れつ等とう生せい魔ま王おうのこなたはどうせここにいても役に立たないし、マオウイカどもは、海の支配者である竜王の娘むすめ、こなたの言うことならば聞くからな」

「大だい丈じよう夫ぶか、竜崎。海岸までたどり着くだけでも大変だぞ。ここが片付いたら俺が援護するから、少し待って……」

「そんな悠長なことでは、マオウイカどもがあの銀色の髪の勇者をぺろりんちょしてしまうぞ。ヒロが、あの銀色の髪の勇者を好きなことは知っている。こなた悲しいけど、好きな人を引き離して悲しい涙なみだを流す顔を見るよりは、好きな人の幸せを願って身を引いて自分が涙を流すほうがましだと思うのだ。きらりん」

「ちょっと待て竜崎、ものっすごい勘かん違ちがいをしてるから待てー！」

　俺が叫ぶ声は戦いの音にかき消された。竜崎たちが海のほうへ走っていくと、数人の勇者がその周りを取りかこんだ。竜崎は困って叫んだ。

「そこをどいてほしいのだ、こなた用事があるのだ！」

「わかってる、天竺先せん輩ぱいを助けに行くんでしょ？」

　魔法使い系の勇者がそう言うと、竜崎にバリヤーを張った。驚く竜崎に、僧そう侶りよ系の勇者が言った。

「竜王の娘は海にたどり着けば無敵だけど、それまでは戦闘能力と運動神経皆かい無むの最弱魔王だっていう噂うわさは聞いてます。だから、わたしたちで援護します！」

「あ、ありがとうなのだ！　ちょびっと複雑だったけど！」

　竜崎がうれしそうにほほえんだ。

　他にも、今のフリトが吹っ飛ばされたようすを見て、それまで魔王と戦っていたのが一転、魔王と共闘してブラックドラゴンを攻撃し始めた勇者たちが、ちらほらと見えはじめた。もともとアテナさんのやり方に賛同できなかったが、これでついに見切った、という勇者もいるんだろう。

　織田はというと、ブラックドラゴンの手につかまれたまま、僧侶系勇者たちに取り囲まれて立ち往生していた。

「見つけたぞ、第六天魔王！　自由を奪われて反撃できぬ今こそ勝機、われら比ひ叡えい山ざんの僧侶系勇者、貴様の野望を叩きつぶす！」

「くそっ、卑怯だぞ、ホトトギスどもがァァァーッ！」

　織田は身をよじったが、どうしても脱だつ出しゆつできない。両りよう腕うでを体にぴったり沿う形でつかまれているので、刀を振ふることができないのだ。僧侶系勇者たちは、その状態の織田に対していっせいに魔ま法ほう攻こう撃げきをあびせようと、呪文をとなえはじめた。反撃できない織田は、まるで的当ての的状態である。

　俺は何とかして援護に行きたかったが、他の勇者たちに阻まれて進めない。絶体絶命の織田に、さらに攻撃してきた者がいた。少し遠くにいた明あけ智ちが、織田に向けて銃を撃ったのだ。

「秘ひ儀ぎ・魔ま榴りゆう散弾！」

「織田っ、危ないーっ！」

　俺は叫んだが、間に合わない。明智の銃口から無数の小さな魔弾が散弾銃のように飛びだし、それらは小さなグリフォンのような姿をした魔物と化して……。

　あれっ。そいつらは織田ではなく、ブラックドラゴンの全身にとりついて、ブラックドラゴンとその背の黒い鎧よろいのドラゴンライダーの顔といい腕うでといい、ついでにとても口では言えない場所まで、引っかきまくり、かみつきまくりはじめた。

『ギャオオオオン！』

　ブラックドラゴンは織田を手放し、大きく羽ばたいて逃げだした。落下した織田は、クルリと身軽に姿勢を制御し、スタッと見事に着地した。

「明智のマヌケ、一発もアタイに当たってねーじゃねーかよ！」

「あんたを助けてやったことがわかってない、あんたのほうがマヌケよねェ」

　明智の憎々しげな言葉に、織田の目は点になる。

「えっ、助けた？」

「勘違いしないでよねェ。あんたを殺すのはあたしだから、今ここで他の勇者に殺させるわけにはいかないってことなんだからねェ！」

「か、勘違いなんかするか、このクソホトトギス！」

　そのようすを腹立たしそうに見ていたのは、アテナさんだった。

「むむう、いろいろ革命の根回しをしていても、なかなか一枚岩にはならないものですぅ。しかしそんな些細なことはどうでもいいですぅ、反対勢力は魔王であれ勇者であれ叩きつぶすのみですぅ！」

　叫ぶアテナさんに、革口副会長が一振りの剣けんを差しだした。フリトが吹っ飛ばされたときにうっかり手放してしまった、先祖代々伝わる聖剣バルムンクだ。

「会長、こちらは天竺フリトの剣です」

「ほう、これが伝説の英雄ジークフリート王子の愛剣バルムンクですぅ。魔王の武器のみならず、堕ちた勇者の武器もまた、全て没収するですぅ！　それらはわれら革命軍の装備を強化し、大義を成すための礎いしずえとなるですぅ！」

　アテナさんはサモトラケ・ニケに向けてバルムンクを投げた。サモトラケ・ニケは光に包まれ、青い石で飾られた黄金に輝かがやく甲冑に身を包み、同じく青い石で飾られた黄金の槍を手にした、巨きよ大だいな女め神がみの姿になる。校舎の高さの倍ぐらい、六階建てビルぐらいの高さだから、身長二十メートルは軽くありそうだ。

「魔王どもを殲滅するですぅ、アプテロス・ニケ！」

　アプテロス・ニケは、逃げまどう使い魔たちを黄金の槍で、まるで草くさ刈かりでもするかのように薙ぎ払った。完全に巨大ロボット状態である。

「アプテロス・ニケとは、翼つばさの無いニケ。勝ニ利ケが飛んで逃にげて行かずこの地に留まるように、翼の無いニケなのですぅ、したがってアプテロス・ニケは完全勝利まで戦いをやめないですぅ、すなわち魔王とそれにくみする者を一匹残らず叩きつぶすまで！」

　アテナさんが言うとおり、アプテロス・ニケはその槍で、校舎をぶっ壊こわしはじめた。

「そして叩きつぶした者どもの装備を奪って軍備を強化し、勇者ギルドであろうが魔王ギルドであろうが国家権力であろうが、敵に回しても余よ裕ゆうで勝てるだけの武力をたくわえ、革命を起こし新しい時代を作るですぅ！　遊佐きゅんだって、勇者と魔王の新しい時代を作るって言ってたから、アテナの革命に期待してるはずですぅ？」

「してないぞ、あんたが言う新しい時代は、俺の新しい時代とは違う。何より、国家権力に逆らうって、正気か！」

　俺が叫さけぶと、アテナさんは笑った。

「正気ですぅ、むしろ勝算ありまくりですぅ。魔王ギルドも勇者ギルドも大きな権力を誇ってはいるけれど、争いの時代を長らく忘れ、外交という名の慣れあいで時たま起こる小こ競ぜり合いを監視し、勇者と魔王の戦いはルールでがんじがらめにし、血で血を洗う光と闇やみの戦いを、あたかも爽やかなスポーツであるかのごとく骨抜ぬきにしてしまったですぅ。そうやって、牙きばを抜かれて戦うすべなどとっくに忘れてしまった、ぬるま湯漬けのギルド幹部どもなど、生きるか死ぬかの覚かく悟ごを決めて戦うわれらに勝てるわけがないですぅ。そうしてわれわれは平和ボケした大人たちをブッ倒し、既き得とく権けん益えきをぶっつぶし、魔王のいない完全なる世界を実現する！　過去の勇者たちがやろうと思って誰だれ一人ひとりできなかったこと、何かといえば魔王が復活してきたりしてできなかったその完全駆除を行う、この原須アテナが勇者の歴史に偉大な一ページを刻むとともに、魔王の歴史に最後の一ページを刻みつけるのですぅぅぅーっ！」

　アプテロス・ニケは強かった。強敵だと見た委員長と織田と明智とペルチェが共闘して攻撃をかけたのだが、槍の一いつ閃せんで、全員あっさり振り払われてしまった。

「くそっ、奴は巨大すぎるぜ！　アタイたちの武力では勝てないのか……！」

「わたしの名はペルチェ……完全究極機械魔王であるわたしが、このような前時代的な巨大ロボ的なものに負けるとは認めたくないものです……わたしの名はペルチェ……！」

　もうだめか、と俺も思った。勇者たちは島じゅうで戦ってるし、中心部の学校では完全にアプテロス・ニケが優勢だし、戦力が散乱しすぎていて、どこから戦えばいいのかわからない。まさに岩いわ見み先せん輩ぱいが心配したとおり、トロイの木馬状態だ。

　ふと、俺は岩見先輩のことを思いだした。そうだ、生徒会長だけではなく、勇者たちにとっては岩見先輩もまた抑止力だったはずだ。アテナさんたちは、生徒会長の魔ま力りよくは封印できた。けれど、岩見先輩はここにいないのだから、「島にいない」というメリットはあっても、「封印しようがない」というデメリットもある。

　つまり、俺がアテナさんだったら、今何が一番嫌いやかというと、ここに岩見先輩が全く無傷の状態で戻もどって来られるのが、一番怖いことだろう。

「まだあきらめるのは早い！　委員長、岩見先輩を召しよう喚かんするんだ！」

「岩見先輩を？」

　委員長は、ハッと目を見開いた。

「そう言えば、岩見先輩はわたしの使い魔王でした！　マジック・キングス・ザ・ギャザリング！」

　委員長が召しよう喚かん魔ま法ほうを発動させた。黄金に輝く魔ま方ほう陣じんがぐるぐると回転し、その中から現れた白い毛玉は、生徒会長によってはるか彼方かなたのギンヌンガ・ガップの深淵に封印されてしまったはずの、岩見先輩だった。

「ぐぬぬですぅ！　岩見重じゆう太た郎ろう、なぜここに！」

　案の定、アテナさんはものすごく嫌そうな顔をした。

「やった、効いてる！　『人が嫌がることをすすんでやりましょう』の魔王バージョンも、あながち間ま違ちがいじゃなかったんだな！　岩見先輩が、シャーペンの芯しんだか消しゴムだか借りて、委員長の使い魔王にされてたことを思いだして良かった。相変わらず、主従契約の等価交こう換かんの差がひどすぎるけど」

　俺のひとりごとを聞いて、委員長がにらんできた。

「失礼な、ひとをブラック企き業ぎようみたいに！　シャーペンの芯でも消しゴムでもありません、ちゃんと公平な価値のあるものとの等価交換です！」

「ごめん、そうだっけ」

「購買部の焼きそばパンのラス１いちをゆずってもらったんじゃ」

「自分からの持ち出だしまるで無しじゃないか！　ある意味シャーペンの芯よりひどいぞ！」

「確かにひどい、じゃがおかげでワシはギリギリ助かったぞ」

「邪じや魔ま者がッ、まさか戻って来るとは思ってなかったですぅ！」

　アテナさんの目が、怒いかりにピクピクと痙攣していた。

「主役は最後に登場するもんじゃ、ワシの島シマを荒らす者は許しておかん！」

「い、岩見重太郎はでっかいけど、せいぜい二メートルですぅ！　アプテロス・ニケとはぜんぜん縮尺違うですぅ、恐れるに足りないですぅ！」

　アテナさんが自分に言い聞かせるように叫ぶと、岩見先輩は余裕の笑みを浮かべた。

「ワシ自身が戦うとは言っとらん。そしてまた、今までは木こつ端ぱ勇者どもなど腕わん力りよくだけで追い返して島シマを守れたから、実はまだ必殺奥おう義ぎを出していないということも、誰にもまだ言うとらん」

「何が必殺奥義ですぅ、寝言は永眠してから言いやがれですぅぅーッ！」

　アプテロス・ニケが槍を振りかざした。危ない、と思ったその瞬間、岩見先輩の全身の毛が逆立った。

「出いでよ、白猿風魔神ハヌマーン！」

　全身の毛は燃えあがる炎ほのおのようにそのまま岩見先輩の体を離はなれ、渦を巻きながら、全身白い毛で覆おおわれた身長十メートルほどの巨大な猿の姿と化す。

　毛が無くなった岩見先輩はというと、久しぶりに真っ赤な肌はだの超ナイスバディな美女姿をあらわにしていた。しばらくやたらと毛が伸のびて毛玉みたいになっていたので、この姿を見るのは夏ぶりだ。

　なお、毛が無くなったとはいえ、岩見先輩の乙女のたしなみなのか、全裸ではなく、胸まわりと腰まわりにはフサフサと長い白い毛が残っている。毛皮ビキニっぽくて、なかなかワイルドビューティである。

「ええええー！　番長、女子だったのかよっ？」

　織田が叫んだ。うん、知らない人はまずそこから驚くよな。ちなみに岩見先輩が男の名前で男装しているのは、一人娘で実家のダンジョンを継がないといけなくて男として育てられたんだそうだ。どうせふだんは毛玉状態なんだから、男も女も関係ないと思うんだが。

「こんなこともあろうかと、クソ暑い運動会の練習のあいだもせっせと毛を伸ばしとったんじゃ！　夏に熱ねつ中ちゆう症しようを起こして遊佐に毛を刈られたときは、毛量が不足してぬいぐるみみたいなちっこいハヌマーンしか出せなかったからのう」

　岩見先輩が言った。ということはハヌマーンはいわゆる召しよう喚かん獣じゆうではなくて、自分の体の一部を材料にして作る分身というのか、あるいは毛で作ったゴーレムというのか、そういうたぐいの物なのだろう。そして、身長二メートルのダイナマイト・バディの美女の頭の上に、白いちっこいぬいぐるみのようなサルが乗っかっている姿も、それで見てみたかった気がする……かなりかわいいかもしれない。

　ハヌマーンが現れて、アプテロス・ニケは槍の向きをそちらに変えた。そしてハヌマーンを槍で貫こうとしたその瞬間、

『フォンフォンフォン！』

　ハヌマーンが吠ほえた。咆ほう哮こうはすさまじい風となり、アプテロス・ニケを直撃する。身長十メートルのアプテロス・ニケがやすやすと吹ふっ飛とばされ、校舎に叩きつけられた。校舎が崩れ、アプテロス・ニケは尻しりをついた状態から、怒りの形相で立ち上がろうとした……が、その前にハヌマーンが容赦なき追撃を繰り出していた。

『フォンフォンフォンフォンフォン！』

　ハヌマーンの風が、今度は竜巻となってアプテロス・ニケを校舎のガレキごと吹きあげ、はるか彼方へと吹き飛ばしてしまった。

「アプテロス・ニケ！」

　アテナさんが焦って顔を上げる。その体を、ハヌマーンがつかみ上げた。

「きゃあ！　何をするですぅ、放すです、下郎！」

　猫化した生徒会長が、ものっすごく悪そうな笑みを浮かべながら、岩見先輩の足元でぴょんぴょん飛びはねて言った。

「やりましたにゃ、ざまーごらんくださいませですにゃ！　ふだん他人をほめにゃいわたくしですが、まだこんな力を隠していたとは番長を名乗るだけのことはありますにゃね、岩見重太郎。とっととそのクソッタレの勇者を、八つ裂きにしてくださいにゃ！」

「いや、それはせん」

　ハヌマーンは校舎の中にアテナさんを押しこむと、上からガレキをブロックのように積んだ。

「きゃー！　真っ暗ですぅー！　ここはどこですぅー！」

　校舎の中から悲鳴が聞こえる。

「ちょうどどこぞのお化け屋や敷しきに無限回廊の魔方陣があったから、そこに押し込んでおいたぞ」

「ナイスですにゃ、アテナは方向音おん痴ちでダンジョンが苦手と言ってましたから、永遠に脱出できませんにゃ！　しかし、欲を言うならなぜ八つ裂きにしなかったですにゃ！　魔王のくせに、勇者に優やさしさを見せたつもりですにゃ？　魔王のくせにいい人ぶろうとして、勇者の村を襲ったときに赤ん坊だけ残して、あとで成長した勇者に息の根を止められた愚かな魔王がどれだけ多いことか！」

「そんなことはわかっとる、別に殺しても良かったが、ひとつはワシは貴様の命令を聞くのは死んでもお断りじゃ。もうひとつは、奴を殺せば貴様にかかったイージス・サークレットの封ふう印いんが解ける」
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「だから殺せと言ってるですにゃ、いつまでもこの幼児体型ではおなかがポンポコリンで困りますにゃ！」

「ワシと敵対関係にある貴様がせっかくパワーダウンしとるのに、それを元に戻す道理は無いじゃろ。貴様は今まで、麻桜島の警備もいいかげんで、権力ばかり振りかざしてきたんじゃ、少しは力を失って苦労したほうが真人間、もとい真魔王になるというもんじゃ」

「ありえませんにゃ！　わたくしの黒い万軍ブラツク・サバオスが聖セントレジェンド中学に対する抑止力になっているのですにゃ、わたくしがもとに戻らなければまた麻桜中学が勇者に狙ねらわれるかもしれないんですにゃよっ？」

「『抑止力』？　それは、勇者どもがハヌマーンを知らなかったころの話じゃろ」

　岩見先輩の言葉に、生徒会長はぐぬぬと反論できなくなる。

「わたしの名はペルチェ……たしかに、ハヌマーンの風魔法なら、空をおおう黒い万軍ブラツク・サバオスを一気に吹き飛ばしてやっつけられる。数学的に計算して、生徒会長より番長の方が強いなら番長がじゅうぶん抑止力になります……わたしの名はペルチェ……」

　俺たちは勝利にホッとした。そして海に落ちたフリトも、竜崎たちに連れられてぶじに戻ってきた。そして革命派の勇者たちは、アテナさんと強力なニケがいなくなったことで、戦力面以上に精神面がダメージを受けたのであろう。突っ走る革命軍が、偶像を失ったとたんに灯台を失った船のごとく行方に迷うのは、歴史上でもよくあったことだ。革口副会長はバイオリンを持つ気力すら失ってひざを折り、他の革命派の勇者たちも次々と投降しはじめたのだった。

　戦いは、終わったのだ。竜崎が、ぴょんぴょん飛んで俺に抱だきついてきた。

「良かった、ヒロ。『人の嫌がることをすすんでしましょう』という教えが、勝利を導いたのだな！」

「そうだな。相手の身になって考えようっていう勇者的解かい釈しやくと、嫌がることをしろっていう魔王的解釈と、その両方のおかげで勝てたみたいだ」

「そして原須生徒会長は、その勇者としての心得を忘れて敗北したんだな、ヒロ。魔王のことも、同じ魔王のことも、ギルドのことも、何もかも無視して得手勝手な正義の振りをした暴力を突き通そうとしたからだ。ぼくも、ヒロをだましてこの学校に送りこんだとき、麻桜島に奇襲をかけたとき、その気持ちを忘れて勇者失格だった。だから奇襲をかけたときに負けたんだ」

　保健医の那な須す玉たま藻も先生と、勇者にとっては回復魔法を使える黄泉原は、ケガ人の治療に忙いそがしく駆け回っていた。

「おや天竺くん、ケガが軽い人から連れん絡らく船せんに乗って聖セントレジェンド島のほうへ帰るでおじゃるよ。細かいことは、聖セントレジェンド島の校長先生が追って沙汰するそうでおじゃる」

　那須先生が救急箱を手に走り回りながら、フリトに声をかけた。校長先生や魂ソウル先生たちも、聖セントレジェンド島から手助けにきた先生たちとともに、ケガ人の救護に忙しい。

　流々土教頭も、圧あつ倒とう的てきな威い力りよくを持つ回復魔法使いヒーラーとして、魔王たちまでも癒してやっていた。そのおかげで、これほどの激しい戦いの後でも、誰一人死人も重傷者も出ずにすんだのだ。

「教頭先生って、勇者なのに魔王への治癒魔法も使えたんですね。うちの母親も僧侶系勇者だけど、魔王への治癒魔法までは勉強してないです。さすが超一流で伝説級の僧侶系勇者だと、あらゆる戦いにそなえてあらゆる治癒魔法を習得してるものなんですね」

　すると、流々土教頭はふと、さびしげに目を伏せた。

「『戦いにそなえて』ではなく、昔……『戦いの後』で覚えたんですよ、遊佐ヒロくん」

　俺は、聞いちゃいけないことを聞いてしまったことに気づいた。流々土教頭は、自分でも気づかないうちに伝説の魔王を好きになっていた。だから、彼を倒たおしてしまったことが忘れられなくて、対魔王の治癒魔法を勉強したのだろう……と、俺は気づいたのだ。

「あの、すみません、俺……」

「そんなに悲しそうな顔をしなくていいんですよ、遊佐ヒロくん。伝説の魔王を倒さなければ、わたくしめは対魔王の治癒魔法など習得しなかったでしょう。そしてあなたと竜崎リュウナさんに会わなければ、自分がなぜ対魔王の治癒魔法など習得しようとしたのか、自分の本心がわからないままだったでしょう。たぶん、単なる魔術的興味にすぎない、と思ったままだったでしょう……。そして結果的に、わたくしめがこうして対魔王の治癒魔法を使っていることで、教え子のだれかが、わたくしめと同じ思いをせずにすんでいるかもしれません。すなわち運命は全てつながっていて、伝説の魔王が存在したことも、わたしが彼を倒したことも、何かの意味として残るのです。辛さや悲しみに至るまで、何ひとつムダなものや邪魔なものなど無いのです……勇者であれ魔王であれ、この世に全てが必要なのです」

　流々土教頭はそう言って、ほほえんだ。その優しい笑え顔がおと言葉に、俺はホッとした。

「そうですね、教頭先生。勇者がいて魔王もいて、それではじめて世界なんだと、俺は思います。俺はいつか、そんなギルドを作りたい。それが本当にギルドを変えるってこと、本当に『新しい世界』を作るってことだと思う。そのためにこの魔王学校で勇者検定試験めざして、がんばって勉強します」

　俺が言うと、流々土教頭は目を細めてうなずいてくれた。そして、フリトもうなずいた。

「そうだな、ヒロ。今はぼくも同じ気持ちだ。麻桜島が元どおりになったら、これにこりずに、また何か交流を考えよう……これからの『新しい世界』のために。取りあえず今は邪魔になるだけだから、帰るよ」

　フリトは崩れた校舎のほうを振りかえり、呼んだ。

「極悪キューレ！」

　戦せん闘とう妖精たちが飛んでくる。残念そうなフリトに、俺はたずねた。

「ひょっとして、バルムンクを捜さがさせてたのか？」

「うん、極悪キューレはバルムンクの波動を感じ取れるんだけど、ニケの中に取りこまれてる状態だから見つけられないみたいだ。ニケといっしょにこのガレキの底のどこかに埋うまってるはずなんだけど……時間切れだな、もう帰らなくちゃ」

「大丈夫、どうせ校舎を作り直すときに掘り出すから、見つけたらちゃんと送り返すよ」

　俺が言うと、フリトは信頼をこめてほほえみ、

「頼たのんだぞ、ヒロ」

　と、船のほうへ戻っていった。

　委員長はというと、猫娘になってしまった生徒会長の尻しつ尾ぽを持って、ゆらゆら揺らしている。

「いいザマですねぇ、この駄だ猫ねこがッ！　以前、夢の中でわたしにしたことの仕返しをさせていただきますよォォ～ッ！」

　委員長は生徒会長の尻を蹴り、尻を上げてうつぶせに倒れた形になったところを、後ろからその尻を靴のかかとでグリグリしはじめた。以前、俺が委員長の夢の中に入ったときに見た光景である……っていうか、夢で見たことの仕返しって、それ全然生徒会長は悪くないし！

「ふにゃっ、いにゃっ、リリ子ちゃん、ひどいですにゃ、夢の中のことはわたくしには関係ありませんにゃ～！」

「お姉様だって小さいころ、夢の中のわたしにムカついたからって、起き抜けに黒い万軍ブラツク・サバオスで攻こう撃げきしてきたことがあったでしょーが！」

「夢でムカついて起き抜けに八つ当たりは、姉妹にはよくあることですにゃ～！」

「よくあることで許せるかボケ！　もっと地面をなめるほど這いつくばれやァァァゴラァァァ～ッ！」

「ふにゃあああ～っ、リリ子ちゃんがいじめますにゃ、完全に逆転された下剋上のお尻グリグリがなぜかマタタビのごとく気持ちいいですにゃ～♪　ハアハアもっとぉぉ～ッ♪」

　本気でハアハアしている生徒会長にドン引きして、委員長は十歩ほど後ずさった。猫耳になる前は最強だった生徒会長は、猫耳になってからもある意味最強である。

　そして竜崎もまた、こんな状じよう況きようでもニコニコと動じず、天然が一周回って大物感を漂わせていた。

「ここまで学校が壊れてしまったら、どう考えてもしばらく秋休みなのだ。ヒロ、ミカン狩りとナシ狩りとブドウ狩りと、どれがいいのだ？」

「学校が壊れたのにうれしそうだな、竜崎」

「だって夏休みが終わってしまって、もう冬休みまでヒロといっしょに遊びに行けないのだしゅんしゅん、って思ってたのだ。だから、学校休みでこなた、超うれしいのだ♪」

「もう遊びに行けないって、でも二学期になってから、テスト勉強しに本土に渡っただろ？」

「あれは勉強なのだ。こなた、がっつり遊びたいのだ。だから、勇者たちが学校を壊してくれてすっごくうれしいのだ～♪　感謝感激なのだ♪」

「不謹慎すぎるだろ！」

「アタイも秋休みはうれしいけど、勇者どもに感謝なんて思わねーぜ。せっかく魔王コンテストに優勝して嬉うれしかったのに、何もかもブチ壊して泥どろつけやがって！」

　織田はものすごく怒おこっている。

「まあまあ志信、そんなに怒らなくても、志信はじゅうぶん最強魔王なのだ。それに、志信のお茶は最高においしいのだ♪」

　竜崎の言葉に織田は驚おどろいて、それから赤くなって、うつむいてものっすごく赤くなって、それから赤い顔のままで怒って、

「ア、アタイが最強とか今更だろーが、殺すぞ！」

「わあ、志信の今のツンデレ、最強にかわいかったぞ」

「かわいいとか言うなっ、殺すぞこのホトトギス！」

　地団駄踏んで怒る織田は、たしかにかわいい。

「きゃーヒロ、志信が怒るのだ～！」

　本気で怖こわがって俺の後ろにかくれる竜崎も、やっぱりかわいい。

「こらこら、やっと最終戦争アルマゲドンが終わったところでケンカすんなって！」

　俺は二人の間に入ってなだめたが、とはいえこのいつもの小こ競ぜり合いのおかげでやっと日常が戻ってきた感じがして、ホッとした。

「文化祭は台無しになってしまったし、校舎もブッ壊れてしまいましたが、ある意味いつもの麻桜中学の姿ですな」

　校長先生がのんびり言った。流々土教頭が、心配そうにたずねた。

「けれど、こんなに破は壊かいされてしまって……明日からの授業は、どうされるんですか？」

「いやーなーに、わが麻桜中学は、今まで何度も生徒どうしのケンカで寮りようが全焼とか学校が全壊とか慣れっこなのです。今回もプレハブみたいな校舎を作って、すぐに授業が再開できるでしょう。それまでは寮の大部屋で授業をすればいいですしな、平たい土地が少なくて校舎と寮が離れてるのが幸いしましたな」

「そっか、じゃあ明日からふつうに授業再開か」

　少しでも早く日常に戻ってきて欲しかったので、俺はホッとした。

「ぷー、しばらく秋休みでヒロと遊べると思ったのに、残念なのだ」

　竜崎が俺の背中にかくれながらふくれた。たしかに、ガレキの山と化した校舎の惨状を見ると、竜崎の楽しみにしっぷりは不謹慎としか言いようがない。だが逆に言えば、不謹慎なまでに竜崎は楽しみにしていたから、秋休みが無くなってちょっとかわいそうだ。

「秋休みじゃなくても、今度の週末、ミカン狩りぐらい連れてってやろうか」

「えっ、ほんとかヒロっ？　行く行く、こなたぜったい行くのだ！」

　竜崎はぴょこぴょこはねた。その竜崎の前に、黄泉原が立ちはだかる。

「ひい様を勇者と二人だけで外出などさせるわけにはいきません、ぼくも行きます！」

「もちろんあたしもついていくわよ、ミカンのビタミンＣでお肌すべすべになって夢魔力ＵＰよ～ん♪」
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　サキさん、陽気だ。この状況でこの陽気さ、竜崎の四天王にふさわしい大物感である。ついでにフリトも、呼んでやってもいいかもしれない。フリトは魔ま王おうと交流したいってさっき言ってたことだし、竜崎ともそのうち仲良くなれるだろう。だってフリトは、俺が認める超かっこいい勇者なんだから。

「なんか俺、遠足の引率の先生みたいになってきてないか……？」

「遠足、こなたすっごく楽しみだぞ♪　おやつを三百円までのギリギリのラインになるように選んで、三百円ぴったりだったときの達成感が最高なのだ。それに、こなたのミカンの皮をむかずに中身のふさの数を当てる超魔力をみんなに見せてやれるなんて、ワクワクするぞ♪」

　竜崎のうれしそうな顔を見ると、まあいいや、と俺は思った。どうでもいいが、それはミカンのへたを外したところにある小さな突起の数を数えたらふさの数がわかるという、超魔力というよりは、小学校の給食のマーガリンの袋ふくろに印刷してあるレベルの、手品のレベルにもいたらない小ネタだと思うが、まあそれも竜崎が喜ぶのならどうでもいいや、と思った。たぶんほかの魔王たちは死んだような目になるだろうが、俺だけはそのとき盛大に拍手してやろう……と、今からそんなことを俺は考えていた。

　ふと、流々土教頭がモジモジしながら言った。

「わたくしめも、同行させていただきます。魔王の皆みなさんのふだんの姿をもっとよく知りたいし、ミカンは『ミカンが黄色くなると医者が青くなる』と言われるほどの治癒ヒーリングの果実、それを集めて新たな治癒魔ま法ほうの開発にいそしみたいですわ」

「ええっ、教頭先生までっ？」

　先生が随行なんて、完全に遠足である。いったいどういうミカン狩りになるんだろう、と今から不安で胸がいっぱいになってしまう。

　もう夕方で、麻桜島は薄闇に包まれはじめていた。ころころ、と小さな音が聞こえて振りかえると、校舎だったガレキの山のてっぺんから白いきれいな小石がひとつ、闇の底へ転がり落ちていくのが見えた。







あとがき







　魔王学校９巻、ご愛読ありがとうございます。今回、聖セントレジェンド中学の生徒会長がついに登場しました。ルシフェもかなりパワーインフレな人ですが、アテナはその上を行くパワーインフレ。魔法少女系や戦闘少女系の最終進化系はなぜかみんな翼が生えるので、ルシフェもアテナも翼をモチーフにしました。

　マイダンジョン作りは魔王のたしなみですが、私もささやかな趣しゆ味みでダンジョンを作っています。マインクラフトというゲームで、積み木のように地面の上にいろんな模様のブロックを積んでいくことで、お城でもダンジョンでも作ることができます。ギミックも使えるので、ダンジョンの中にトロッココースターとかも作れます。ダンジョンの最下層まで続くトロッココースターを、落とし穴の下に置いておくのがお気に入りです。

　ところでこの巻の制作中に十一月十一日のポッキーの日を迎えました。ポッキーの日といえば、ポッキーの両端をくわえて端っこから食べていくポッキーゲーム。ルールは「二人で両端からポッキーを食べていって先に口を離したほうが負け」だそうです。魔王学校の女子たちが、このポッキーゲームをやったらどうなるか、ふと妄もう想そうしてみました。

　たぶん最強はペルチェ。相手が最後までポッキーを離さなかったら、そのまま相手を飲みこんで試合終しゆう了りよう。次に強いのは、「口を離さなかったらキスしてしまう」ということに気づかずにパクパク食べ進めて、相手がギブアップしそうなリュウナ。ただし、隙すきあらばリュウナとチューできればいいなと考えているサキさんには通用しないですね。

　退かない二人、志し信のぶＶＳ委員長では、まず誰だれがチョコのほうを食べるかからモメて、ポッキーゲームになる前に別のバトルが始まると思います。

　生徒会長は委員長限定でポッキーゲーム、ポッキーを持って委員長を追い回して、召喚魔法で攻撃してでも強要しそうです。寮りよう母ぼさんはニコニコしながら応じてくれるけれど、ポッキーを食べるのにとろとろと一時間ぐらいかかって相手が脱落しそう。流々土るるど教頭はまじめなので「十一月十一日にはポッキーゲームをしなければならないんですよ」と言うと「そ、それは知りませんでした、がんばります」と、真しん剣けんにがんばってくれそうです。

　朱あかシオ先生、今回は志信の制服姿とアテナがどんなふうに仕上がるかもすごく楽しみでしたが、想像以上にプリティーキュートな二人をどうもありがとうございました。読者の皆様、今後ともご愛読よろしくお願いします。

二〇一二年十一月　夏緑＠お化け屋敷は自力で歩くと怖いのでライド式が好き
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

夏 緑先生／朱シオ先生
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